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徳山は岐阜県美濃地方の北西部、福井県と滋賀県の県境に位置

し、周囲は越美山系と呼ばれる山々に囲まれています。この地域

では、縄文時代から室町・江戸時代に至るまで、数多くの遺跡が

発見されています。遺跡の多くはこの地域を流れる揖斐川に沿っ

て発達する段丘上に所在します。揖斐川上流域に徳山ダムが建設

されることとなり、これらの遺跡の多くが水没することとなりま

した。

このため、水資源開発公団の委託を受け、昭和61年度から岐阜

県教育委員会が発掘調査に着手し、平成3年度からは財団法人岐

阜県文化財保護センターが継続して発掘調査を行っています。

本報告書は｢寺屋敷遺跡」と「磯谷口遺跡｣の発掘調査をまとめた

ものです。

寺屋敷遺跡の調査では平安時代、縄文時代、旧石器時代とい

う3時期の遺構を検出しました。特に、平安時代では礎石建物跡、

旧石器時代では石器集中区が検出できたことは徳山の歴史を埋め

る新たな発見となりました。また、磯谷口遺跡の調査では平安時

代と縄文時代を中心とした遺物が出土しました。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書の作

成に際しまして御指導・御協力を賜りました関係諸機関・各位に

厚くお礼申し上げます。

平成13年3月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長服部卓郎
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本書は、岐阜県揖斐郡藤橋村大字山手字沢焼に所在する寺屋敷遺跡(岐阜県遺跡番号21407-06696)、

同大字居村段士に所在する磯谷ロ遺跡(岐阜県遺跡番号21407-06420の発掘調査報告書である。

本調査は、徳山ダム建設に伴う発掘調査で、水資源開発公団徳山ダム建設所から岐阜県教育委員

会が委託を受け、財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。発掘面積は寺屋敷遺跡が1,800m'

磯谷口遺跡が600㎡である。

発掘調査は、故愛知学院大学大参義一教授の指導のもとに行った。寺屋敷遺跡の調査は、平成5年

度から平成7年度に実施し、篠田通弘が担当した。磯谷口遺跡の調査は、平成2年度に実施し、

只腰正知、佐野康雄が担当した。

本文の執筆は、第4章2節を藤根久が行った。それ以外は三島誠が行った。編集は、三島が行い、

柘植卓伸・武藤貞昭が補佐した。

空中写真撮影は、㈱イビソクに委託して行った。

自然科学分析は、㈱パレオ・ラボに委託して行った。

鉄製品の保存処理は、㈱ニッテツ・ファイン・プロダクツ釜石文化財保存処理センターに委託

して行った。

遺物の写真撮影は、土器・鉄器を写房楠華堂、石器をいろは写房に委託して行った。

発掘調査及び報告書の作成にあたって次の方々や諸機関から御助言・御指導を頂いた。

記して感謝の意を表する次第である。(敬称略、五十音順）

泉拓良・伊藤禎樹・大塚章・大参義一・岡田憲一・角張淳一．梶田澄雄．加藤芳郎．斉藤一松．

鈴木忠司・立木宏明・富永樹之・長屋幸二・西井幸雄・西村勝広・根尾弥七．八賀普．林直樹．
一

別所秀高・松田順一郎・横幕大祐・渡辺正・西濃地域振興局揖斐事務所・久瀬村・西濃教育事

務所・藤橋村

出土遺物の実測図の縮尺は、土器は1/3，鉄器は1/2、石器、石製品は4/5，2/3，1/2，1/3のい

ずれかである。

遺構実測図の縮尺は、礎石建物は1/60、竪穴住居跡は1/40、土坑、集石遺構、その他は1/20,

1/50のいずれか、小士坑は1/20とした。

また、遺物分布図については、1区画を4mとしている。

母岩A(接合資料)については、縮尺を1/100、母岩B非接合資料）については、縮尺を1/200とし

た。いずれも北は上としている。

遺構の略号は、下記の通り用いた。

竪穴住居跡……………SB

士坑……………SK

小土坑･…………．．P

集石遺構……………SI

その 他……………sx

本文中の方位は、国土座標Ⅶ系の座標北を示している。

土層及び遺物の色調は、1994『新版標準土色帖』(農林水産省農林水産技術会議事務局．財団法人日

本色彩研究所監修)を使用した。

調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第1節調査にいたるまでの経緯1

第1章調査の経過

第1節調査にいたるまでの経緯

1957(昭和32)年、電源開発株式会社が発電を主目的とした徳山ダム建設計画を発表した。その後、

伊勢湾台風をはじめとして下流域の大出水が相次ぎ、昭和46年度からは、建設省が引き継いで調査を

行ってきた。そして、1973(昭和48)年3月、木曽川水系の水資源開発基本計画の変更により、水資源

開発公団が事業を実施することとなった。

徳山ダムは流水の正常な機能の維持、水道水および工業用水の供給、ならびに発電を目的として建

設する多目的ダムで、ロックフイル形式である。貯水容量は6億6千万㎡、堤高は161mである。ダ

ム建設により、洪水満水時水没線は海抜401mとなり、旧徳山村のほぼ全戸が水没(門入地区だけが

水没からまぬがれる）することとなった。当然、旧徳山村内の埋蔵文化財の殆どが湖底に沈むことと

なる。このため、1983(昭和58)年10月12日に、水資源開発公団徳山ダム建設所長より遺跡の分布調査

の依頼を受けて、岐阜県教育委員会は、1984(昭和59)年10月2日から11月17日にかけて、文化庁の昭

和59年度国庫補助事業として分布調査を実施した。そして、1985(昭和60)年3月、調査に基づき、

『揖斐川上流域徳山ダム・杉原ダム水没地区埋蔵文化財分布調査報告書』を発刊した。さらに、昭和60

年5月9日、水資源開発公団徳山ダム建設所において、徳山ダム水没地区埋蔵文化財発掘調査計画の

ための打ち合わせを行った。昭和60年夏から秋にかけて、発掘調査計画策定のために、岐阜県文化財

発掘調査計画書を水資源開発公団に提出した。

1986(昭和61)年4月7日、水資源開発公団から岐阜県に対し、昭和61年度の発掘調査の依頼があ

り、岐阜県教育委員会は、「はいづめ遺跡｣の発掘調査を実施した。

1987(昭和62)年3月27日、計画書の一部手直しを行い、水資源開発公団(中部支社長)と岐阜県(知事）

の間で「埋蔵文化財発掘調査に関わる協定害」を締結した。岐阜県教育委員会では、この協定言に基

づき、昭和62年度から発掘調杏を実施することになった。「磯谷口遺跡｣は、平成2年度発掘計画に

より600㎡の本発掘調査を実施した。

その後、1991(平成3)年4月1日、財団法人岐阜県文化財保護センターが発足し、水資源開発公団

から岐阜県が受託した発掘調査は、財団法人岐阜県文化財保護センターが実施することになった。こ

の調査体制の変動と新遺跡の発見をふまえ、平成3年3月19日付けで協定害の一部変更を行った。

｢寺屋敷遺跡」は協定書に基づき平成5年度から平成7年度の発掘調査計画書により実施した。平成

5年度400㎡、平成6年度800㎡、平成7年度600㎡である。
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第2節発掘調査の経過

(1)寺屋敷遺跡

寺屋敷遺跡の発掘調査は、1993(平成5）年8月5日に開始した。三年次にわたる調査面積はのべ

1,800㎡である。調査区は地形にあわせた基線を設定し1区画単位は一辺を4mとした。地区番号は

調査区南西端を基点に南方向にアラビア数字、東方向にアルファベット文字で順次番号を付した。

地形は尾根部分を削平し、平坦な部分を造りだしていることが確認された。発掘は第1層から人力

による掘肖IJを行った。遺構の還存状況と広がりを捉えるために、まず基準線に沿って中央から1列を

掘り下げ、その後遺構中心部分と考えられる削平地中央部分から直交した地区を掘り下げた。肖1)平地

中央部分の山土を取り除くと、下層より黒色土の堆積とその堆積層が平面的な広がりをもつことが確

認された。IからⅡ層の掘り下げで出土した遺物は、調査以前に想定された寺屋敷跡の時期に相当す

るであろう灰粕陶器、鉄釘が大半をしめたが、これ以外に数点の縄文土器片が出土した。このことに

より、下層に縄文時代の遺構の存在を念頭に置きつつ調査を行った。この結果、第1次遺構面より礎

石建物跡を検出し、さらに背後の尾根部分のH2地区のⅢ層より多数の縄文土器片を伴う窪地を検出

した（第2次遺構面)。また、H5地区では従来地山としていた黄褐色土層（Ⅳ層）から石器が出土し

た。この地区を精査した結果、石器が集中する地点を確認した。この石器集中区からナイフ形石器と

考えられる石器が出土したことによって、旧石器時代の遺構面(第3次遺構面)が確認された。調査

計画段階では遺構面が一面として捉えられていたが、実際の調査を進めた結果三面確認された。その

ため、第1次遺構面のみ終了し、以降、下層の第2次・3次遺構面を調査する方向で調整を行った。
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1994年は第1次遺構面の礎石建物を除き、第2、第3次遺構面の調査を行った。第2次遺構面では

竪穴住居跡、土坑、小土坑を検出し、9月20日に空中写真測量を実施し終了した。第3次遺構面は前

年度に検出した石器集中区がⅧ層を主として広がり、藤群を伴うことを確認した。また、テフラ分析

の結果からⅦc層、Ⅶd層から姶良Tn火山灰を検出し、Ⅷ層に包含される石器はAT降灰前のもので

あることが判明した。1995年は第3次遺構面を調査し、石器集中区、焼土坑を検出した。また、AT

降灰直前の地形面を検出し、地形測量を行い調査を終了した。

なお、発掘調査の体制は以下のとおりである。

財岐阜県文化財保護センター

調査部長江木洋治、臼井進

調査部次長北洞勝臣、小木曽文和

担当調査課長北洞勝臣、中島康雄、高橋幸仁

担当調査員篠田 通弘 、三 島誠

発掘作業従事者

補助調査員牧村美和子

作業員江口もと・川口ふじゑ・小西かの・小西政治郎・扇間重男・高橋勝美・竹中よしの・

中川つる・中石たけ・野原明・森たかゑ・村山みつ子・山北満

整理作業従事者

補助調査員高島俊美

作業員岩崎いつわ・石原美帆・大塚道子・小葎真紀子・大野里美・北洞利幸・小松博子・

酒衛成功・中野有希子・薮下賀代子・山本裕子

[調査日誌抄］

1993(平成5）年度

8月5日（木）調査を開始する。テントを設営し器材を搬入。発掘予定地の伐採と道づくりを行う。

8月6日（金)H3．13区の表土剥ぎを開始。同地区の基本層序をI層表土、Ⅱ層暗褐色土、Ⅲ層赤

褐色土(地山）とする。

8月18日（水H3区、13区を掘り下げる。

8月24日（火)G3区より石組状遺構を検出。

8月26日（木G3区の石組状遺構の写真撮影及び実測を開始。

8月27日（金）指導調査員大参義一氏による指導。

9月1日（水)E3地区より石錐1点出土。E3地区のⅢ層直上より灰粕陶器片が多数出土。

E2-E3-D3区より柱間が1間幅の礎石らしき肩平な河原藤を確認。

9月3日（金)F2杭近くより集積遺構検出。

9月16日（木）岐阜大学梶田澄雄氏による指導。

9月24日（金)H2区よりSK1を検出｡



10月6日（水）

10月14日（木）

10月18日(月）

10月19日（火）

10月20日（水）

10月26日(火）

11月11日（木）

12月8日(水）
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平地背後の尾根上の部分を中心に掘り下げる。

H5区の掘削。尾根横の葺石状の石組みの検出を行う。

H5区の剥片取り上げ後の精査でさらに剥片と砕片を確認する。ほぼ径2メートルの

範囲に60点以上が集中する。

H5区の剥片、砕片集中箇所の精査

H5区の剥片、砕片集中箇所の精査。

H5区の精査。ナイフ形石器を伴う旧石器のユニットと思われる。第Ⅳ層中より多数

の剥片と砕片が出土。

指導調査員大参義一氏による指導。

土坑の精査と礎石の実測を行う。調査終了。

1994(平成6）年度

5月6日（金）資材の運搬。

5月10日（火）発掘調査を開始する。H2区で入海Ⅱ式土器集中箇所を検出。

5月30日（月）土坑群の精査。

6月2日（木）礎石建物跡遺構面の地形実測。

6月7日（火)SK5、SK12の実掘。

6月16日（木）尾根部分の掘削･旧石器時代の地表面の検出。H2、H3地区の焼土坑の完掘、平面

実測図。

7月4日（月)SI2の完掘。

7月6日（水)A3地区で検出中の踏み固められた道状遺構の精査。

7月28日（木）焼土1～3検出。

8月2日（火）Ⅲ層の掘削中にSK19を検出。

8月3日（水)D3地区の住居跡の検出。

8月4日（木)D2地区敷石状遺構の精査。

9月5日（月）旧石器時代包含層の確認。

9月8日（木)H4地区の精査。4分割したうち1列に近い方を1/4×1/2を掘削。

9月9日（金）テフラ検出。

9月20日（火）遺構の全景写真を撮影する。

10月4日㈹加藤芳郎氏(静岡大学名誉教授)による旧石器包含層とATの層準について指導。

10月13日（木)P134、SI6の検出。

10月14日（金)E4地区よりPit検出。西側よりPitl35、136，137とする。

SISの空撮。SI6の空撮。

10月18日（火)F4区のP140を検出。

11月11日（金)D地区AT下と思われる黄褐色土層中に赤褐色の炭混じりの焼土跡と思われる部分の精

査。調査終了
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1995(平成7）年度

5月8日（月）調査を開始する。資材の搬出。

5月23日（火)P149，150の精査。P152の精査。

8月23日（水)12地区のSX1001の実測（集積遺構の可能性も有り)13地区のSX1002の実測。

H2地区にてSK1002の検出、半割。

8月28日（月)13地区Ⅶ層上面へ崩落した緑色岩の崩落状況(SX1003)実測。H3地区Ⅶ層上

面へ崩落した緑色岩の崩落状況(SX1004)実測。

11月6日（月）パレオ・ラボ、側面剥ぎ取り作業。

11月28日（火)H3区の焼土跡実測‘調査終了。

(2)磯谷ロ遺跡

磯谷口遺跡の発掘調査は、1990(平成2)年8月23日に開始し、同年11月2日をもって終了した。調

査面積は600㎡である。調査当初、本遺跡は、比較的傾斜の強い斜面に位置する古代の遺跡と考えら

れていた。また、その時期に伴うとされる出土遺物の中心は下段の田BlからB12にかかる部分）と

推定されたが出土遺物に乏しく、遺跡の性格、範囲がつかみにくい現状であった。このため、調査区

は、地形にあわせた基線を設定し、北西一南東方向を2m、北東一南西方向を4mとしたトレンチを

設定した。地区番号はトレンチ番号を基本とし、順次番号を付した。

なお、発掘調査の体制は以下のとおりである。

岐阜県教育委員会文化課

課 長 加藤英夫

文化財第二係長波多野寿勝

調 査員只腰正知、佐野康雄

財岐阜県文化財保護センター

調査部長臼井進

調査部 次 長 小 木 曽 文 和

担当調 査課長高橋幸仁

担当調査員三島誠

発掘作業従事者

補助調査員田中弘志、西村勝広

作業員井部政男・加藤きよこ・河合ふみゑ・川口ふじゑ・小林さずゑ・小西きよ子・

小西長八・小西直政・佐島岩吉・佐島みさお・清水勝三・清水満雄・杉山利子・

杉山はる・瀬里崎陽子・高橋春枝・竹中直太・丹度由子・中川操・中川逸枝・

中川みさを・中村たみゑ・中村玲二・広瀬小ひな・堀田勉・堀田信夫・堀田信子

増元みち

･堀田勉・堀田信夫・堀田信子．
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整理作業従事者

補助調査員高島俊美

作業員中野有希子・北洞利幸・山本裕子・石原美帆・酒衛成功・岩崎いつわ・大野里美・

薮下賀代子・大塚道子・小津真紀子・小松博子

[調査日誌抄］

第1週、2週（8月23日～8月31日）

河床からの比高が低い部分D6区、Al区、G5区、G7区）を掘削する。やや山側のD3区、A3

区、G2区、G3区を掘削する。B列を掘削する。

第3週、4週（9月3日～9月14日）

新たにF4区、F8区を掘削する。B10区で縄文土器片が多数出土。Bll，12区にトレンチを広げる。

須恵器片、縄文土器片が多数出土するが遺構は検出できず。

第5週、6週（9月17日～10月5日）

10月3日まで雨天のため作業を中止する。5日作業再開。M2区から縄文土器、須恵器が多数出土。

第7週、8週(10月8日～19日）

A7，A9，A11,A13、G8区を掘削する。A2、A4，Fll区は掘削を継続。F1l区黄褐色層上面よ

り住居跡の可能性のある遺構を検出。精査する。Cトレンチ、Eトレンチを新たに入れる。

第9週(10月22日～11月2日）

C4トレンチより石組状遺構を検出。精査。石組状遺構の下部に土坑を検出し、実測。
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第2章遺跡の 環 境

第1節地理的環境

寺屋敷遺跡は、藤橋村大字山手字沢焼に所在する（第5図)。揖斐川本流と磯谷合流地点に突き出

た尾根の先端に位置する。本遺跡の調査により、磯谷によって形成された段丘喋層が確認されている。

河床との比高差があり、徳山地区における上位の河岸段丘上に形成されたといえる。

磯谷口遺跡は、同村大字居村段戸に所在する（第5図)。寺屋敷遺跡から200m程南に位置する。河

床との比高はあまりなく、徳山地域における下位の河岸段丘上に形成されたといえる。

第2節歴史的環境

旧徳山村地内には多くの遺跡がある。各遺跡の内容についてはすでに「上原遺跡I」でまとめられ

ており、本稿ではこの報告以後の調査結果を加えたものを、表としてまとめるにとどめた（第1．2

表)。

第1表｜日徳山村地内の旧石器・縄文・弥生遺跡一覧

No． 遺跡名

I ’

旧’縄 文時代｜弥
石トー'一一l－－l－－l－－l－引
器｜草｜早’前｜中｜後｜晩｜生

発掘調査結果

遺物 遺構
備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

いんべ

小の原

は い づ め

戸入村平

戸入障子暮

追 分

塚奥山

塚

長吉

櫨原村平

櫨原神向

いじま

磯谷口

山手宮前

11◎｜△｜◎’○’◎
llllll

’

･後期：宮滝式、堀之内式土器など

･早期：押型文土器、茅山下層式、入海式土器など

･中期：里木式、中富式、取組式土器など

･晩期：五貫之森式～下り松式土器多数出土。・石器多数出土

’○|◎|◎｜llll ･草創期：表裏縄文土器など

･早期：押型文土器(穂谷式など)、田戸下層式・上層式、野島式、鵜ヶ島台式、

茅山下層式、粕畑式、上ノ山式、人海式、石山式、天神山式、塩屋式土器など

･前期：清水ノ上I・Ⅱ式、北白川下層Ia～Ⅱb式、諸磯式土器など多数出土

･有舌尖頭器・他各種の石器多数出土

｜｜△'○|△|△|◎'○’ ･早期から後期までの土器は少量

･晩期：西之山式、五貫之森式～下り松式、大洞B－C式～C2式

･弥生：前期の遠賀川系土器2個体検出

･石器：異形部分磨製石器、石冠・石刀・石棒など各種石器多数出土

△|△|◎|◎|◎
１
１ ･船元式、里木Ⅱ式、咲畑様式(中富、神明、島崎Ⅲ)、北白川C式、古府式な

･晩期土器棺は、稲荷山式～西之山式

･各種の石器多数出土

どの中期土器を中心に晩期までの土器多数

･土器小破片出土(時期不明）

･石器少量出土

○ ’’’○'○’ ･早期・後晩期の縄文土器少量

･打製石斧多数出土他の石器は少量

｜｜△|△|◎|◎lll ･中期・後期を中心に多くの土器・石器類出土

llll◎|◎｜｜’ ･中期から後期までの縄文土器や石器各種多数出土

’’○'○|△’’○｜’ ･茅山下層式

･石器類少量

･樫王式土器など出土

|△'○|◎'○’
｜｜

’’
･後期を中心に多くの土器・石器が出土

｜’｜’｜’｜

’｜’l’’1
･石錐・打製石斧・スクレイパー少し

llll

llll
○

｜’｜

’｜’
･中期の縄文土器出土。打製石斧・スクレイパー他各種石器類出土

｜’ll

l111
◎

１
１

△
｜｜

’ ’
･中期の船元式土器など出土

○'○|◎|△|△’ ･中期後半の土器を中心に高山寺式、樫王式土器など出土

･有舌尖頭器他各種石器類出土

．焼燦集石遺構4基

･土器棺墓11基

･配石土坑3基等

･前期の住居跡2軒

･早前期の集石炉13基等

･住居跡3軒

･土器棺墓16基等

･住居跡17軒

･後晩期の土器棺墓13基等

･配石土坑

･住居跡、配石遺構

多数検出中

･住居跡6軒

･集石遺構等

･遺跡の中心は滅失

・土器埋設遺構1基

･土坑

･住居跡8軒

･土器埋設遺構1基等

H2．4年度

発掘調査

報告書刊行

S62．63年度

発掘調査

報告書刊行

S61．62年度

発掘調査

報告書刊行

S63．H1．

H10年度

発掘調査

報告書刊行

H1年度

発掘調査

報告書刊行

H1．2年度

発掘調査

報告書刊行

H8年度～

発掘調査中

H2．3年度

発掘調査

報告書刊行

H3年度

発掘調査

報告書刊行

H2年度

発掘調査

H4．5年度

発掘調査

報告書刊行

水
没
地
区
内
に
所
在
し
発
掘
凋
査
実
施
遺
跡
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2表 旧徳山村地内の旧石器・縄文・弥生以外の遺跡一覧

*表内の○

会(1984）
◎・△は、発掘調査で出土した土器の量による。ただし、未調査遺跡については、徳山村の歴史を語る
徳山村教育委員会(1986)、事前調査(1994)による。

No． 遺跡名

1 1

旧I縄文時代｜弥
石トー'一一'－－1－－'一一'一弐
器｜草｜早’前｜中’後｜晩｜生

発掘調査結果

遺物 遺構

備考

15

16

18

19

20

23

24

尾 元

上 原

(あげはら）

上開田村平

下開田村平

寺屋敷

普賢寺跡

小谷 戸

｜｜△｜△’｜’｜
’｜’｜’｜I

･石器のみ。異形部分磨製石器

○|◎|◎|◎|◎'○ ･縄文早期～弥生前期(遠賀川式)の土器・石器多数出土

△ ◎'○ ･中期後葉～後期の土器や石器各種出土

｜loll。'・'○｜’ ･早期､中期後半～晩期樫王式土器まで出土。石器は多くない

･押型文土器、茅山下層式、上ノ山式土器など

○ ◎ ･ナイフ形石器、石核、ブレーク、チップ

･茅山下層式、入海Ⅱ式土器

｜｜｜｜｜｜△｜’ ･晩期後半以降の縄文土器少量。打製石斧などの石器少量

△ △ ･縄文土器少量

･住居跡14軒・炉跡9基

･土器棺墓7基等

･炉跡4基

･早期末の焼喫集積遺構1基等

･住居跡1軒

･早期の焼撰集積遺構3基等

･住居跡1軒等

H2～8年度

発掘調査

報告書刊行

H4年度

発掘調査

報告書刊行

H2年度

発掘調査

報告書刊行

H5～7年度

発掘調査

H3年度

発掘調査

報告書刊行

H10年度

発掘調査

水
没
地
区
内
に
所
在
し
本
発
掘
調
査
実
施
遺
跡

26

27

28

29

30

31

しょうじよ

門入村平

上原

石橋

小屋どこ

冠平

｜’ ｜I ll l

lllllll

｜’11｜I｜

’｜’’111
｜I ll ll l

ll ll ll l
｜’11

I ｜ ’ ’
△
ll l

ll l

|△'○|◎|△|△’
１
１
｜Il’｜’｜

’ ll ll ll

石鎌・打製石斧・石匙・スクレイパー

石鎌少し

縄文土器小片少し。石錐・石錘少量

縄文土器少し。石鎌・石錘・石匙

中期を中心に早期から晩期の土器・石器類

石鎌

水
没
地
区
以
外
の
遺
跡

No． 遺跡名

111

古｜中｜近’不
’｜｜

代｜世｜世｜明
111

遺 構 遺物 備 考

4

5

6

7

8

10

13

14

16

18

19

20

22

23

25

戸入村平

戸入障子暮

追分

塚奥山

塚

櫨原村平

磯谷口

山手宮前

上 原

上開田村平

下開田村平

寺屋敷

徳山陣屋跡

普賢寺跡

寺平

|・|◎’
'。|◎’

△ △

○

○ ○

○

◎

◎ ◎

｡|○'○’
|◎'。’

△ △ ○

◎

○ ○

△

△
lll

lll

中世墓

掘立柱建物跡

掘立柱建物跡

中世墓。圃跡

礎石柱建物跡

天目茶碗・銭貨・陶磁器類他

古瀬戸瓶子・近世陶器他

須恵器・近世陶器他

中近世陶磁器。銭貨

須恵器・灰軸陶器他

山茶碗・中近世陶磁器・銭貨

須恵器・灰紬陶器など検出

山茶碗・中近世陶磁器・銭貨・和鏡

須恵器。山茶碗。中近世陶磁器

灰軸陶器・鉄製角釘

土師器。灰軸陶器

S63．H1年度発掘調査

H1年度発掘調査

H1．2年度発掘調査

H8年度～発掘調査中

H2．3年度発掘調査

H2年度発掘調査

H4．5年度発掘調査

H2～8年度発掘調査

H4年度発掘調査

H2年度発掘調査

H5～7年度発掘調査

H3年度発掘調査

水
没
地
区
内
に
所
在
し
本
発
掘
調
査
実
施
遺
跡

21

27

29

32

33

38

徳山城跡

門入村平

石橋

入谷村跡

こうもり穴

弘法穴

１
１○

ll

ll

｜I

11
○

１
１

○
lll

lll

｜｜

’ ’
○

１
１

｜Il

lll
○

lll

lll
○

中世城館跡

集落跡

集落跡

水銀採掘鉱山跡

水銀採掘鉱山跡

水
没
地
区
以
外
の
遺
跡
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第4図旧徳山村地内の遺跡分布図
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第3章寺屋敷遺跡の層序 60m

第1節基本層序

本遺跡は、揖斐川本流と磯谷合流地点に突き出た尾根の先端に位置

する。調査区の土層は、調査区の北部分と南部分とでは各層の堆積状

態がやや異なっていたが、基本的には徳山地区における上位の河岸段

丘堆積物の上に崩積性堆積物が堆積することが確認された。このため

堆積状況の良好なH4地区北東壁の土層観察の結果をもとに、基本層

序を以下に示した。

10Ⅷ4/3暗褐色。表土。現生植物痕が入る。直径10mm前後の

藤を多く含む。粘‘性なし。しまり悪い。

10YR2/3黒褐色。直径5mm前後の藤を含む。粘性なくしまり

悪い。灰粕陶器の包含量が多い。

10YR4/6褐色僕混じり粘土質砂。直径50mm以下の角喋を極少

量含む。粘性強くしまりあり◎現生植物痕が入る。

I層

Ⅱ層

一
）

〈
一

Ⅲ層
/20

第6図基本層序H4区北東壁）

Ⅳ層7.5Ⅷ4/6褐色操混じり砂質粘土。直径60mm以下の角喋を少量

含む。粘'性強くしまりあり◎現生植物痕が上部に入る。

V層ややⅥ層と比して明るい褐色篠混じり砂質粘土。直径70mm以下の角喋または亜円喋を含む。

Ⅵ層10YR4/6褐色藤混じり砂質粘土。直径80mm以下の角喫または亜円喋。直径5～10mmの角喋

を多く含む。粘‘性なくしまりあり。

Ⅶa層10YR4/6～6/6褐色藤混じり粘土。直径15mm以下のチャートの風化角喋をやや多く含む。

粘‘性なし。しまりは非常にある。

Ⅶb層10Ⅷ4/6褐色喋混じり粘土。若干7.5Ⅷ4/6褐色粘土が混じる。鉄分を下層に含む。直径15

mm以下の角喋または亜円喫をやや多く含む。粘性なく非常に固くしまる。

Ⅶc層7.5Ⅶ4/6～10YR4/6褐色喋混じり粘土。鉄分を多く含む。直径30mm以下の角喋を若干含む。

鉄分はⅦd層より多い。粘性あまりなし。非常に固くしまる。

Ⅶd層7.5YR4/6～10YR4/6褐色藤混じり粘土。鉄分の層を含む。直径50mm以下の亜角喋を若干含

む。粘'性あまりなし。非常に固くしまる。

Ⅷ層7.5YR4/4褐色藤混じり粘土。直径5～10mmの小円牒を極少量混入する。Ⅶ層より粘性度合

いが大きい。非常に固くしまる。

Ⅸ層10Ⅷ4/6褐色砂質シルト。小円喋の混入は非常に少ない。粘‘性あまりなし。非常に固くしま

る。ほぼ水平に堆積する。

X層2.5YR4/4～10YR4/4オリーブ褐色～褐色砂質士。小円喋の混入は少ないが、本層の下方に

は段丘喋層が堆積する。
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第2節各発掘区の層序

調査区は、北西方向に高く南東方向に低い斜面をなしている。基本層序は、H4地区北東壁で代表

させたがここでは個別の地区の堆積状況を細かく記す。まず、高い地点から低い地点までの堆積状況

を示すために、発掘区の3列目に沿ったかたちで土層観察図を載せた(第7図oJ3からG3までは

基本層序でみられたI層からX層までが規則的に堆積している。しかしながら、これより低い地区の

G3からA3にかけての土層は、高い地区と比べると堆積状況に二点の違いがみられる。
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０
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第7図各発掘区の層序
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第一に、地表面の傾斜が緩くなること。また、G3からA3にかけて両端の一部に、若干V層が堆

積しているほかは基本的にはⅣ層までの堆積となり、V層以下が明瞭ではなくなる。第二に、高い地

区には見られなかったⅢ層とするⅢ層相当の黄褐色土をブロック状に含む、しまりが悪くやや粘質

のある暗褐色土が堆積することがあげられる。Ⅱ層はE3付近では薄く堆積し、D3からC3にかけ

ては厚く堆積している。また、その上面がほぼ平坦で水平になる。このことは、後述するⅡ層上ifii

で検出された礎石建物跡の造成に伴い整地されている土居と考えられる。
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驚
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S=1/800
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Ⅱ
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次に、高い地区と低い地区の堆積状況を詳しく見るために、3列目の土層観察図に直交するかたち

の土層柱状図を載せた。高い地区のJ列、1列、H列は、5列側に傾斜するが基本的にIからX層まで

堆積する。一部、H列ではⅣ層とV層の分離ができない部分や、Ⅶ層の細分ができない部分が存在す

る。また、J5区I層、13区I層のように流路と考えられる泥状の土壌が堆積する。

一方、低い地区の地表面は、高い地区からの土砂の崩落により、4列が若干隆起するがほぼ平坦に

堆積している。また、3列目の土層観察図でみられたⅡ，層は、F列、E列に安定して堆積している

ことから、低い地区はⅡ，上面にほぼ水平な整地面をもつことが確認できる。

J3

川
ｆ
Ｉ
ノ

10YR4/6褐色。木の根を多く含む（I～Ⅲ層
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に含む。しまりあまりなし。粘性なし。Ⅳ

層を切るように堆積する。
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第8図各発掘区の土層柱状図
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第4章寺屋敷遺跡の遺構と遺物

第1節遺構・遺物の検出層準

調査では平安時代、縄文時代、旧石器時代の遺構・遺物を検出した。

平安時代の遺構面(第1次遺構面)(註)は調査区の低い部分で検出した。特にこの地区は、平安時代

の礎石建物の造成に伴い高い部分は削平をうけ、低い部分には盛土をしている。よって遺構は、Ⅱ，

層上面及びⅢ層で検出している。礎石建物跡は、低い地区のほぼ中央で検出しているが、E3杭から

E2杭までの壁面では、水平に堆積したⅡ，層上面に礎石の一部がかかることが確認できる。平安時

代の包含層は、Ⅱ層中にある。灰粕陶器、鉄釘が出土し、Ⅱ層下層に出土量はピークをなしている。

縄文時代の遺構面(第2次遺構面)は、ほぼ調査区全体に広がる。しかしながら低い部分の一部は、

平安時代の造成を受けている。縄文時代の遺構は、Ⅲ層上面及びⅢ層中で竪穴住居1軒(地床炉、土

坑9箇所)、土坑7基、小土坑48基、集積遺構3基を検出した。図9の土層観察用あぜをみるように、

第1号竪穴住居跡、P151はⅢ層を壁としⅢ層中で壁が立ち上がることが確認できる。縄文時代の包

含層は、Ⅲ層中にある。早期後半の縄文土器、石器が出土した。

旧石器時代の遺構は、Ⅵ層及びⅦ層上面で検出している。

旧石器時代の包含層はⅣ層からⅧ層にある。石器はⅦ層から集中し、Ⅷ層でピークに達する。Ⅶ層

からⅧ層にかけて、旧石器時代のナイフ型石器を含む石器集中区や土坑が検出された。

(註）ここでいう遺構面は、遺構検出面を示す。以下同じ。

E 3

」－

－～一一一一

－＝三二二二三二二爾ニーーニーミ
一

里1 八1中胸

第9図遺構の検出層準S=1/20

第3表遺構面別遺構数層位別遺構一覧表

建物跡 SB SK P SI

第1次遺構面 1 2 1 3

第2次遺構面 1 4 32 1

第2-2次遺構面 1 16 2

第3次遺構面 3 5

焼喋
集積

1

1

道状
遺構

1

H＝334.500m
－

H＝334.000m
－

石 器

集中区

3
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第2節テフラ分析について

前述のように時代の異なる3面の遺構面を検出したが、旧石器時代の石器包含層および遺構面では、

旧石器包含層の上位でガラス質火山灰(テフラ層)の堆積が確認された。このためこのガラス質火山

灰(テフラ層）を対象にテフラ分析を行い、噴出年代の明らかな示標テフラの降灰層準を求め、石器

包含層の堆積年代及び遺構の構築年代を検討するための資料収集をおこなった。

1．分析試料と堆積物の特徴

試料は，寺屋敷遺跡において基本層序が認められたH4区東壁北側部分の9試料とH4区東壁南側

部分の19試料である。H4区東壁北側部分の試料は、各層位ごとに約5cm厚で採取した。また、H4

区東壁南側部分の試料は、Nal以外について5cm間隔で連続採取した。

2．分析方法

2地点から採取した試料は、以下の方法で処理した。

(1)自然含水状態で70g程度を秤量し、乾燥後秤量した。

(2)1A(0.5mm)、26(0.25mm)、36(0.125mm)、4A(0.063mm)の4枚のふるいを重ね、湿式ふるい

分けした。各ふるい残涜は、それぞれ乾燥・秤量した（4‘より粗い残澄は含砂率として表した)。

(3)3‘の残湾は、比重2.96に調整したテトラブロモエタンを用いて重鉱物と軽鉱物に分離した。

14

H=337.000、
－

0 1 2m
－ ー 一

第10図H4区東壁土層観察図
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(4)軽鉱物は、スライドグラス上に適宜散布し、偏光顕微鏡下で火山ガラス・石英・長石類を同定・

計数した。なお、軽鉱物中の火山ガラスの形態は、町田・新井(1992)の分類基準に従い、バブル

型平板状(bl)、バブル型Y字状b2)、軽石型繊維状(pi)、軽石型スポンジ状(p2)、急冷破砕

型(co:塊状・ブレーク状)の5種類に分類した。

(5)SE区東壁Na3から検出した火山ガラスについて屈折率測定を行った。測定は、横山ほか1986)

の方法に従って温度変化型屈折率測定装置(RIMS86)を用いて屈折率(n)を測定した。その結果は、

範囲(range)と集中度のよい範囲(mode)及び平均値(mean)として表した。

3．分析結果

粒度組成は、燦混じり堆積物を反映して高い数値を示し、1‘残涜が多い。含砂率（4‘以上の残

湾合計）も、約30％前後から約40％前後の値を示す堆積物が多い(第4表)。

軽鉱物組成は、石英、長石類、ガラス及び不明粒子から構成される。火山ガラスは、H4区東壁北

側部分ではⅦa層に相当するNo.3において、またH4区東壁南側部分ではⅦa層上部に相当するNa8

において最大値を示す(第11図・第12図)。

火山ガラスは、バブル型平板状ガラス(bl)が最も高率で検出され、バブル型Y字状ガラス(b2)

や軽石型繊維状ガラス(pi)、あるいは軽石型スポンジ状ガラス(p2)が同程度に検出された。

SE区東壁No.3の火山ガラスの屈折率は、範囲（レンジ:range)が1.4984-1.5003、範囲(mode)が

1.499-1.500、平均値(mean)が1.4993であった。

第4表堆積物の粒度組成および軽鉱物組成・ガラス組成

調査区 No． 使用湿重(g) 含砂率(％）

粒度組成(％）

1●
(0.5mm以上）

2●
(0.25~0.伽､以上）

3●
(0.125-0.2別Un以上）

4●
(0.064~0.125,m以上）

軽鉱物組成(粒数）

ガラス 石英 長石

火山ガラスの形態分類(粒数）

bl b2 p1 p2 CO

Ｓ
Ｅ
区
東
壁

1

2

3

4

5

6

7

8

9

66.00

70.52

82.50

73.08

77.76

73.11

75.88

67.60

66.16

36.3

34.4

20.8

42．4

31.6

27．9

25．0

23.8

33.9

90.6

88.8

86.7

92.0

85.9

79.0

49.8

31.7

31.0

4.7

5.5

4.5

3.9

4.5

7.6

16．2

25．9

34.4

3.5

4.6

5.2

3.0

6.4

8.9

23.4

28.0

25.1

1.2

1.1

3.7

1.1

3.1

4.6

10．6

14．5

9.4

52

74

104

98

49

26

9

25

19

16

17

15

19

25

42

36

188

175

145

170

191

199

203

206

185

40

57

69

63

35

15

5

3

6

16

12

3

4

4

6

7

11

2

2

3

5

5

12

12

9

5

1

Ｓ
Ｎ
区
東
壁

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

72.19

69.62

67.76

69.71

68.60

69.14

68.43

68.27

69.27

69.77

72.13

67．74

70.99

67.98

76.46

69.39

71.28

69．74

70.88

40.1

39.0

30.9

28.8

28.1

27.8

29.4

22.9

32.2

17.5

22.7

16．5

32．2

20.7

36.7

33.8

24．5

30.2

14．2

91.1

92.6

89.1

91.3

90.2

86.8

88.8

86.7

91.3

91.3

87.6

86．3

89.7

83.6

91.2

89．4

76.6

82.6

50．4

3.8

4.1

5.5

3.4

4.9

6.8

5.2

6.6

4.7

0.6

5.8

6.4

5.5

7.4

4.3

5.0

8.3

5.7

14．9

3.3

2.4

3.9

3.4

3.7

4.5

4.2

5.1

3.0

5.6

4.5

5.6

3.2

5.7

3.2

3.8

9.8

7.9

21.8

1.7

0.9

1.5

1.9

1.2

2.0

1.8

1.6

1.1

2.5

2.2

1.6

1.6

3．2

1.3

1.7

5．4

3．8

12．9

31

22

48

70

86

120

125

137

109

120

108

92

64

75

52

28

7

5

1

41

29

20

18

17

15

19

16

19

20

10

20

14

10

21

39

33

41

67

201

191

183

184

141

93

90

88

99

123

126

137

129

161

166

168

182

197

149

18

10

34

57

61

82

97

98

86

78

75

55

43

55

31

20

3

3

1

3

3

4

3

5

9

7

8

6

7

4

9

1

2

4

1

1

2

1

1

4

8

10

11

10

4

11

2

10

13

11

9

4

1

1

7

8

9

6

11

19

9

21

13

24

27

18

7

7

8

3

2

1

1

1

1
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第5表火山ガラスの屈折率測定結果

指標テフラ試料 mode Ineanrange

114区東壁南側部分Nq31.4984-1.5003

AT火山灰1.498-1.,i01

AT火I1l灰

町田・新井の(1992)文献値

1.499-1.500

1.499-1.500

1.4993

含砂率

（重量％）

100

砂粒分の粒度組成

（重量％）

100

軽鉱物組成

（粒数％）

100

火山ガラスの形態

（粒数％）
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5．考察

両地点のⅦa層を中心として検出されたバブル型火山ガラスは、その形態的特徴および屈折率特性

から町田・新井(1976)の“姶良Tn火山灰(AT:Aira-TnAsh)"に同定される。

町田・新井(1976)によると、AT火山灰は細粒で細砂鉱物のうち火山ガラスは90%以上を占め、形

態は鋭い端をもつ無色透明の平板状のガラスで、気泡の側壁あるいは泡と泡との継目の部分のかけら

(bubblewall型の火山ガラス）からなる特徴をもつ。ここでは、SE区東壁Ⅶa層(No.3)及びSN区東

壁Ⅶa層上部(No.8)においてバブル型の火山ガラスが多く含まれていた。また、火山ガラスの屈折

率測定結果（レンジn:1.4984-1.5003)は、従来の値（レンジn:1.498-1.501;註1に一致する。

AT火山灰は、南九州の鹿児島湾北部の姶良カルデラを噴出源とし、九州地方から東北地方まで広

く分布している。また、AT火山灰の噴出年代は、その上下の堆積物の14C年代測定から21,000-

22,000BP前と推定されている（註2)。しかし、近年では液体シンチレーション法による14C年代測定

から、24,720士290yBP(註3)、タンデトロン加速器質量分析法による14C年代測定から、24,330士

225yBPという値が得られている（註4。

なお、いずれの地点もⅦa層を挟んで上下層に広く分散するが、火山ガラス含有量のピーク位置が

降灰層準と推定され、旧石器ナイフ型石器出土層準の上位に位置する。また、H4区東壁南側部分に

おいては、分析試料を連続的に採取したことから、Ⅶa層上部が降灰層準と考えられる。

●
●

１
２

註
註
註
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町田洋・新井房夫(1976)「広域に分布する火山灰一姶良Tn火山灰の発見とその意義一｣．『科

学｣，46,339-347．
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究』，26,79-83．
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第3節遺物の分布状況

遺物は灰粕陶器、鉄製品、縄文土器、石器などが出土した。これらの遺物の包含する量・種類は、

各層・各地区ごとで異なる様相を示す。

灰粕陶器片・鉄製品(鉄釘)は、第1次遺構面の上層にあたるⅡ層中及びその下層のⅢ層のAから

D列に多く包含する。

縄文土器は、第2次遺構面の上層にあたるⅢ層のAからD列に多く包含する。

石器は、I層からⅧ層まで全ての層に含まれる。

縄文時代の石器は、Ⅲ層上面及びⅢ層中に多く包含する。

旧石器時代の石器は、主にⅣ層からⅧ層にかけて出土し垂直分布幅をもつ。この現象は長い年月の

間に種々の要因で移動した結果と考えられる。特に垂直方向の移動が大きく、出土層位、レベルのみ

で石器の帰属する文化層を設定することが困難である。そのため、石器出土層位・レベルと遺構面の

関係、石器の接合関係を考慮して文化層を設定した。

まず、石器出土層位・高さと遺構面との関係をみる。50cm四方の升目で区画し、それぞれ各区あた

りの石器出土点数を集計し、これをもとに石器出土等量線図を作成した（第14図、第15図)。この図

を見るように旧石器時代の石器は、E・F列のV層で垂直かつ水平的に連続性を持つ遺物出土状況が

みられた。

比高の高いG・H列はⅣ層とⅦ層からⅧ層にかけての石器集中地点と捉えることができる。しかし

ながら図17をみるように、層位的に違いがみられるH地区の遺物の出土高には明確な差はなく、むし

ろ一つのまとまりとして捉えることができる。従ってG・H列を中心にするブロックとE・F列を中

心とするブロックが想定できる。

次に接合関係をみてみる。接合例は98例あり、このうちⅧ層の資料が最も多い。Ⅳ層とⅦ層の遺物

との間で46例が接合する。また、G-H地区の石器集中区とE・F列の石器集中区の間でも6例が接

合する。このことからG・H区のⅣ層とⅧ層の集中区は、互いに隔てた時期ではなく同時のものが存

在していたことが証明できる。しかしながらE-F区の石器集中区は、G・H区の石器集中区と同時

期のものが存在していることを証明はできるが、同時にG・H区からの崩落の可能性も指摘できる。

特にE-F列の石器集中は、Ⅳ．V層であることからG・H区の石器が段丘崖から崩落し堆積したも

のと判断した。

縄文時代の石器を包含するI層からⅢ層の石器等量線図(第65図）と、旧石器時代の石器を包含す

るⅣ層からⅧ層の石器等量線図(第72図）を作成した。後者には当初3つのブロックを設定したが、

E-F区はG・H区からの崩落の可能性を分布、層位、石器質量の関係から再検討を加えた。また、

同一レベルで検出された石器は、一つの文化層に複数の文化層の遺物の平面分布が重複している可能

性もあることから、母岩ごとの垂直分布グラフを作成し分離を行った。
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第4節遺物の器種認定について

1）縄文土器

I層からⅢ層にかけてまとまって出土している。時期別には早期、中期、晩期がある。

本遺跡では、所属する時期によって早期、中期、晩期に大別した。さらにそれぞれの特徴をもとに

細別した。次に土器接合作業や出土状況、個々の資料の色調・胎土の特徴、調整、施文方法を把握し

ながら同一個体を認定した。観察の対象はすべてに対して行った。個々の資料の色調・胎土の特徴、

調整、施文方法については観察表(第17表)にまとめて記載し、本文では特徴的なもののみを記した。

各群の編年的位置付けについては、『縄文土器大観」の編年に基づいた。

第1群とした土器群は、縄文早期に属するものである。茅山下層式（1類）と入海Ⅱ式（2類)に比

定される土器がそれぞれまとまって出土している。これ以外には小破片ではあるが、塩屋式（3類）

に比定しうる資料が出土している。器表面にみられる調整、施文方法により4つに細分が可能で、そ

れぞれ細い隆帯上に刻みや貝殻背圧痕を施す土器（1種)、地文に条痕が施される土器（2種)、器厚

が薄く条痕は施されず内外面に指頭圧痕を顕著に残す土器（3種)、器厚が厚めで繊維を含む土器（4

種）に分けることができる。

第2群とした土器群は、縄文中期中葉に属するものである。船元第3様式のB期に対応する。

第3群とした土器群は、縄文中期後半に属するものである。無文地に隆帯や沈線によって文様を施

す土器、隆帯によって渦巻き文や楕円区画文を配すものがみられる。

第4群とした土器群は、縄文晩期後半に属するものである。浮線網状文土器に比定される。

2）灰紬陶器

I層からⅡ層にかけてまとまって出土している｡特に礎石建物の遺構検出面及びその上層から出土

している。器種は多口瓶、壷、碗、Ⅲ、段Ⅲがある。すべて平安時代末期のもので折戸53窯式と考え

られる。

3）石器

I層からⅧ層にかけて出土している。石器石材はチャートが大半を占め、石灰岩、サヌカイトが少

量存在する。これらを母岩識別し、それぞれに母岩番号を付けた。

識別の方法は、縄文時代の石器と旧石器時代の石器を石材ごとに分類し、色調で細別した。さらに、

亀裂、クラックの入り方、線状・帯状・斑状の文様の入り方によって分類した。しかしながら、チャ

ートの母岩の識別に際しては亀裂、クラックの入り方、線状・帯状・斑状の文様の入り方の違うもの

が接合することがあり、識別が困難であった。この接合資料にみられる様相の違いは、同一母岩内の

部位の違いと考えることができる。このことから、母岩番号の表示はまず石材、色調で分けたものに

対して番号をつけた。この際、縄文時代の石器は「J」を頭につけた。次に亀裂、クラックの入り方、

線状・帯状・斑状の文様の入り方の違いによる枝番号(母岩内番号）を付した。最後の接合したもの

に対して「A」を、接合しなかったものに対して「B」をつけた。つまり、縄文時代の石器で母岩

番号が1、母岩内番号が2のものが接合した場合、「J1A-2」となる。以上のように識別を行った
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結果のうち、旧石器時代の遺物を表にまとめた(第6表)。

また、母岩17については、青灰色のものと、青灰色でありながら縞状の線が入るものがあるため、

これを17①、17②と2分した。

次に、本遺跡では、出土した石器を以下の器種に分類した。

石錐：両面加工によって一端が尖頭状を呈するもの。

石錐：剥片の一端を錐状に調整するもの。

ナイフ形石器：素材剥片の縁辺の一部を残し、ブランティングによる加工を施す石器。

スクレイパー：連続する二次加工により作出された刃部角が急角度である石器。

連続的な剥離を有する剥片：スクレイパーとするほど素材剥片を成形してはいないが、その縁辺に連

続的な剥離調整を施している剥片とした。

微細な剥離痕を有する剥片：剥片の縁辺に微細な剥離がある程度連続するもの、又は不規則ではある

が、ある範囲に多く認められる剥片。

剥片、砕片：長幅ともに1cm未満のものを砕片、1cm以上を剥片と区別した。

石核：最終剥離面がネガティブな面であり、目的剥片を剥離していると考えられる石器。

磨石：明確に擦痕が観察できる僕および擦痕は観察できないが研磨行為によって形成したと想定しう

る面が観察できる喫・

台石：敵打痕の残る大形僕。

なお、旧石器時代の石器は分布図で示している。ナイフ形石器、錐、スクレイパーについては、そ

れぞれ△、大きめの▲、小さめの▲とし、剥片については、大きめの●、砕片については小さめの●

とした。

連続的な剥離を有する剥片については、表中では、RFと略し、図中には、大きめの○とした。微

細な剥離を有する剥片について表中では、UFと略し、図中には、小さめの○とした。石核・母岩・

分割篠は、■とした。

最後に旧石器と縄文時代の石器の仕分けであるが、「3節遺物の分布状況」で述べているのでこ

れに譲る。

4）鉄器

ⅡからⅢ層中で鉄釘が出土している。鉄釘は長軸の長さと頭部の形態によって分類した。
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第6表旧石器母岩識別一覧表

母岩番号 石材

1 泥岩

2 流紋岩

3 流紋岩

4 流紋岩

5 喋岩

6 チャート

7 チャート

8 チャート

9 チャート

10 チャート

11 チャート

12 サヌカイト

13 チャート

14 チャート

15 チャート

16 チャート

17 チャート

石材の特徴

全体の色はオリーブ灰から灰色。部分的に灰色が縞状に入る。自然面

はなめらかである。石質は全体的に粗くざらつき、部分的に10mm以上

の砂喫がみられる。

全体の色は灰白色。全体に灰白色と灰色が互層となり縞状になる。自

然面はなめらかである。石質は織密である。

全体の色は灰白色。斑状に大きく灰色が入る。自然面は滑らかである

が凹凸がある。石質は綴密である。

全体の色は灰白色。部分的に全体よりやや白い縞が入る。自然面や節

理状に割れた面は滑らかである。剥離面は灰色である。

全体の色は白灰色。自然面は凹凸がある。

全体の色は白灰から灰色。灰色の縞が細く入る。

全体の色は表面は暗灰色、破砕面は灰色である。灰白色の縞が細く入

る

全体の色は灰白色。自然面は滑らかである。部分的に黒が縞状に入る。

全体の色は灰白色。自然面は滑らかである。部分的に黒が縞状に入る。

全体の色は灰白色。自然面は滑らかである。

全体の色は灰白色。自然面は滑らかである。割れ面は粉っぽい。

全体の色は灰色。自然面は滑らかである。割れ面は粉っぽい。

全体の色は灰白色と灰赤色のまだらになる。自然面は滑らかであるが

凹凸がある。割れ面は粉っぽい。

全体の色は緑灰色と灰赤色のまだらになる。自然面は滑らかであるが

凹凸がある。

全体の色は暗赤色。自然面は凹凸がある。節理状に割れる資料が多い。

割れ面は光沢がある。部分的に縞状に灰白色が入る。

全体の色は青灰色。全体に青灰色と灰褐色が互層となり縞状になる。

部分的に縞に直交するかたちで黒色の線が入る。自然面はなめらかで

ある。石質は綴密で剥離面に光沢がある。

全体の色は青灰色。部分的に青灰色と灰褐色が互層となり縞状になる。

部分的に縞に直交するかたちで黒色の線が入る。自然面はなめらかで

ある。石質は綴密で剥離面に光沢がある。

写真図版

図37-1

図37-2

図37-3

図37-4

図37-5

図37-6

図37-7

図37-8

図37-9

図37-10

図37-11

図37-12

図37-13

図37-14

図37-15

図37-16

17

18

図37-19
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第5節第1次遺構面の遺構と遺物

，．E・F列の平坦な部分のほぼ中央で礎石建物跡1軒、また周辺ではこれに関連すると思われる

道状遺構、焼喋集積遺構1基、石組状遺構1基、集積遺構2基、土坑2基、小土坑1基を検出した。
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礎石建物跡（第23図、図版3）

，．E・F列にかけてのほぼ中央に位置する。礎石は、長さ50～60cm、厚み15～40cmほどの河原操

を利用したもので、平坦な部分を上にした状態で置かれていた。礎石の上面は、ほぼ平坦で高さもほ

ぼ同じである。礎石の下には根石は検出されず、そのまま置かれるか礎石14(第21図)のように掘り窪

めた穴によって固定している。主軸はN12Wである。

柱間が3×4間となり、規模が5.37×7.16mとなる。

中央部の礎石列(C列)の左右には、と外側に1個ずつ緑束を受ける礎石が置かれていた。また、南側

のE列には、棟持柱を受けると考えられる小振りな礎石を検出した。

段切り部分の平坦地の段の付け根には、若干ではあるが掘り窪めた部分を確認しており、これは背

後の斜面から屋根に滴る雨水を、平坦地の外に流し出す役割をしたと想定できる。

道状遺構（第22図）

黄褐色土が硬化した部分をB3地区で検出した。遺跡が立地する尾根の最も先端の部分に位置し、

北側から南側に向かって傾斜する。遺構の長軸部分は、礎石建物跡の入り口に相当する部分へと続く

ことから、礎石建物に伴うものと思われる。

334.400m
－ －

匡墨刀 〆
礎石ア

A′A

木の根を多く含む。410mm前後の操が多い。

しまりあまりよくない。粘性なし。

5510mm前後の喋多↓Lしまりあまりよくな
い。粘性なし。

燦の混入がやや少ない。粘性は乏しいがし

まりあり。

1m

層
層
層

１
２
３

10YR3/3(暗褐色）

10YR4/6(褐色)～3/4(暗褐色）

10YR4/6(褐色）

0

第21図礎石断割図

A′A331.953m

木の根を多く含む。‘10～20mの燦を含む。
硬化し、ブロック状となる。

燦の混入が少ない。粘りなし。しまりあり。

1.10YR4.5/6(黄褐色）

2.10YR5/6(黄褐色）

0 1 2m

第22図道状遺構
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焼喋集積遺構(SI2)(第24図、図版3)

礎石建物跡のほぼ中央に位置する。Ⅲ状を呈す

る土坑の内部に焼化喋と炭化物が充填された状態

で検出した。遺構の上面は礎石建物跡の面より高

く、また表土直下で検出している。遺物は出土し

なかった。

遺構の内部は、200g以下のものが多く集積さ

れていた。藤の表面は、多くが焼化した状態であ

った。

遺存状態は欠落のものが多く、接合する篠が多

い。また、分割している篠の苫IJ曲も焼化している

ものが多いことから、複数回利用しているものと

思われる。

この土坑の内部は、炭化物も多く充填されて

いる。
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llOYR3/3(暗褐色）

炭まじり。粘性、しまり共になし。パサパサした感じ。木の根を多量に混入。

磯はあまり含まず。

210YR2/1(黒色）

炭を多量に含み、全面黒色。粘性なし、しまりなし。木の根が入るが、小石、

小磯は全く含まず。

310YR2/2(黒褐色）

炭を多く含むが、1，2層ほどではない。しまりなし．やや粘性で、地山に近い。

l0YR4/3(にぶい黄褐色)へ漸移する。小石(直径10mm）を苫lﾆ含む。
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第24図焼喋集積遺構(512)
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第25図512の焼化燥

石組状遺構（第26図上、図版4）

礎石建物跡背後の段切りより上面の緩やかな

おり原形を留める。石材は緑色岩を多く含む。

崩落土を除去した状況で上坑|ﾉ1部には炭化物、

斜面に位置する。石組の両側は、側壁状に組み上げて

洞状に窪められた所に崩落したIll土が堆積する。図は

遺物共に認められず、性格、時期は不明である。
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sn第26図中）

礎石建物跡背後のF3区で、浅い土坑の

上面及び覆土中に拳大の喋の集積を確認し

た。集積の一部は土坑の上面から浮き、集

石に伴うと考えられないものも含まれてい

る。

炭化物、遺物は認められず、性格、時

期は不明である。

可,、】夫i巨聴

〆
A

一
。
。
ｍ
‐
①
句
、

認SI3第26図下、図版4)

礎石建物跡の北側のE4区で、藤の集

積を確認した。喋のほとんどは平坦な面

に集積しているが、一部浅い土坑の底面

に及んでいる。

炭化物、遺物は認められず、性格、時

期は不明である。

A′A336.300m

SI1

〆SK1第27図、図版4

礎石建物跡の背後の緩急な斜面に位置

する。縄文時代の遺構であるSX1と重複

する。表土下のⅡ層より遺構の壁面の立

ち上がりが確認でき、SX1を切り込む。

このため、SX1の遺物の流入が見られる。

土坑の深さは浅く、断面形はⅡ状を呈

する。

炭化物は認められず、時期､性格は不明。
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SK1

A
－

A338.800m
－

第7表第1次遺構面遺構観察表

遺構番号 出土地区

礎石建物跡

焼喋集積遺構(SI2) E3

石組状遺構 G3

SI1 F3

SI3 E4

SK1 H2

P1 H2

〆

”c

⑬

跡鰹

第27図SK1・P1遺構平面図

大きさ(cm)

長軸(上） 短軸(上）

716 537

80 71

110 70

69 60

112 35

103 101

0

A′
－

A′
－

1 2m
ー一一一一ヨ

(SKI

深度
長軸方位

N12ｰW

20 N70E

19 N62W

24 N78W

5 N6rE

20.5 N59E

Ⅱ層からⅢ層直上出土の遺物

Ⅱ層からⅢ層にかけて出土した遺物のうち、第1次遺構面の遺構と時期に相当するであろう灰紬陶

器、鉄釘、螺髪を扱う。

a.出土状況（第28図、30図）

礎石建物跡を検出した地区より多くの灰粕陶器、鉄釘が出土した。

多口瓶はE3地区でまとまって出土した。瓶類・壷類はB3地区を中心に広がりをもつ。碗類・Ⅱ

類は多口瓶や壷・瓶類を取り囲むように分布する。鉄釘は礎石建物跡の北側を中心に広がりをもつ。

b.遺物の特徴

以下、器種ごとに説明する。

碗（第29図1～13）

1から5は、やや小さめの碗である。ろくろ水挽き成形で底部を届平にし、腰部から斜めに挽き上
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げ、口縁を丸く仕上げている。1．2．3は、高台は低く、高台外側下方にへら削りで稜を施し、底部

の接点はなで調整を行う。2は、底部内面に光沢面があり、転用硯と思われる。4は、高台は低く、

高台外側下方にへら削りで稜を施し、底部外面の中心数cmを残してなで調整をする。5-6は、端部

をやや外反させて整える。7は、外面下方に低い高台がつく。外面下方の高台の稜は不明瞭である。

底部外面は回転糸切り後、周縁部のみをなで調整する。8．9は、ろくろ水挽き成形で底部を肩平に

し、腰部から斜めに挽き上げ、口縁を丸く仕上げている。10は、胴部下半に若干張りを持つ深碗であ

る。やや高めの高台がつく。胴部下半は回転へラ削りを行う。底部内面には煤が付着している。11か

ら13は、輪花碗である。11は、胴部外面下半に回転へら削りを残す。口縁端部外面に輪花を配する。

やや高めの高台がつく。12．13は、口縁端部外面に指頭で短く輪花を配する。

皿（第29図14．15）

14は、底部外面に回転糸切り痕を残す。胴部から底部内面にかけて漆と思われるものが付着してい

る。15は、輪花Ⅱ。へらで短く輪花を施す。

段皿（第29図16．17）

16は、口縁を軽く摘むように外反させる。17は、腰部から斜めに挽き上げ、口縁を丸く仕上げてい

る。底部内面には赤色の付着物がある。

折縁皿（第29図18）

18は、口縁部を折り、外側に稜が明瞭に残る。

瓶類（第29図19．21．22）

19は、頚部が急に外反して開く。口縁帯は小さい。21は、頚部が接合部から垂直に立ち上がり頚部

上半から緩やかに外反する。胴部はやや肩が張る。22は、やや頚部接合部の径が広く、頚部は垂直に

立ち上がる。

多口瓶（第29図20)

器形は、倒卵形の体部にラッパ状に外反する主口頚部と肩部に子口頚部を4個もつ。底部は、粘土

板を指頭によって成形する。底部外面に低い高台がつく。主口縁部、子口頚部の端部には、狭い口縁

帯をもつ。胴部は、粘土紐巻き上げ技法によって製作し胴部下半にはロクロ痕、へラ削りの跡が明瞭

に残る。肩部には、別にロクロで成形した子口頚部がつく。子口頚部は、周囲に粘土を巻き上げて接

着させ、その後に直径1cmほどの棒状工具で器面に穿孔する。

釘類（第31．32．33図23～59）

鉄釘は90点出土した。そのほとんどは脚端部を叩いて肩平にしてから折り曲げるタイプのものであ

る。このうち小さめのものは、頭部がないタイプで2点(29．30)出土している。

螺髪（224頁写真）

2点出土している。いずれも塑製で、形状は円錐状である。型に入れた後に指先で全体を整えてい

る。
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第8表灰紬陶器観察表

No.
挿
図

整
理

地区
●

遺構
器種 成形・調整

法量(c､）

口径 底径 器高
胎土

色調

内 面 ： 外 面

残存率

(X/12）
備考 分類名・時期

1 28 003 田
Ⅱ

逢器

碗

底部外面ナデ調整 12.1 6.4 3.6 密 灰黄色：灰黄色 口縁0．6

底部4

胴部外面・内面上半に灰

紬。浸け掛け。高台は外

面下方に稜を有する。

平安京Ⅲ期古

2 28 023 理
Ⅱ

蓋器

碗

底部外面ナデ調整。 12.2 7.2 4.2 やや粗

灰黄色

浅黄色～灰黄色： 口縁4．3

底部

胴部外面・内面に灰紬。

ハケ塗り｡高台は細長く、

外面下方に稜を有し、内

面下半がやや内湾する。

平安京Ⅲ期古

3 28 052

他
唾
Ⅲ
上

蓋器

碗

底部外面ナデ調整。 12.4 6.3 3.8 密

灰黄色

浅黄色～灰白色： 口縁9．5

底部11．0

胴部外面・内面上半に灰

紬。浸け掛け。高台は外

面下方に稜を有し、内面

下半がやや内湾する。

平安京Ⅲ期古～中

4 28 024

他

D3

Ⅲ

盗器

碗

底部外面ナデ調整。 12.4 5.4 3.7 やや粗 浅黄色：

灰黄色～灰白色

口縁2．0

底部8．0

胴部外面・内面に灰紬。

浸け掛け。高台は外面下

方に稜を有する。

平安京Ⅲ期古

5 28 027 理
Ⅱ

蓋器

碗

11.8 密 灰黄色：灰黄色 口縁

底 部 一

胴部外面・内面上半に灰

軸。浸け掛け。

平安京Ⅱ期新～Ⅲ古

6 28 032 理
Ⅱ

麦器

碗

13.8 密 灰黄色：灰黄色 口縁1．6

底部一

胴部外面・内面上半に灰

粕。浸け掛け。

平安京Ⅱ期新～Ⅲ古

7 28 001 A2

Ⅱ

蓋器

碗

胴部外面下半に回転へラ削り。 6.6 やや粗 にぶい黄燈色：

にぶい黄燈色

口縁一

底部

胴部外面・内面に灰紬。

浸け掛け。底部外面回転

糸切り痕。

平安京Ⅱ期新～Ⅲ古

8 28 024 理
Ⅱ

蓋器

碗

13.9 密 灰黄色：灰黄色 口縁

底部一

胴部外面・内面上半に灰

紬。浸け掛け。

平安京Ⅱ期新～Ⅲ古

9 28 051 “
Ⅲ

蓋器

碗
上

16.3 密 灰白色：灰白色 口縁1．5

底部一

胴部外面・内面上半に灰

軸。浸け掛け。

平安京Ⅱ期新～Ⅲ古

10 28 003 D4

I

蓋器

碗

底部外面ナデ調整。胴部外面下

半に回転へラ削り。

7.6 やや粗 灰黄色：灰黄色 口縁一

底部

胴部外面・内面に灰紬。

浸け掛け。高台は外面下

方に稜を有する。底部内

面に煤付着。

平安京Ⅱ期新～Ⅲ古

11 28 068

他
皿
Ⅲ
上

蓋器

輪花碗

底部外面ナデ調整。胴部外面下

半に回転へラ削り。口縁端部外

面にへう先で短く輪花を配する。

13.6 7.2 5.2 やや粗 灰白色：

淡黄色～灰白色

口縁2．7

底部9．8

胴部外面・内面上半に灰

紬。浸け掛け。高台は外

面下方に稜を有する。

平安京Ⅱ期新

12 28 067

他
彫
Ⅲ
上

蓋器

輪花碗

口縁端部外面に指頭で短く輪花

を配する（4単位)。

16.6 密 灰黄色：灰黄色 口縁

底部一

胴部外面・内面に灰粕。

浸け掛け。

平安京Ⅱ期新～Ⅲ古

13 28 068

他
理
Ⅲ
上

蓋器

輪花碗

底部外面ナデ調整。胴部外面下

半に回転へラ削り。口縁端部外

面に指頭で短く輪花を配する（4

単位)。

18.8 8.6 6.8 やや粗 オリーブ黄色：

浅黄色～黄灰色

口縁

底部4．5

胴部外面上半・内面に灰

紬。浸け掛け。高台は高

く、外面下方に稜を有す

る

平安京Ⅱ期新

14 28 038

他

D2

Ⅱ

蓋器

皿

11.5 6.1 2.8 やや粗 にぶい黄色～灰黄色：

にぶい黄色～灰黄色

口縁7．4

底部12．0

胴部外面・内面に灰紬。

浸け掛け。底部外面回転

糸切り痕。胴部から底部

の内面にタール状の付着

物あり。

平安京、期古～Ⅲ中

15 28 019 皿
Ⅱ

琵器

輪花皿

口縁端部外面にへう先で短く輪

花を配する。

14.2 密 灰白色：灰黄色 口縁

底部一

胴部外面・内面上半に灰

紬。浸け掛け。

平安京Ⅱ期新

16 28 082 配
Ⅱ

蓋器

段皿

15.4 8.8 2.1 やや粗 灰黄色：灰黄色 口縁1．0

底部1．0

胴部外面・内面上半に灰

紬。浸け掛け。

平安京Ⅲ期古

17 28 022

他

D3

Ⅲ

蓋器

段皿

底部外面ナデ調整。 13 6.8 2.8 やや粗 にぶい黄燈色：

にぶい黄燈色

口縁

底部9．0

底部内面に赤色の付着物

あり

平安京Ⅲ期古～Ⅲ中

18 28 001 D2

I

蓋器

折縁皿

10.4 やや粗 にぶい黄褐色：

にぶい黄褐色

口縁1．4

底部一

平安京Ⅲ期古～Ⅲ中

19 28 003

他

唾
Ⅲ

蓋器

瓶

10.2 やや粗 浅黄色～灰黄色： 口縁

底部一

平安京Ⅲ期古～Ⅲ中

20 28 056 理
Ⅱ

尭器

多口瓶

やや粗 灰白色：灰黄色 縁
部

口
底

平安京Ⅲ期古～Ⅲ中

21 28 010 D3

Ⅱ

尭器

長頚瓶

やや粗 にぶい黄色： 縁
部

口
底

平安京Ⅱ期新～Ⅲ古

22 28 001 理
Ⅱ

蓋器

長頚瓶

16.2 12.2 31 やや粗 浅黄色～灰黄色：

黄褐色

口縁12．0

底部12．0

平安京Ⅲ期古～Ⅲ中
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第6節第2次遺構面の遺構

Ⅲ層上面及びⅢ層中で検出した遺構を第2次遺構面とした。竪穴住居跡1軒、配石1基、土坑4基、

小土坑32基を検出した。第2次遺構面より下位のⅢ層を掘り下げる段階で検出した遺構に対しては

2－2次遺構面の遺構とした。
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竪穴住居跡

第1号竪穴住居跡（第35図、図版10）

遺構の位置:D2．D3-E3区に位置する。

調査経過：第1次遺構面の礎石建物跡下のⅢ層から、平面形がほぼ円形な直径4mほどの黒色土を充

填した遺構を検出した。この遺構の埋土状況をみるために土層観察用に四分割したあぜを

残し、竪穴住居跡の壁の立ち上がり部分、炉、柱穴を確認しながら精査を行った。この結

果、Ⅱ状に立ち上がるほぼ円形を呈する遺構のほぼ中央より焼土、炭化物が集中する地床

炉を検出した。また、小土坑を12基検出した。

平面形・規模：柱穴の配置から主軸N150W平面形がほぼ円形を呈するものと思われる。長軸376cm

短軸340cmを測る。

壁：Ⅲ層を壁とし壁高は36cmほどである。壁の立ち上がりは明瞭ではなく、Ⅲ状を呈する。

柱穴：住居跡内の12基の小土坑の配置よりP124，P127、P123、P120が主柱穴と思われる。i王居跡内の12基の小土坑の配置よりP124，P127、P123、

ほぼ平坦である。床面：
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１
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10YR2/3黒褐色～3/4暗褐色

炭まじり。’5～10mmの小;石を少量含む。粘性なし。しまりあまりなし。
10YR4/6褐色～3/4暗褐色

10YR3/4を中心として4/6をブロック状に含む。炭まじり。粘性なし。しまりややあり。ウ［
2層に比べやや10YR4/6が多い。3/4をブロック状に含む。しまりややあり。粘性なし。
10YR4/6～3/4

10YR4/6を中心とする。2層よりやや明るい。その他は2層に似る。
10YR2/3黒褐色

炭まじり。カクラン層。粘性なし。しまりなし。

10YR2/3(黒褐色)～7.5YR3/4(暗褐色） 0 1四一上一凸八、‐、ﾛ・pHロロ＝も｡酉一、ロー●｡△一

＃5～10mmの小石を少量含む。

2m
炭を多く含む。粘性、しまりなし。焼土を含む。

第35図第1号竪穴住居跡
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炉：遺構のほぼ中央で検出した。直径40cmほどで、平面形が不整形を呈する。20cmほどの掘り込みを

もち、埋土中に炭化物を含む。

遺物の出土状況：20点出土した。覆土から10点、埋土から10点である。
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喋配石遺構（第37図、図版10） 磯配石遺構

1基検出した。第1号竪穴住居跡の北側に隣接する。

迩鴛J鯨;鯨使用している遺伽〆
’<’ 奄

く

画

灘
土坑（第38図、図版10）

4基の土坑を検出した。SK101は、やや離れた地区

から検出しているが、SK102からSK104は集中する。

SK101からSK103は、底が浅いⅢ状の士坑である。

SK103からは、切り目石錘が出土している。SK104は、

長円形の土坑で長軸に沿ってやや深い土坑部分とや

や浅めで底面が平坦な土坑部分がある。やや浅めの

部分の底面には、焼化喋が積まれた状態で検出して

いる。1層中より縄文時代中期のものと思われる無文

の胴部片が、1点出土している。

B′
－

B
－

Ｅ
○
○
①
、
の
、
の
く

、

’<’
B′
－

B333.900m
－

2 m10

第37図篠配石遺構
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SK101

A

A333.600m
－

110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。

210YR4/3(にぶい黄褐色）
しまりなし。粘性なし。

SK102

、＝

A333.800m

110YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。

A′

、、人

A′

A'
一

ら一

A333.900m
－

110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。

210YR4/3(にぶい黄褐色）
しまりなし。粘性なし。炭まじり。

A333.800m
一

110YR2/3(黒褐色）

粘性、しまりなし。炭まじり。縄文土器片を含む。

210YR3/3(暗褐色）

粘性、しまりなし。遺物を含む。炭を多く含む。

0

第38図土坑

~

ミ

A′
－

A′

1m
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ロ 10 唖 60 70 唖30 ０
量

４
数

弧

遣存状態形状 割面の状態表面の状態

非焼化~

r調
／125％

非焼化

0.6%1

②
９６

《
角
把
師２

円
120

71.4％ 欠，
147一

87.5％
’

99.3％99496

’ 鰯焼化口非焼化’鰯角口円 鰯焼化口非焼化騒完国欠

第39図SK104の焼化喋

小土坑（第40．41．42．43図、図版11．12．13）

32基検出した。比較的大きめのP101、P102、P106、P113は、平面形が楕円形を呈し、底面およ

びテラス状の部分に数点の畷が検出される。一方、比較的小さめのその他のピットは、平面形が円形

のものが多く、底面に燦は検出されなかった。埋土の状態は規模・形状によって変わりはなく、しま

り粘性がない黄褐色土の上に、木の根を含む暗褐色土が堆積する場合が多い。いずれも遺物の出土は

なく時期は不明である。

PI02PI01 -斗－
＝

一

ー羊~

A′A

A

A′A333.700m
A′A333.700m

llOYR3/4(暗褐色）

木の根若f含む。

なし。粘性なし。

しまし〕

210YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。0 1m
110YR3/4(暗褐色）

木の根若f含む。しまりなし．粘ﾔ|§なし‘

210YR4/3（にぶい黄褐色）
しまりなし。粘性なし。

皇

第40図小土坑（1）

、 #蕊

馴
壁
垂

戦蕊塘…顎

lO

l0

14

I
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P105P104 》
（
一

＝＞

愚
A′
－

A
－

A
－

～ ～ﾁｰ

A′
－

A′ A333.900m
－

A333.800m
－

A′A333.800m
－

撫参二Î 1

〃
l10YR3/4(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。

llOYR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。

110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。

魁P106 P107 ８剛
Ａ
ｌ

謎
バ
ー

ー

唾
A

－

A′
－

A′
－

A′
－

A333.900m
－

A333.900m
－

A′A333.800m

110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。
210YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。
110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。
210YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。
110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。

腿

J1【】L P110 P111、＞

、＞

A′
－

A
一

A
－

A′
－

A′
－

凶33B【】【 A333.900m
－

A′
－

A334.000m
－

鍾蕊
菱髭

110YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。炭まじり。
110YR4/3(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。
炭まじり。110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。
、

第41図小土坑（2）
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P112

A
－

P113P133

唾 琵画
A'
一

A′
－

A333.900m
－

A

l0YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。

A′A333.900m
－

P114

心、 ＠匡夢 110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。

210YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。

310YR2/3(黒褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。

A′A
－

P115

、
バ
ー

A霞綴
A′

－

A333.900m
－

A′
－

A333.800m
－

110YR4/3(にぶい黄褐色）

110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。しまりなし。粘性なし。

210YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。

ｘ
（
｜絢

轡

伽
Ａ
ｌ

茂
（
’

P129P128

鱒
､造

A′A333.800m

A′
－

A333o800m
-

鰯
麹A′

－

A333.800m
－

110YR4/3(にぶい黄褐色）
しまりなし。粘性なし。

昂｡●■

白●●｡

参
l10YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。
1

0 1m

110YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。

第42図小土坑（3）
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画ﾕズ
叩
Ａ
ｌ

P131

A
－

A′
－

A333.700m
－

A′
－

A333.700m

裏ｺニノ 110YR4/3(にぶい黄褐色）

しまりなし。粘性なし。

1m0

片一一一一倍一一ョ
110YR2/3(黒褐色）

木の根若干含む。粘性なし。しまりなし。

炭まじり。

210YR4/3(にぶい黄褐色）
第43図小土坑（4）

第9表第2次遺構面遺構観察表

SB1内の土坑(P116～P127)については、左側に上端を計測した値を入れ、右側に下端を計測した値を入れた。

遺構番号 出土地区
大きさ(cm)

長軸 短 軸 深度
長 軸 方位

SB1 D3 376 340 36 N150W

燦配石遺構 D2 (79） 45 0 N19．W

SK101 C3 (101） 91 11 N70E

SK102 D4 101 (42） 10 N8gE

SK103 D4 108 103 19 N42E

SK104 D4 123 (41） 31 N45W

P101 C3 80 65 32 N8rW

P102 C3 93 71 10 N38W

P103 D3 40 32 12 N 1 5W

P104 D3 43 31 30 N 7 5W

P105 D3 36 34 18 N75E

P106 D3 79 52 24 N70．E

P107 D4 36 34 25 N72E

P108 D4 42 41 43 N2牙E

P109 D4 42 32 32 N20W

P110 D4 39 35 18 N17‐W

P111 E3 (32） 35 23 N70ｰE

P112 E3 32 28 6 N70E

P113 D2 92 66 16 N46E

P114 D2 60 49 36 N3．E

P115 D2 41 39 21 N20ｰW

P116 SB1 (60） (53） N20ｰW

P117 SB1 (35）20 (27）（19） 10 N45E

P118 SB1 3023 2921 16 N7W

P119 SB1 2 0 8 177 20 N23W

P120 SB1 2311 229 19 N86ｰW

P121 SB1 1912 1711 6 N10W

P122 SB1 2721 2420 13 N21．W

P123 SB1 2512 1911 28 N32W

P124 SB1 186 1 6 5 26 N16W

P125 SB1 1 5 9 149 23 N 2 0W

P126 SB1 2820 (25）（18） 20 N11 E

P127 SB1 1815 1511 16 N13ｰW

P128 D4 (53） 52 21 N33ｰE

P129 C3 41 21 20 N20ゞW

P130 C3．，3 31 26 18 N69．E

P131 C3．，3 36 36 23 N 2 1W

P132 C3．，3 37 27 15 N11 E
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第7節第2－2次遺構面の遺構

2－2次遺構面からは、集積遺構2基、焼土坑1基、小土坑16基を検出した。

5 4 3 2
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乃側 篭
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灘蕊塗り嬢鶏 G

蕊熟入》職謡r琶蕉
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ョ140（f＝』

#溌脅擬制雪W鶏蕊 E

1趣I 害等満干詩l蕊

"f隼鶏豊;感萄溺

鶴溌
識蕊脅
蓮竺逢塁畿

三＝=

鰯

懲識

－－Fヨーヨーヨーヨー一一

第44図第2－2次遺構面の遺構全体図(S=1/200)



54第4章寺屋敷遺跡の遺構と遺物

315(第45図、図版14)

第2次遺構面を検出した面よりさらに10cm掘り下げた段階で蝶の集積を検出し、このほぼ中央で小
穴を検出した。集積した操は297個からなり、円喋が若干多い。燦の表面がよく焼化している蝶が多

いことから、焼喋集積遺構と考えられる。操は主に200g以下のものと1,000～2,000gのものが多い。割

面の焼化したものが大半を占めることから、何回かの加熱作業が想定される。小土坑は、壁面がやや
このため土坑上部に燦のな焼化喋の集積は見られなかった。及び上部付近には、傾斜する。土坑上部

S15
〃
Ｖ
八

ノ
チ
ノ

A′
A

A′
A333.000m

2m10

第45図515

SISの焼化牒質量
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’ 割面の状態形状 遺存状態 表面の状態

非焼化

10－1

非焼化
115

38.7%

角
－132

44.4％

欠
128－

431％

115－．

５
戸
Ｄ

円
６
５

１
５

完
169

6‘9％

焼化
-182

61.3％

L108

91.5％
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第46図815の焼化喋
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い空間が存在するが、焼化喋の抜き取り跡も

確認できなかった。土器を固定する為の底部

の据え付け跡かとも思われたが、土器はここ

からは出土しなかった、

SI6 工
四
“
今
．
○
○
○
ヨ

ー

SI6(第47図、図版14)

SB1の検出面より10～15cm下のⅢ層中で

検出した。集積は36個の燦からなり円燦の割

合が多い。円傑は大きいものが多く、焼化し

たものが少ない。一方、角喋は小さいものが

多く、焼化しているものが多い。遺物・炭化

物は出土せず。

|〉
ロ 2m1

Ｉ
Ⅱ

第47図SI6

SI6焼化牒質量
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第48図SI6の焼化喋

焼土坑
|〉

シ
い
い
、
．
○
○
○
ヨ

ー

／
焼土坑（第49図、図版14）Ⅲ層中で検出し

た。堆積状況は上から黒褐色土、暗褐色土が

充填される。黒褐色土は炭化物、焼土を含む

ことから焼土坑とした。Ⅱ層中から人海Ⅱ式

の土器が出土していることから、この時期の

遺構の可能性が高い。

戸
、
０

|〉
2m1

「

第49図焼土坑
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第50図焼土坑の焼化喋

土坑・小土坑（第51．52．53図、図版14．15）

小土坑は、平面形が円形に近いものが多い。小土坑の基底部が平旧になるもの(P134．136．139．

142～145.147～149)と皿状のものがあり(P135．140．146)、前者の方が後者に比べ深く、まつすぐ

に立ち上がる。P134～P148にかけては、Ⅲ層掘削中により検出された。SB1の検出面より10～15cm

下層になる。P135は、非常に浅い小穴である。P147は、E3-E4のベルトにかかって検出した。い

ずれも遺物の出土はなく遺構の性格・時期は不明である。P152は、炭化物のみで遺物は含まず。

P153は、小さな皿状ピットの底にさらに小ピットが入る。中央小ピット内には炭化物が非常に多い。

P138(第51図）

第1次遺構面及び第2次遺構面を精査

し、遺構を検出する際に見落とした小穴。

その後の第3次遺構面まで掘り下げる際に、

E5-E4列土層観察用あぜに遺構の立

ち上がり部分を確認し、掘りきったもので

ある。

遺物は、灰粕陶器片1点が出土している。
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110YR3/4（暗褐色）

木の根若干含む。10YR2/3(黒褐色）も少々 混じる。
しまりなし。粘仲なし。

0 1m
I

第51図土坑
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第53図小土坑（2）

第10表第2－2次遺構面観察表

遺構番号 出土地区
大きさ(cm)

長軸(上） 短軸(上） 深度
長軸方位

SI5 D2 58 38 8 N 2 5W

SI6 E2 41 19 0 N48EW

焼土坑 H2 173 153 103 N73"E

P134 E2 35 33 26 N90E

P135 E4 28 27 5 N66E

P136 E4 28 27 36 N69草E

P137 E4 45 32 40 N70“E

P138 D4、E4 (20） 31 41 N2rW

P139 E3 39 37 17 N 4 6W

P140 F4 (31） 71 23 N67尊E

P142 D3 29 28 21 N 1 5W

P143 D3 33 31 19 N63.E

P144 D3 39 34 18 N43･E

P145 D4 30 26 6 N2rW

P146 D4，E4 (14） 21 11 N 2 1W

P147 E4 (30） (14） 21 N 2 1W

P148 E4 26 22 12 N22.W

P152 12 91 55 29 N75"E

P153 13 71 49 31 N70E
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第8節第2次および第2－2次遺構面の遺物

3層からは、第2次遺構面及び第2－2次遺構面の時期に相当すると考えられる縄文土器、石器が

出土した。以下、種類ごとに説明をする。

(1)縄文土器

3層から280点の縄文土器が出土した。時期別では早期後半から前期初頭まで(1群)、中期中葉

(2群)、中期後半(3群)、晩期後半(4群)に分けることができる。以下、土器溜まりとした遺構と遺

物も加え各群の出土状況と特徴を述べる。

1群早期後半から前期初頭の土器（第55．58．60図）

1類（67～71）器表面を条痕調整した後に、棒状工具で刺突文や押し引きによる文様を施す土器

である。胴部に屈曲する段をもち、胎土に繊維を多く含む。茅山下層式に類する土器。．

a.出土状況（第54図）

B3区から土器が集中して18点が出土している。この集中区の土器はすべて1類の土器で接合率も

高い。口縁、胴部、底部のそれぞれの部分は接合はしなかったが、施文方法、胎土、調整が共通する

ことから同一個体と考えられる。
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b.土器の特徴（第55図）

胎土に直径1～5mmの石英、長石と繊維を多く含む。胴部に1段屈曲した器形を有する。屈曲部に

は貼り付け隆帯を置き、隆帯上に棒状もしくは竹管状工具による刻みを施す(68．70．71)。内外面は、

貝殻で横方向の条痕調整の後に、撫でと指頭により仕上げられている。口縁部は、67にみられる縦方

向の沈線を基準とした場合に、やや斜めにあがることから波状になると考えられる。口唇端部は、棒

状工具あるいは竹管状工具により外面に2条、内面に1条の平行沈線で凹線文を施した後に、口唇先

端を棒状工具あるいは竹管状工具によって刻む(67．69)。口縁部文様帯は、幅5mmほどの棒状工具に

よって縦方向の二条の沈線を描く。この沈線と屈曲部の交わるところには、沈線によって半円形の文

様を描く。さらに縦方向の二条の沈線によって区画した中に樺状モチーフを描く。この樺状モチーフ

の空白部には、沈線に沿った形で棒状工具あるいは竹管状工具によって流水文状の沈線と刺突文が充

填される(67．68．70)。

良識二窓逗遼割謬” W鴬4.ﾐF＝

箪
轄リ＃

67

68

雛琴餌『蟻$綴職

溌
,…：.･岸垂§鑓

瀞
蜜 』

篭
、

69

i・・ず麺

､山＆－

70

拳
溌
俸

少
乃
栽
也
缶
や
へ
讃
Ｄ
Ｐ
》
呼
亀
、

』
71

O

L－－－←－－』0(cm)
第55図1群1類の土器



第8節第2次および第2－2次遺構面の遺物61

2類（72）波状の口縁を有し、口

縁部に刻み目をつける。口縁部文様帯

には突帯を付し、突帯上に刻み目をつ

ける土器。入海Ⅱ式に相当する。

SK1

ｆ
ｊ
ノ

／
誌
，

a.出土状況（第57図）

主にSX1とした縄文土器の流れ込み

を伴う遺構から出土している(第51図)。

SX1は尾根道状の凹地で、その幅は

1.2mほどを測る。縄文土器片はすべ

てSX1の底にはりつくように検出さ

れた。層位的には基本層序のⅢ層上部

に位置する。この遺構より比高のある

地区には、遺構を検出していない。こ

のため、上方の遺構からの遺物が転落

したものではなく、ある程度原位置を

保っていると考えられる。遺物は、33

点出土しているが出土状況､施文方法、
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胎土、調整が共通することから同一個

体と考えられる。 舞苓、

蔽
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蝿
b.土器の特徴（第58図）

胎土に直径2～3mmの石英、長石を

含む。若干の繊維を含む。波状の口縁

を有しやや外反する。口唇にはへう状

工具による刻み目をつける。底部は尖

底である。底部片は破断面が擬口縁を

有する。

調整は、内面を指頭圧痕の後に横方

向の粗いナデ調整を施す。外面を指頭

圧痕の後に横方向の丁寧なナデ調整を

施す。

文様は、口縁部文様帯にへう状工具

によって幅6～8mmの刻み目列を2

列、さらに突帯の直線と波状文にへう

状工具による刻み目列を施す。

『
姪蚕忽、

』
鰯灘蕊蕊;鍵蕊

ゾ
3類（73～81）器厚が薄く、隆帯

でモチーフを描く土器と、これに併行

するであろう無文の土器を一括した。

72

0 10cm
－－－－

1群2類の土器第58図
a･出土状況（第59図）

A2からD3区にかI弓D3区にかけて散在した状況で分布している。接合率も低く、小片が多い。

b.土器の特徴（第60図）

73は、外反する口縁部に細い低隆帯が巡る土器。隆帯上には貝殻腹縁による条痕を縦位に施す。器

表面は、外面と口縁内面には貝殻腹縁による条痕を斜位に施す。

74．75．80は、細い低隆帯状に貝殻腹縁による条痕を縦位に施す。

77は、外反する口縁部に細い低隆帯が巡る土器。隆帯上には貝殻腹縁による条痕を横位に施す。内

面には刺突圧痕を残す。

78は、外反する口縁部に細い低隆帯が巡る土器。隆帯上は棒状もしくは櫛状の工具で刻む。内面に

は刺突圧痕を残す。

79は、細い隆帯を貼りつけるのみの土器。

76は、器厚が薄く、内外面には指頭圧痕が顕著に観察できる。

81は、外面に貝殻腹縁による条痕が顕著に観察できる。
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(2)2群中期前半の土器（82）

口縁部分に半円状の隆帯を置き、突帯上に大きな刻み目を付ける。器面には撚りの緩い粗い縄文が

施される。

出土状況（第61図）

D3区で集中して出土したが、その間に空白地帯が存在する。この空白地帯の存在は、異なる個体

の土器が並立するように出土した結果と考えられる。2群にあげた土器の地文にはすべてが縄文であ

りLRとRLがある。LRの土器は、82のものと同一のもので胎土に石英を含み、D3区内でもややC

区に近く分布する。RLの土器は、胎士にチャートを含みE区の近くに集中する。

土器の特徴（第64図）

胎土に1mmほどの石英を含む。内外面を丁寧に横方向のナデをした後に口唇を半栽竹管による刻み

をいれる。口縁部は半円状に隆帯を置き、ヘラ状の工具で整える。その後、隆帯上に幅1.5mmほどの

ヘラ状の工具でやや斜状に刻む。
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第3群中期後半の土器（83～88）

無文地に隆帯や沈線によって文様を施す土器、隆帯によって渦巻き文や楕円区画文を配すものを一
括した。

出土状況（第62図）

主にD2．D3．E3区で出土した。同一個体は3個体ある。図中に●・□・△と区別したが、それぞ

れが集中して分布している。

87と同一のものは、主にD2区・E2区を中心に分布する。88と同一のものは、主にD3区・E4区

を中心に分布する。残りの同一と考えられる土器は図示できなかったが、胎土に石英を多く含み、器

面には蛇行する隆帯上に円形の刺突を施す土器である。

土器の特徴（第64図）

17は、胎土に石英・長石を含む。若干の雲母を含む。口縁は内湾し口唇部分から立ち上がる。器面

は内外面を丁寧に横方向のナデをした後に、口縁部に窓枠状の細い隆帯を貼りつける。さらに隆帯の

交点には細い棒状の先端の尖った工具で刺突する。口唇部と隆帯の間には口縁に平行する沈線、隆帯

の左右にはやや弧状になる沈線を細い棒状の先端の尖った工具で施す。

18は、胎土に石英・長石を含む。若干の雲母を含む。口縁は内湾し口唇部分から立ち上がる。器面

は内外面を丁寧に横方向のナデをした後に、口縁部に渦巻き文と区画文を配する。さらに隆帯間は半

裁竹管状の工具で沈線を描く。区画した中には半栽竹管状の工具で刺突する。

19．20は、同一と思われる土器◎胎土にチャート片を含む。口縁は内湾する。器面は内外面を丁寧

に横方向のナデをした後に、口縁部に渦巻き文と区画文を配する。渦巻き文は隆帯を貼りつけて肥厚

させ、その上に棒状の工具による幅5mmほどの押し引きを行う。区画文は棒状の工具で押し引き、区

画された部分には棒状の工具で幅1mmほどの押し引きを行う。

21は、胴部片。同一個体は破片数が32点であるが、1点の底部片以外はすべて胴部片である。底部

は平底である。胎土にチャート片を含む。器面は内外面を横方向のナデを行う。胴部上半のくびれる

部分には幅5mmほどの平行沈線を3本引く。また、その上下には蛇行する沈線を引く。内面には煤が

付着する。

22は、胴部片。同一個体は破片数が192点であるが、すべて胴部片である。胎土に石英．長石を含

む。器面は内外面を横方向のナデを行う。胴部上半のくびれる部分には幅5mmほどの平行沈線を引き、

その下に蛇行する沈線を引く。さらに雨だれ状の列点を3列施す。
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第4群晩期後半の土器（89） 3
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C3区で1点のみの出土した。(89)
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土器の特徴（第64図）

外面に浮線状の文様を施している。

内外面は、丁寧にナデをしている。
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第11表縄文土器観察表

No．

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

図版

番号

50

50

50

50

50

53

55

55

55

55

55

55

55

55

55

59

59

59

59

59

59

59

59

地区

遺構

B3

B3

B3

B3

B3

H2

D2

C3

D3

C2

B2

B2

D3

D3

D2

D3

D3

E2

D2

E2

E2

D3

C3

層位

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ直上

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

番号 部位 成形・調整

40 口縁部 内面を横方向の貝殻条痕

46 口縁部付近 内面を横方向の貝殻条痕

25 口縁部 内面を横方向の貝殻条痕

20 口縁部付近 内面を横方向の貝殻条痕

45 胴部 内面を横方向の貝殻条痕

30他 口縁部 内面をナデ調整

181 口縁部 内面をナデ調整

142 口縁部 内面をナデ調整

267 口縁部付近 内面をナデ調整

120 口縁部 内面を指頭圧痕

69 口縁部 内面をナデ調整

90 口縁部 内面をナデ調整

361 口縁部付近 内面をナデ調整

363 口縁部付近 内面をナデ調整

178 口縁部付近 内面を指頭圧痕・貝殻条痕

364 口縁部 内面をナデ調整

146 口縁部 内面をナデ調整

102 口縁部付近 内面をナデ調整

60 口縁部 内面をナデ調整

88 口縁部 内面をナデ調整

87 胴部 内面をナデ調整

73 胴部 内面をナデ調整

100 口縁部付近 内面をナデ調整

文様 色調（内面：外面）

沈線・刺突 にぶい黄褐色：暗褐色

沈線・刺突 灰黄褐色：にぶい黄褐色

沈線・刺突 にぶい黄褐色：褐色

沈線・刺突 灰黄褐色：にぶい黄褐色

沈線・刺突 にぶい黄褐色：にぶい黄褐色

隆帯・刻み にぶい赤褐色：明赤褐色

隆帯・貝殻条痕 褐色：褐色

隆帯・貝殻条痕 にぶい褐色：にぶい褐色

隆帯 赤褐色：明赤褐色

明黄褐色：にぶい黄褐色

隆帯・横位の貝殻条痕 明赤褐色：赤褐色

隆帯・刻み 赤褐色：にぶい赤褐色

隆帯 赤褐色：明赤褐色

隆帯 赤褐色：明赤褐色

貝殻条痕 褐色：暗赤褐色

隆帯・刻み・押し引き 明黄褐色：明黄褐色

沈線・刺突・貼付隆帯 明褐色：明褐色

刺突･刻み･半裁竹管状

工具による押し引き
にぶい黄燈色：にぶい黄褐色

半裁竹管状工具による

押し引き・刺突
にぶい黄燈色：にぶい黄褐色

半裁竹管状工具による

押し引き
にぶい黄燈色:にぶい明黄褐色

沈線 にぶい黄褐色：黄褐色

沈線・刺突 褐色：黄褐色

沈線 にぶい黄燈色：明黄褐色

胎土

直径2mm以下の粗砂。石英。
チャート・黒雲母を含む

直径2mm以下の粗砂。石英．
チャート・黒雲母を含む

直径2mm以下の粗砂。石英．
チャート・黒雲母を含む

直径2mm以下の粗砂。石英．
チャート・黒雲母を含む

直径2mm以下の粗砂。石英．
チャート・黒雲母を含む。

直径2mm以下の粗砂。長石．
石英・雲母を含む

直径2mm以下の粗砂。長石を
含む

直径3mⅡ,以下の粗砂。長石を
含む

直径3mm以下の粗砂。石英．
長石・雲母を含む

直径2mm以下の粗砂。長石．
石英を含む

直径2

黒雲母

の粗砂。石英．

直径2mm以下の粗砂。直径7
mm以下の磯。石英・黒雲母を

含む。

直径2mm以下の粗砂。長石．

チャートを含む

直径2mm以下の粗砂。長石．
雲母を含む

直径2mm以下の粗砂。長石．

石英を含む

直径4mm以下の喋・粗砂。長

石・石英を含む。

直径2mm以下の粗砂。長石．
石英を含む

直径2mm以下の粗砂を含む。
長石・石英を含む。

直径2mm以下の粗砂。直径8
mm以下の燦｡長石･雲母を含む。

直径2mm以下の粗砂を含む。
長石・石英を含む。

直径2mm以下の粗砂。長石．
石英を含む

直径2mm以下の粗砂。長石．
石英・雲母を含む

直径2mm以下の粗砂。石英．
チャートを含む

焼成 備考

比較的良好

普通

普通

比較的良好

比較的良好

比較的良好

普通

良好

比較的良好

比較的良好

良好

良好

比較的良好

良好

やや甘い 煤付着

比較的良好 煤付着

甘い

良好 煤付着

普通

良好 煤付着

比較的良好 煤付着

普通

良好 煤付着
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(2)石器類

I～Ⅲ層中で401点出土した石器のうち、縄文時代のものと思われる異形部分磨製石器、石錐、石

錐、石匙、スクレイパー、連続的な剥離痕を有する剥片RF)、石核、磨石・敵石類、石Ⅲを合わせ
て説明する。
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(実線は2点単位、破線は1点単位を示す｡）
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異形部分磨製石器（第66図90）

F4区より1点出土した。素材剥片全体に剥離調整を施した後に、刃つぶしで側縁部を直線的に、

基部は扶りを入れている。逆刺部分は調整を行わないため逆刺しが突出し、断面に鋭角な部分が残る。

表裏のほぼ中央は、剥離調整を切るように磨痕が形成されている。

石鍍（第66図91～97）

13点出土した。91．93．95．96は、無肩の無茎雛である。92は、基部が折損下部分を再生し、有脚

としたもの。94は、有肩の無茎鎌である。上部は角度を変えて尖部を作り出す。97は、無肩の平基鎌

である。正面に風化面をわずかに残す。

石錐（第66図98）

4点出土した。98は、背面長軸に平行する稜を有する剥片の側辺を整え、尖部を作り出す。

石匙（第66図99～101）

4点出土した。99は、側縁全体を整えた後に、直線的な刃部と挟りを入れている。一方、100．101

は、素材剥片を成形せずに刃部とつまみ部分を作り出している。

スクレイパー（第66図102．103．105）

19点出土した。102．105は、肉厚な剥片の長軸側縁に連続的な剥離を施す。103は、下方に急角度

の刃部を作り出している。

連続的な剥離痕を有する剥片RF(第66図104.106）

19点出土した。104は、両側縁に剥離を施したものでこの類に入れたが、製品の未製品あるいは折

損品の可能性がある。106は、長軸側縁にノッチ状の刃部を作り出す。

石核（第67図107）

3点出土した。107は、正面右方の原喋面に打面を設定し、肉厚の剥片を作り出しこれを素材とす

る。打面は左方から剥離、さらに打面を転移し上方に設定して剥片剥離を行う。

磨石・敵石類（第68図108～115）

11点出土した。すべての円喋を素材としその平坦な表裏面を作業面としている。凹部は敵打痕が集

中して形成されたもの(20．21．27)と、凹部の平面形が円形で断面形が深めのすり鉢状を有するもの

(22～26)に分けることができる。

石皿（第68図116）

4点出土した。河原喋を素材とし、そのほぼ中央に凹部を形成する。
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No．
出土

地区
出土層位

遺物

番号

出土

年月日

高さ

(、）
種別

遺存

状況

法■（m､）

長 幅 高

剥離

打角

背面構成

H R B L N C

打面

形状
打面長 打面幅

端
状

末
形

母岩

番号

質 量

(9）

90 A3 I 6 940526 332.211 鋤柵醗硝
と’

九 2.2 1.2 0.5 1 0 0 0 0 E 0.9 0.1 B J9B 1.3

91 A2 Ⅲ 16 940804 331.527 石鎌
一
元 (1.8） 1.5 0.5 一 J15B 0.8

92 F4 Ⅲ直上 23 931115 334.390 石鎌
告
元 1.5 1.3

一 一

J12B 0.8

93 、4 Ⅲ直~上 12 931117 334.020 石鎌 B (1.4） 1.3 0.2 J12B 0.4

94 E4 Ⅲ直上 74 940704 334.023 石雛 H (2.8） 1．3 0.3 J12B 0.5

95 C3 I 70 940912 333.868 石錨 B (1.9） 1.3 0.3 0.6

96 E3 Ⅲ直上 8 930902 334.375 石錐
壱
九 2.7 1.6 0.4 1.4

97 、4 Ⅱ 9 931026 334.053 石錐
一
元 2.5 1.5 0.4 0.3

98 D2 Ⅲ 119 940804 333.678 石錐
壱
九 2.5 0.7 0.4 J20B 0.6

99 C2 Ⅲ 151 940919 332.585 石匙
一
元 4.2 6.5 1 115 2 0 0 0 0 1 B 2.3 2.9 A J18B 25.5

100 C2 I 64 940907 333.42 石匙
壱
九 5 6.1 1 J2B 29.2

101 、4 Ⅲ 82 940822 333.787 石匙
壷
元 6.5 3.1 0.5 J13B 10.6

102 B3 Ⅲ 13 940519 332.399 スクレイパー
壱
元 7 4.5 1.1 110 0 0 1 0 0 1 B 1.5 0.5 B J12B 42.0

103 、3 Ⅲ 206 940810 333.775 スクレイパー
壷
元 2.4 1.9 0.6 90 1 0 0 0 0 1 B 1.6 0.5 A 12B 3.7

104 C3 I 74 940912 333.597 RF H (3) 2.4 0.3 95 2 1 0 0 0 0 A 1.5 0.3 A l2B 3.0

105 E4 Ⅲ直上 44 931129 334.174 ｻｲｽｸﾚｲパー
"圭

元 6.7 3.4 1.1 105 2 0 1 0 0 0 B 2.2 0.9 B 31.7

106 E4 I 108 940808 333.933 RF
壱
九 2.2 1 110 1 1 0 1 0 0 B 2.1 0.6 B l7B-1 11.9

107 C3 Ⅲ 52 940808 333.493 石核 4.4 4.7 2.1 J1B 5.9

108 、4 Ⅲ 123 941026 333.593 凹石
一
元 10.9 8.1 3.4 419.6

109 、4
SK1

04横
170 941108 333.695 厳石

一
元 9.4 6.1 4.8 387.7

110 、4 Ⅲ 68 940722 333.808 凹石
壱
九 8.5 5.8 4 250.3

111 B3 Ⅲ 16 940519 332.715 厳石 H 6.9 7.3 4.5 29

112 C2 Ⅲ 77 940912 333.372 凹石
'一

九 217.7

113 D2 Ⅲ 190 940912 333.491 蔽石 H 9.2 9.4 6.1 759.0

114 、3 Ⅲ 370 941026 333.629 凹石
含
元 9.8 8.3 3.5 418.4

115 B2 Ⅲ直上 38 931112 331.854 厳石
壱

九 487.2

116 D2 Ⅲ 204 941007 333.630 石Ⅲ
含
元 15.3 18.1 3.5 一

’

1,2240
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第9節第3次遺構面の遺構
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SK1001(第70図、図版24

D4区Ⅵ層上面にて検出した。平面が不整円形のⅢ状

遺構である。若干ではあるが、理土中に炭化物を含む。

SK1001

A一念
A′

い、冬

SKI002(第70図、図版24

H2区Ⅵ～Ⅶ層中にて検出した。平面が不整形の遺構

である。若干ではあるが、理土中に炭化物を含む。

A′
－

A333.400m
－

17.5Y4/6(褐)～7.5Y5/8(明褐）

直径5mm前後の操を若干含む。やや砂質。
しまりあり。粘性なし。若干の炭化物を含む。

SK1003(第70図、図版24

13区Ⅵ層中より検出した。遺構の北側半分を検出し

ていないが､平面形は長円形の土坑になると考えられる。

長径は1.5mにも及ぶ。理土中には緑色岩の小牒を多量

に含んでいる。炭化物の混入は見られない。

SK1002

３戸
堂
○
○
の
・
卜
｛

、
画
バ
ー

､、

小土坑

小土坑は、5基検出した。

P1001(第71図、図版24)

K5区Ⅶ層上面にて検出した。平面円形のⅢ状遺構で

ある。土坑の壁面は緩く立ち上がる。土坑の底面には大

型の僕が出土している。

田ノA'colcoA337.300m
－

－

110YR4/6(褐）

若干の炭化物を含む。直径10～30mmの角喋を多
数含む。しまりはあるが、周辺と比べてやや甘

い。粘性はややあり。

SK1003

P1002第71図、図版24

K5区Ⅶ層上面にて検出した。平面円形の土坑である。

土坑の壁面はまっすぐ、立ち上がる。土坑の底面には拳大

の喋が出土している。

、、人

A

P1003第71図、図版24

J4区Ⅶ層上面にて検出した。平面形は西側半分を検

出していないため不明である。土坑は41cmと深く、壁

面は緩やかな傾斜で直線上に立ち上がる。土坑の埋土に

は小喋を多く含む。 A′A338.900m

P1004(第71図、図版24

K4区Ⅶ層上面にて検出した。平面形が楕円形である。

断面は袋状の土坑である。

110YR4/6(褐)～10YR3/4(暗褐色）

直径3～5cm前後の緑色岩の操を多量に含む。

しまりあまりなくゆるい。粘性なし。ガサ

ガサの感じ。炭化物含まず。

1 2m0

第70図土坑
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P1001 P1003

、、八

『全/可A
－

A′A
－

A′A
-

339.700m

A′A339.700m
－

／ 1

〃
110YR3/4(暗褐色）

木の根若干含む。粘性あり。しまりあり。

直径1cm前後の燦を若干含む。

17．5YR4/4(褐色）

粘性なし。しまりなし。木の根を多く含む。直径1cm前後の

燦を多く含む。

27．5YR4/6(褐色）

木の根若干含む。粘性ややあり。しまりあり。直径1cm前後

の操を若干含む。

310YR4/6(褐色）

粘性あり。しまりもあり。かなり粘質性のある土。磯はほ

とんど含まず。

P1002

齢か麓A
－

A′
－

A339.600m
－

鰯
P10041

、へた110YR4/6(褐色）

粘性あり。しまりもあり。かなり粘質

性のある土。燦はほとんど含まず。
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1層10YR5/8(黄褐色）

粘性ややあり。しまりあり。燦含まず。

木の根含まず。

0 1m
一 －

第71図小土坑
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P1005(第71図、図版24

12区Ⅶ層上面にて検出した。平面は楕円状である。断面は袋状である。

第13表第3次遺構面遺構観察表

’

第10節Ⅳ層からⅧ層出土の遺物

Ⅳ層からⅧ層出土の石器類は、接合資料1,428点、非接合資料3,065点総計4,493点である‘
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第72図Ⅳ～Ⅷ層出土石器等量線図
(実線は2点単位、破線は1点単位を示す）

SK番 号

SK1001

SK1002

SK1003

P1001

P1002

P1003

P1004

P1005

出土地区

D4

H2

13

K5

K5

K5

Jl

K4

大 きさcm

長軸(上）

49

61

｜（43）75

’6276

29128117
(86）

51

砦

短軸(上）

ワ
ー
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Ｊ

34

(46）

38

29 123
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睡

15
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12
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長軸方位
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ナイフ形石器（第73図117～119・第97図166）

剥片の素材縁辺の一部を残し、ブランティングによる二次加工が施されている石器。

a.出土状況

G4区で1点、H4区、H5区で2点の合計4点出土した。このうち、H4区で出土したナイフ形石

器は、サヌカイト製のものでH5区出土の石核と接合している。

b.石器の特徴

117は、打面に節理面を残す縦長の剥片を素材とする。石材はチャートである。剥片の一側縁にブ

ランティング加工を施した成形したあとに細かく側縁に潰し調整を行う。118は、剥片の両側縁にブ

ランティング加工を施したあとに細かく潰し加工を施す。石材はチャートである。119は、尖頭部が

折損したもの。基部にブランティング加工を行う。折損後は折損部分から腹面にむかって細かな剥離

を施している。石材はサヌカイトである。

なお、サヌカイト製のナイフ形石器は、H4区でもう1点(166)出士しているがこの資料は前述し

たように接合資料である。接合資料については、第11節にて接合資料についての別項を設け説明をし

ているのでここでは割愛する。

轍 ‘I 灘層；－

と、

^̂117H5ffl053 と二三118H5IV194
119G4ⅥⅢ153

0 5cm

第73図Ⅳ～Ⅷ層出土の石器（1）
ﾄー 弓－－F一一一一ヨ

スクレイパー（第74図120～122）

a.出土状況

C2区で1点、C3区で3点、D3区で2点、E4区で1点、F4区で3点、G4区で1点、H4区で

16点、H5区で1点の合計28点出土した。このうち17点が接合資料である。

b・石器の特徴

スクレイパーは、直線的な刃部を形成する資料と曲線的な刃部を形成する資料が出土している。曲

線的な刃部を形成するものの割合が多い。このタイプには肉厚な剥片の末端を成形するものと、剥片

を素材とした石核を利用し刃部を成形するものがある。
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120は、表面に原喋面を残す肉厚な剥片の打面に急角度の刃部を施したもの。刃部は直線的である。

121は、肉厚な剥片の打面部に曲線的な刃部を形成するもの。刃部には微細な剥離痕を残す。122は、

折損部で接合する資料である。打面調整された肉厚な剥片の末端に腹面からの剥離を行う。

121H4IV009

120H4Vm876

0 5(cm

122H4ⅥⅢ1703+H4IV164

第74図Ⅳ～Ⅷ層出土の石器（2）

石錐（第75図123～125）

剥片の一端を錐状に調整するものとしたが、明確に表裏から剥離したものは少なく、どちらか一方

からの剥離によって錐部を作りだしているものが多い。したがってRFとの区別が困難であるが、こ

こでは剥片の一端を錐状に調整するものすべてを含めた。

a.出土状況

F4区で1点、G2区で1点、G3区で1点、H4区で2点、H5区で1点の合計6点が出土した。

このうち2点が接合資料である。

b.石器の特徴

123は、剥片の一端を腹面からの剥離によって錐状に整えている。124は、剥片の一側縁に深い剥離

を入れるものである。先端部は折損している。同一の母岩からはナイフ形石器が作り出されており、

この石器の形状と剥離位置が同じ様相を示すことから、ナイフ形石器の未製品の可能性もある。125

は、打面を欠損した剥片を素材とし、側縁と稜から連続的な剥離を施している。
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連続的な剥離を有する剥片(即）（第75図126～131）

a.出土状況

B2区で2点、C2区で4点、C3区で2点、D2区で4点、D3区で1点、E3区で1点、E4区で

1点、Fl区で2点、F2区で3点、F3区で2点、F4区で6点、G2区で1点、G3区で1点、G4

区で13点、H4区で69点、H5区で30点、合計142点が出土した。このうち、44点が接合資料である。

b・石器の特徴

剥片の末端部に剥離を施すもの（126～129)と側縁に剥離を施すもの（130.131）がある。いずれも

スクレイパーとの区別が困難であるが、ここではRFを剥片の形状をさほど変形することなく、刃部

を調整するものとしてまとめた。

微細な剥離痕が観察される剥片(UF)(第76図132～135

a.出土状況

A2区で1点、B2区で1点、C2区で5点、C3区で1点、D2区で3点、D3区で3点、E2区で

1点、E3区で1点、E4区で3点、F2区で2点、F3区で4点、F4区で9点、G4区で16点、H4

区で66点、H5区で22点の合計138点が出土した。このうち、39点が接合資料である。

b.石器の特徴

いずれも剥片の末端部、側縁部に微細な剥離痕がみられる（132～135)。剥片の形状に関係なく観

察される。

剥片、打面再生剥片、砕片（第77図136～150）

a.出土状況

A3区で1点、B2区で3点、C2区で11点、C3区で4点、D2区で10点、D3区で37点、D4区

で6点、El区で402点、E2区で3点、E3区で221点、E4区で6点、E5区で1点、Fl区で265点、

F2区で518点、F3区で488点、F4区で393点、G1区で1点、G2区で14点、G3区で12点、G4区

で60点、G5区で7点、H2区で15点、H3区で2点、H4区で1,450点、H5区で217点、15区で3点、

K5区で1点の合計4,151点が出土した。このうち306点が接合資料である。

b.石器の特徴

剥片、砕片とも形状は多様にある。節理部分や交雑物が多いために、打面部や末端部が折損してい

るものが多い。剥片、砕片とも打面部や背面部分に原喋面や節理面を持つものが多い。打面調整剥片

は比較的小さい。作業面側から打面部に向かって打面調整がなされるタイプと、逆に打面部から作業

面に向かって打面縁調整を行う場合がある。いずれの剥片も背面は、ネガティブな剥離面を残すもの

が多い。
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－

△ﾉコ△
、 125F4IV133124H5IV193

123H41V158

126H5Vm468 127G4IV092

’

4a 一
一

／
’

一一ﾏｰｰ一一ﾏｰｰ

戦
128H4Vmi015

129H4111180

／

Vin4404

5(cm)0

H4Vffl1202

第75図Ⅳ～Ⅷ層出土の石器（3）
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瞳 謬騨
＜亀柳川剛

134H4IV153

135H4IV161

第76図Ⅳ～Ⅷ層出土の石器(4)

＃
133H4ⅥⅢ1636

0 5(cm

石核(第78図151～153）

a・出土状況

A2区で1点、B2区で1点、C3区で2点、D2区で2点、D3区で2点、F2区で1点、F3区で

1点、F4区で2点、G2区で1点、G4区で12点、H4区で58点、H5区で10点の合計93点が出土し

た。このうち、69点が接合資料である。

b.石器の特徴

節理面で分割または剥離された分割篠、または剥片を素材とし剥片の表裏面から剥片剥離作業を施

すものが多い。152は、板状の剥片素材のおもに表裏面を打面として剥片剥離している。裏面に節理

を残す。151は、サイコロ状の分割燦の一側縁を打面として剥離を行う。154．156は、本遺跡でよく

見られるタイプで表面を打面として剥離を行う。153．155も、本遺跡でよく見られるタイプで表面・

裏面を作業面と打面を交替しながら剥離するもの。残核は両面調整体となる。
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第77図Ⅳ～Ⅷ層出土の石器（5）



第10節Ⅳ層からⅦ層出土の遺物85

圭
乞

一
一
一

一
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152H4IV083
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0 5cm
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第78図Ⅳ～Ⅷ層出土の石器（6）
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〃

、

154G4ⅥⅢ149

155G4ffl006

156G4IV090+H4Vmi199
0 5cm

第79図Ⅳ～Ⅷ層出土の石器（7）
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第11節母岩別資料

第3次遺構面では、石器剥片剥離工程や石器製作工程を示す良好な接合資料が出土した。これらの

接合資料の一部はブロックの枠を越え、接合関係を有している。しかしながら、この現象の主な要因

は前述したようにH4区を中心としたブロックが形成後、崩積‘性堆積物が堆積し、この際に遺物の一

部が下位の地点に崩落したことによるものと考えられる。さらに第2次遺構面、第1次遺構面形成時

のひとの行動によって遺物が拡散をしたことが考えられる。このため、ブロック外の接合資料の大半

は、H4区を中心としたブロックに帰属するものと考え整理を行った。幸いにも、資料は接合率が高

く、また、剥片剥離技術の理解のためにも一括した提示が有効であると考え、接合しない資料が同一

の母岩と考える資料と合わせてここに述べることとする。

同一の母岩と考えられる資料の整理は、まず母岩識別を行い番号をつけた。次に亀裂、クラックの

入り方、線状・帯状・斑状の文様の入り方の違いによる枝番号(母岩内番号）を付した。最後に、接

合したものに対して「A」を、接合しなかったものに対して「B」をつけた。

母岩17については、①と②に分けた。①はP114～136まで説明し、第30表にまとめた。②について

は、P137～171まで説明し、第31表にまとめた。

1A第80図）

□→H4-673

L→H4-1135

H4区で出土した。剥片2点の接合資料からなる。接合体は表面に原喋面を大きく残す。H4-673

は、平坦な面に打面を設定し、剥片剥離を行う。H4-1135は、背面側からの打面調整後を剥離する。

この剥片を素材として剥離をとろうとしているが、石質が粗いために思うような剥片がとれず断念し

ている。

1B第81図）

H5区を分布の中心としてF3区、H4区で出土した。剥片5点の資料からなる。剥片は原喋面を

打面とする大型剥片や打面調整をした小型の剥片がある。
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第80図母岩1Aの遺物分布図(S=1/100
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4表母岩1の器種組成表

88

2A(第82-91．92図、図版27

□

L陽H4-877＋△→□

些陽H4-781庁･□→□→H4-268

世しH4-875→H4-1360→H4-403

H4区で出土した。円喫正面より大型の表皮剥片をとる。次に正面左上面から下方に厚手の小型剥

片が1枚とられる。打面を90.転移して剥片が2枚とられる(H4-877+△→□)。次に打面を90.転

移し表皮剥片をとるH4-781。打面を90.転移し打面調整、打面縁調整をしながら3枚の剥片をと

る(H4-875→H4-1360→H4-403)。さらに90.転移し、剥離する。

2B第83図）

H4区、H5区で出土した。剥片5点の資料

からなる。剥片は小さく破損したものが多い。
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岩2Aの遺物分布図S=1/100)

器種組成表

第 第83図母岩2Bの遺物分布図(S=1/200)

5表

「 ~1

4
Ｆ
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Ⅱ
い
い
①
『
ゴ

エ
Ⅱ
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②
“
Ｎ
『
ゴ

3A第84図）

□

L→H4-183→H4-171

H4区で出土した。剥片1点、石核1点出土した。正

面に原喋面を大きく残す肉厚な大型剥片の側縁部分に、

剥離作業面を設定し、素材剥片の裏面を打面として剥片

を作り出す。

¥I
L 」

第84図母岩3Aの遺物分布図S=1/100)

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割操 二種接合 接 合番号

1 A 泥岩 2 2 H4-673,1135

B 5 5 F3-463,H4-253,H5-234,410,414

7 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割操 二種接合 接 合番号
2 A 流紋岩 6 5 1 H4-268,403,781,875,877,1360

B 5 5 H4-1063,1467,H5-028,314,418

11 0 0 0 0 0 0 10 0 1 0
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第16表母岩3の器種組成表

4A-1第85図）

H4-1093-H4-1443→H4-874

H4-269→H4-1445→H4-325

H4区で出土した。剥片1点、

石核4点の接合資料である。大型

分割磯の接合例◎原喋面や分割し

た節理面に打面を設定し、作業面

を左右に移動しながら剥片剥離を

行う。1点の剥片が接合している
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が、分割篠は原喫面を多く残す。 第85図母岩4A-1の遺物分布図S=1/100

また剥離痕跡が顕著でないことから、剥片剥離作業初期

の資料か、有効な剥片を得ることができず作業を終えた

｜’｜｜
資料と考えられる。 畠い「 4可a

ョご

卜｜､、、
4A-2第86図）

H4-1041→H4-1497

H4区で出土した。剥片2点の接合資料である。2点

は剥離関係で接合する。接合体の背面の状況から、前段

階に1枚程剥離していることがわかる。剥片は節理面に

打面とする。打面縁調整をし、作業面を左右に移動しな第86図母岩4A-2の遺物分布図
(S=1/100

がら剥片剥離を行う。

7表 母岩4の器種組成表

5B第87図）

H4区、H5区で出土した。分割篠5点、剥片1点

合計6点からなる。石質は粗く、脆いために資料のほと

んどが分割喋である。

ｒ

エ
Ⅱ
Ⅱ
い
い
村
．
－

Ｆ
Ⅱ
畠
の
ョ
Ｍ
Ⅱ
門
川
Ⅱ

45

Ｔ
恥

可

ロ

● q
□

H

」L _L

第87図母岩5Bの遺物分布図(S=1/200

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割燦 二種接合 接 合番号

3 A 流紋岩 2 1 1 H4-171,183

2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫 器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割喋 二種接合 接 合 番 号

4 A 1 流紋岩 6 1 5 H4-269,874,1093,1443,1445,H5-325

A 2 2 2 H4-1041,1497

8 0 0 0 0 0 0 3 0 5 0
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第18表母岩5の器種組成表

6A第88図）

H4-1335→H4-1715→H4-1714

H4区で出土した。剥片3点からなる。石質は粗く脆い。
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6B第89図）

H4区を中心としてE3区、G4区で出土した。

剥片8点、分割喋3点合計11点からなる。石質が

粗く脆いために、剥片は破損しているものが多い。
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第88図母岩6Aの遺物分布図(S=1/100) 第89図母岩6Bの遺物分布図S=1/200

9表 母岩6の器種組成表

ｒ

工
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7A第90図）

H4-1494-H5-480

H4区、H5区で出土した。

分割操2点の接合資料である。

交雑物が多く、節理部分で割

れている。

〒 可

5 4

■
■

■

■

H

L －L

第90図母岩7Aの遺物分布図S=1/100)

」

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器 種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割磯 二種接合 接 合番号

5 B 喋岩 6 1 5 H4-1056,1057,1241,1370,1496,H5-486

6 0 0 0 0 0 0 1 0 0 5

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割磯 二種接合 接 合 番 号

6 A チャート 3 3 H4-1335,1714,1715

B 11 8 3

E3-230,262,G4-067,140,H4-074-2,148

1033,1045,1106,1505,1688

14 0 0 0 0 0 0 11 0 0 3







第11節母岩別資料95

第20表母岩7の器種組成表

8A-1第93図）

H4-1221

L→H4-1068→H4-1192+H4-1362

H4区で出土した。剥片4点の接合資料からなる。接合体は、

型剥片の打面部や両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素1

換しながら剥片を作り出す。

は、正面に節理面を大きく残す板状で大

素材剥片の表・裏の両面を打面として交
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第93図母岩8A-1の遺物分布図S=1/100)第94図母岩8A-2の遺物分布図S=1/100

Ｉ

Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
い
い
い
『
ゴ

ｒ

工
Ⅲ
Ⅱ
い
い
ゞ
『
ゴ

4 3 25

雫
●
㎡

１１

可~「
ロ

･勲●
●
●
漣群．

艶
●

●

H

卜 ＋
p

1

G
■

● ●

＋ 1卜 ＋ 十

●

●
●

0

F●
● ●

1＋卜 ＋ ＋
[」

E

D

－ L ーL ●一 L
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し

」P L

第95図

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫 器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割操 二種接合 接 合 番 号

7 A チャート 2 2 H4-1494,H5-480

2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
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8A-2第94図）

H4-100+H4-1005+H4-1598+H4-1686+A

H4区より出士した。剥片4点の接合資料からなる。接合資料は破損面で接合する2種接合資料で

ある。接合体は、原喋面を打点としてバルブの発達した剥片で、交雑物や節理が多いために破損して

いる。破損した一部は回収されていない。

8B(第95図）

H4区、H5区を分布の中心としてE3区、F4区、G2区、G4区と広範囲で出土した。錐1点、

スクレイパー1点、RF3点、UF4点、剥片82点合計97点出土した。

第21表母岩8の器種組成表

9B第96図）

H4区、H5区を分布の

中心としてE3区、F3区、

F4区、G3区、G4区で

出士した。UF1点、剥片

28点、石核2点、分割藤2

点合計33点の資料からなる

剥片は、交雑物や節理が

多いため、破損したものや

サイコロ状になるものが

多い。
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第96図母岩9Bの遺物分布図S=1/200)

」

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割燦 二種接合 接 合番号

8 A 1 チャート 4 4 H4-1068,1192,1221,1362

A 2 4 4 ○ H4-100,1005,1598,1686

B 97 1 1 3 4 82 1 5

E3-168,238,E3-224,470,F4-089,116,123,141

G2-023,G4-006,130,H4-012,054,062-2,088,152

153,154,161,165,218,264,284,330,385,413,425,438

472,503,537,561,669,670,671,771,780,895,898,899

921,926,968,1015,1070,1088,1121,1123,1182,1202

1205,1274,1344,1431,1453,1462,1488,1493,1528

1535,1539,1540,1592,1608,1636,1679-1,1685,1689

1727,1761,1815,H5-014-2,046,057,065,076,105

111,134,156,193,224,235,240,252,267,276,296

313-2,318,319,326,333,387,397,435,蝿2

105 0 1 1 0 3 4 90 0 1 5



第11節母岩別資料97

第22表母岩9の器種組成表

10A第97図）

H4-1739→H4-1149→H4-664

H4区より出土した。剥片3点の接合資料からなる。接合体は表面に原喋面を大きく残す。

10B(第99図）

H4区を中心としてFl区、F3区、F4区で出土した。剥片9点、砕片2点、分割操1点合計12点

からなる。破片は破損しているものが多く、肉厚である。表面・打面に原喋面、節理面を有するもの

が多い。
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」

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割燦 二種接合 接 合 番 号
9 A チャート 0

接合資料なし

B 33 1 28 2 2

E3-305,437,F3-113,320-1,435,F4-535,G3-022,026,

G4-065,149,H4-028,067,068,122,136,191,243,341,

1002,1091,1210,1365,1369,1389,1390,1451,1489,

1645,1671,H5-006-2,011-1,155,282,450

33 0 0 0 0 0 1 28 0 2 2
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11A第98図）

H4-1061+H4-1252+H4-1254

H4区より出土した。剥片3

点の接合資料からなる。接合体

の表面は、原喋面に覆われる。

石材が脆いために破損し、サイ

コロ状や板状になる。
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第100図母岩12Aの遺物分布図(S=1/100)12A(第100.102図、図版29

…□→H4-1067→H5-123

H4区、H5区より出土した。ナイフ形石

器1点、石核1点合計2点の接合資料からな

る。ナイフ形石器は、打面調整をした翼状の

剥片を素材としている。背面は、石核底面と

1枚のネガティブな剥離面で構成される。素

材剥片の打面部と側縁に細部調整をみること

ができる。石核は、H4-1067を剥離後、打面

調整し、翼状の剥片を得ようとしているが、

有効な剥片を得ることができず残核となる。
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12B(第101図）

C3区、D3区、F3区、G4区より出土

した。ナイフ形石器1点、スクレイパー1点、

RF1点、剥片1点合計4点からなる。剥片

は打面縁調整を施す。
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第101図母岩12Bの遺物分布図(S=1/200

3表 母岩10の器種組成表

第24表母岩11の器種組成表

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 Sc 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割燦 二種接合 接 合番号

10 A チャート 3 3 H4-664,1739,1149

B 12 9 2 1

F1-304,305,F3-066,177,240,H4-237,451,674,1095

1137,1277,1379

15 0 0 0 0 0 0 12 2 0 1

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 Sc 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割燦 二種接合 接 合番号

11 A チャート 3 3 H4-1061,1252,1254

3 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
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5表 母岩12の器種組成表

番号
B：

非接合
枝番 識別

12 A

B

零

石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割篠 二種接合 接 合番号

サヌカイト 2 1 1 H4-1067,H5-123

4 1 1 1 1 C3-074,,3-206,F3-171,G4-153

6 2 0 1 0 1 0 1 0 1 0

墨
零 篭 雛

64接合資料12A

蟻 逼 乱膨

唇 165H5IV123

第102図母岩12Aの遺物実測図

－鋪
△
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一；
166H4Vffl1067

5(cm)

岸言F一言一斗

13A(第103図）

G4-044→H4-1085

L→H5-039

告しH4-835→H5-029

G4区、H4区、H5区より出土した。剥片4点、砕片1点合計5点からなる。打面部に原喋面を

残す肉厚で大型の剥片の接合体である。大型で肉厚の剥片を素材とする。この素材の原撰面から肉厚

の剥片を2枚剥離する。2枚目の剥離はさらに打面部と側縁部を調整し(H4-039,H4-835)、ポジティ

ブな剥離面を残す裏面より剥片を2枚剥離する。
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13B第104図）

C2区、E2区より出土した。UF2点からなる。

14A-1第106図）

□-□→□一川棚+G4-025一H4-1312患乳醐淵謝J曝蝋2→
H4-1607→G4-158

F4区、G4区、H4区より出土した。剥片8点、砕片3点、石核1点合計12点の接合資料から

なる。接合体の表面は、喫皮に覆われている。まず、撰表皮の平坦な面から分割している。次に分割

面を打面として剥片剥離を行う。剥離は作業面を左右にずらしながら4枚ほど取る。さらに分割を行

い、剥片剥離をそれぞれ最低3回以_上と1回以上行っている。いずれも打面調整をせずに分割面を打

面とし、剥片の背面には僕表皮を残している。

14A-2(第107図）

H4-1796→H4-1348→H4-312-

H4-1271→H4-266

H4区より出土した。剥片4点、砕片

1点合計5点の接合資料からなる。
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H4区を中心としてD3区、E2区、

F2区、F3区、F4区、G4区、H3

区、H5区より出土した。RF2点、

UF5点、剥片22点、分割蝶1点合計30

点からなる。
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第107図母岩14A-2の遺物分布図
(S=1/100)

第106図母岩14A-1の遺物分布図
(S=1/100)
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君26表母岩13の器種組成表

7表 母岩14の器種組成表

15A-1第108図）

H4-369→H4-097

H4区より出土した。剥片2点の接合資料からなる。2点は剥離関係で接合する。接合体の表面は、

自然面と節理面に覆われている。剥片は原喋面を打面とし、節理に沿って剥離を行う。このため剥片

は板状になる。

15A-2第109図）

G4-103→H4-1640→H4-1693→G4-102→G4-101

G4区、H4区より出土した。RF3点、剥片2点合計5点の接合資料からなる。4点は剥離関係で

接合する。15A-1と同様に接合体の表面は、自然面と節理面に覆われており、剥片は板状になる。
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第108図母岩15A-1の遺物分布図
(S=1/100)

G

L 」

第109図母岩15A-2の遺物分布図
(S=1/100)

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割篠 二種接合 接 合番号

13 A チャート 5 4 1 G4-044,H4-835,1085,H5-029,039

B 2 2 C2-171,E2-O48

7 0 0 0 0 0 2 4 1 0 0

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割篠 二種接合 接 合番号

14 A 1 チャート 12 8 3 1

F4-OO4,G4-025,158,H4-021,101,173,922,1017,1059

1097,1312,1607

A 2 5 4 1 H4-266,312,1271,1348,1796

B 30 2 5 22 1

D3-111,449,E2-169,F2-488,F3-034,070,F4-003,G4‐

030,084,H3-311,H4-060,085,123,248,270,329,375

429,434,441,444,923,934,994,1609,1679-2,1782

H5-136,160,440

47 0 0 0 0 2 5 34 3 1 2
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15A-3第110図）

G4-108→H4-182+H4-1117

G4区、H4区より出土した。RF2点、剥片2

点合計4点の接合資料からなる。4点は剥離関係

で接合する。15A-1，15A-2と同様に接合体の

表面は、自然面と節理面に覆われており、剥片

は板状になる。
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15A-4第113図）
第110図母岩15A-3の遺物分布図S=1/100)

H5-322+△→H4-1136+H5-272→□

監修H5-129→H5-010→H5-020

H4-1279+H4-265△→D4-001+F4-067+H5-013+A

’

H4-402+H5-208→H5-208

’

□→H4-1441+H5-494→H5-004-2→H5-275→H5-056→H5-079

L→H5-002-1→H5-014-1

→H5-230→H5-334→H5-084

H4区、H5区を中心にD4区、F4区で出土した。剥片8点、石核5点、分割操2点合計15点

の接合例である。接合体の表面は、原喋面と節理面で覆われる。接合体はまず、3分割される。この

分割喋を素材として、剥片剥離を行う。打面調整は行わずに、節理面および原喫面より剥離される。

交雑物が多いために、剥片の多くは破損している。

15A-5第112図）

H4-705→H4-393→H4-089→G5-037→H4-866

G5区、H4区より出土した。剥片5点の接合資料からなる。5点は剥離関係で接合する。接合体

の表面は原喋面、節理面に覆われている。平坦に剥離した面を打面とした剥離で、喋表皮を取り除く

(H4-705→H4-393→H4-089)。次に打面を90.転移して打面調整をし、やや横長の剥片を剥離す

る。この剥片の背面には、ネガティブな剥離と原喋面を残している。
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15A-6第Ill図）

H4-1368→H4-1795

G4-071

G4区、H4区より出土した。剥片3点の接合

資料である。接合体の表面は原喋面に覆われ、剥

片は節理面から剥離される。
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15B(第114図）

D2区、D3区とH4区、H5区の2箇所に分

布の中心を置き、A2区、B2区、C2区、C3

区、D4区、E3区、E4区、F4区、G4区と

広範囲で出土した。RF10点、UF10点、剥片59点、

石核6点の合計85点からなる。剥片は大型のもの

が多く、原喫面や節理面を残すものが多い。
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第111図母岩15A-6の遺物分布図
(S=1/100
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第112図母岩15A-5の遺物分布図(S=1/100
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28表 母岩15の器種組成表

16A-1第115．122．123．124図、図版28

庁しH4－1064→H4-1777→H5-454→H4-1208→H4-697

□→H4-1554+H4-098些修H4-1001→□→H4-190+H4-226+H4-383

L傷H4-1507→H4-715→H4-204→H4-1391+H4-1799

L→H4-1183→H4-017→H4-1817→H4-1186→H4-156

→H4-446

世候H4-842→H4-1821+H4-018→H4-1366→□→H4-1618→□→□→H4-1092

H4区、H5区より出土した。剥片22点、砕片1点、石核4点合計27点の接合資料である。上方を

自然面、他の5面は節理面で覆われる接合体である。
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第115図母岩16A-1の遺物分布図
(S=1/100

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫 器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割操 二種接合 接 合 番 号

15 A 1 チャート 2 2 H4-097,369

A 2 5 3 2 G4-101,102,103,H4-1640,1693

A 3 3 3 G4-108,H4-182,1117

A 4 15 8 5 2

D4－011，F4-033,H4-188,402,862,1136,1279,1441

H5-020,041-1,129,230,272,322,494

A 5 5 5 G5-037,H4-089,393,705,866

A 6 3 1 2 G4-071,H4-1368,1795

B 85 10 10 59 6

A2-003,B2-035,046,C2-004,012,030,075,076,078,

081,082,083,084,092,141,147,167,C3-018,021,048

063,127,,2-021,023,111,120,135,153,169,186,198

200,228,,3-003,043,071,080,083,084,085,102,113

SB1.152,SB1フクド176,SB1埋土182,376,416,460

D4-008,047言1，E3-144,E4-007,F4-236,G4-106

H4－041，147，259，378，839，868，876,1039,1207,1375

1423,1826,H5-035,059,068,074,117,128,172,183

195,232,243,283,285,289,297,304，347，442，477

118 0 0 0 0 14 10 79 0 13 2
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16A-2(第116図）

H4-1341→H4-595

L→H4-1631→H4-208

H4区より出土した。剥片2点、砕片2点合計4

点の接合例である。H4-1341とH4-495は剥離関係

で接合する。いずれも同一の節理面を打面とする。

H4-1631、H4-208は、H4-1341の剥片の右側縁

から剥離したもの。
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第116図母岩16A-2の遺物分布図

(S=1/100)

16A-3第117図）

H4-010→H4-394

H4区より出土した。剥片1点、石核1点の接合

資料である。H4-394は、節理面より剥離する。H4-

010は、一部に節理面を残す。平坦な面を打面とし、

打面転移を繰り返すために直方体状の残核となる。
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第117図母岩16A-3の遺物分布図

(S=1/100)16A-4第118図）

H4-093

L→H4-1554

H4区より出土した。剥片2点の接合資料である。

2点は剥離関係で接合する。H4-093は、打面と作業

面を節理面とするもの。H4-1554は、打面を90.転

移して剥離したもの。
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16A-5第119図）

H4-708→G4-094

F4-006→H4-211

F4区、G4区、H4区より出土した。

す肉厚な分割操の表裏より剥片剥離し、

面としてG4-094、H4-211を剥離する。

第118図母岩16A-4の遺物分布図

(S=1/100)

剥片2点、石核2点合計4点よりなる。節理面を大きく残

さらに分割する(H4-708,F4-006)。それぞれ分割面を打
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第120図母岩16A-6の遺物分布図

(S=1/100
第119図母岩16A-5の遺物分布図

(S=1/100)

16A-6(第120図）

H4-249→H4-081

H4区より出土した。剥片1点、

分割喫の表裏より剥片剥離する。

石核1点合計2点の接合資料である。節理面を大きく残す肉厚な

16B(第121図）

H4区、G4区を分布の中心としてB2区、C2区、C3区、E3区、F3区、F4区、G4区よ

り出土した。ナイフ形石器1点、錐1点、スクレイパー1点、RF5点、UF8点、剥片44点、砕片1

点、石核3点、分割篠2点合計65点よりなる。剥片は小さいものが多い。
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第121図母岩16Bの遺物分布図(S=1/200)

韻ｸq完母岩16の器種組成表

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割燦 二種接合 接 合 番 号

16 A 1 チャート 27 22 1 4

H4-017,018,143,156,190,204,226,383,446,697,

715,842,1001,1064,1092,1183,1186，

1208,1366,1391,1507,1618,1777,1799，

1817,1821,H5-454(測点なし）

A 2 4 2 2 H4-208.595.1341.1631

A 3 2 1 1 R4－010．394

A 4 2 2 H4－093．1554

A 5 4 2 2 F4-006-AG4-094.H4-211.708

A 6 2 1 1 H4-081.249

B 66 1 1 1 5 8 44 1 3 2

B2-041,C2-002-1,007,089,C3-044,E3-039,

F3-174,178,192,349,376,385,436,444,

447,511,570,F4-020,G3-021,G4-021,023,

078,H4-003,061,083,092,107,108,111,121，

141，158，287，339，356，366,386,443,468,546,

629,685,786,893,912,998,1145,1211,1220,

1296,1345,1411,1491,1501,1517,1521，

1752,1808,1827,H5-043,053,071,075,171,

227,468

107 1 1 1 0 5 8 74 4 11 2
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第122図母岩16A-1の遺物実測図1)
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17A-2(第125図）

H4-543→H4-146

H4区で出土した。剥片1点、石核1点合計2点の

接合資料からなる。正面に節理面を大きく残す剥片の

表裏面を打面とし、打面を180.転移しながら剥離を行

う。H4-543は、節理面に打縁調整をした後に肉厚な

剥離をしたもの。
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母岩17A-2の遺物分布図
(S=1/100

17A-4(第126.151図、図版31

□→G4-048-2→H4-1508-2→H4-048-1→H4-695

G4区とH4区で出土した。RF1点、UF1点、剥片

1点、石核1点合計4点の接合資料からなる。正面に

節理面を大きく残す板状の大型剥片の打面部や両側縁、

末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の表・裏の

両面を打面として交換しながら剥片を作出するタイプ。

正面右方を打面をとする剥離の後、少しずらしG4-

048-2+A)が作り出される。打面と作業面を逆転させ

剥離する（□)。もとに戻し打点をやや下方にずらし剥

離(□)。逆転させ剥離(H4-1508-2+A)。打面縁調

整後、(H4-048-1を剥離。もとに戻し打面縁調整後、

(H4-695を剥離する。

第125図
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17A-5第127図）

H4-916→H4-059→H4-1201→H4-573→H4-

1731→H4-465

H4区で出土した。UF1点、剥片4点、石核1点合

計6点の接合資料からなる。17A-4の資料と同様に、

板状の大型剥片の打面部や両側縁、末端部分に剥離作

業面を設定し、素材剥片の表・裏の両面を打面として

交換しながら剥片を作出するタイプ。肉厚な剥片を5

枚剥ぎ取る。

L 」

母岩17A-4の遺物分布図

(S=1/100

第126図

ｒ

工
Ⅱ
Ⅱ
い
い
Ｎ
『
ゴ

Ｆ
Ⅱ
Ⅲ
い
い
の
コ
ー

可

4

I
H

17A-7第131.152図、図版31

H5-121→F4-128→F4-123

F4区とH5区で出土した。剥片2点、石核1点合

」L

第127図母岩17A-5の遺物分布図

(S=1/100)

計3点の接合資料からなる。正面に節理面を大きく残す板状の大型剥片の打面部、両側縁、末端部

分に剥離作業面を設定し、素材剥片の表・裏の両面を打面として交換しながら剥片を作出するタイ

プ。回収された剥片はいずれも裏面から剥離している。
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17A-8第130図）

G4-007→F4-146→H4-933→H4-1347→H4-928

F4区とG4区、H4区で出土した。UF1点、剥片5点合計6点の接合資料からなる。一部に節

理面を残す。接合資料は6点が剥離関係で接合している。節理面の平坦な部分を打面とし打面縁調整

を行いながら剥離している。いずれもやや縦長の剥片であるが石材が夷雑物が多いために破損し、一

部が回収されていない。

17A-11第128図）

H4-345-2→H4-345-1

H4区で出土した。剥片2点の接合資料からなる。正面に節理面を大きく残す。接合資料は剥離関

係で接合する。打面縁調整を行いながら同一打面から剥離を行う。

17A-12第129図）

H4-717→H4-334

H4区で出土した。UF1点、剥片1

90.転移させて剥離を行う。いずれも

節理面を打面をする。

点合計2点の接合資料からなる。剥離関係で接合し 打面を
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第130図母岩17A-8の遺物分布図(S=1/100
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17A-13(第132図）

H4-1311→H4-532

H4区で出土した。剥片2点の接合資料からなる。正面に節理I

係で接合する。打面縁調整を行いながら同一打面から剥離を行う。

正面に節理面を大きく残す。接合資料は剥離関
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第131図母岩17A-7の遺物分布図(S=1/100)
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第132図母岩17A-13の遺物分布図S=1/100)第133図母岩17A-14の遺物分布図(S=1/100)
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17A-14第133図）

H4-989+H4-1511

RF1点、剥片1点が折れ面で接合する。正面の節理面を大きく残す。打面は作業面から打面方向

への打面調整が行われている。

17A-15第134図）

H4-370→H4-1790

H4区で出土した。RF1点、剥片1点合計2点の接合資料からなる◎

す。接合資料は剥離関係で接合する。

正面には節理面を大きく残

17A-16第135.153～158図、図版32)

□

些候□

L→H4-860 Fし③

L→□ 庁し①→□

L，□→□

L→②

「－し③

①→□

世しF4-075

世'□→□→□

，□→□

世，F4-157→H4-1276

砦しH4-1519

号しG4-099

，□ 庁し

告しH4-1148

H4-179+F4-027

砦しH4-368

倦しH4-863

些候H4－372→H4-1228

L→G4-045

告しH4-410→G4-098

砦しG4-069

→H4-1217→H4-262
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②H4-563

L→H4-398→□→H4-1062→G4-039→H4-1148

L→□→□→□→H4-140+H4-020→H4-1204

些令

□→□

L－→□…－しG4-160

③□→□

L→H4-392

些陽□→G4-005

F4区とG4区、H4区で出土した。

からなる。

RF1点、剥片25点、破片3点、石核2点合計31点の接合資料
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第134図母岩17A-15の遺物分布図
(S=1/100)
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17A-18第136図）

F2-070→F2068位置不明）→F2-071

F2区で出土した。剥片2点、石核1点合計3点の接合資料からなる。板状の大型剥片正面の節理

面を打面とし、正面右側縁を剥離した後に打面を180.転移して剥片剥離を行う。

17A-21第137.150図、図版33)

H5-004-1→H4-873

H4区で出土した。剥片2点、石核1点合計3点の接合資料からなる。板状に節理した剥片を素材

とする◎正・裏面とも節理面に覆われている。背面中央の打点幅の深いところから剥片剥離、もしく

は分割を行い、その長軸端に打面縁調整を行う。その後剥離は行われるが、爽雑物が多くはいるため

に剥離の途中で刃部を欠損しているH5-004-1)。この剥片の長軸端には細かな剥離が施され、刃

部を形成する。
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第137図母岩17A-21の遺物分布図S=1/100

」

17A-25第138.159図、図版33)

H4-1569→H4-289→H4-423→H4-1178→G4-041

G4区とH4区で出土した。剥片3点、砕片1点、石核1点合計5点の接合資料からなる。上面に

節理面を大きく残す板状の大型剥片の打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の

主に裏面側から剥片を作出するタイプ。まず腹面を打面とし、側縁に沿って打点を少しずつ変えなが

ら剥離を行い、側縁を成形する。次に180.転移して節理面を打面とし、打面縁調整をしながら最低5

回の剥片剥離作業が行われる。剥片は右側縁に前段階の剥離、左側縁に分割面、末端部に石核底面を

取り込む形で行われる(H4-1569,H4-289,H4-423)。つぎに同一打面上で作業面を転移し、数回

剥片剥離を行う。剥片は右側縁に前段階の剥離、左側縁に分割面、末端部に石核底面を取り込む形で

行われる(H4-1178)。これらの剥片剥離の結果、核として大きめの剥片で不整形な両面調整体が形

成されている。
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第139図母岩17A-26の遺物分布図
(S=1/100)

第138図母岩17A-25の遺物分布図
(S=1/100

17A-26(第139図）

H4-102→H4-675→G4-062

G4、H4区で出土した。剥片3点の接合資料からなる。正面に節理面を大きく残す。接合資料は

剥離関係で接合する。打面縁調整を行いながら同一打面から剥離を行う。

17A-31(第140図）

G4-155+G4-156

H4-174

G4区で出土した。Ⅲ1点、剥片2点合計3点の接合資料からなる。このうち、2点は2種接合で

ある。いずれも節理面を打面とするやや肉厚の剥片である。

17A-32(第144図）

G4-022→H4-1054→H4-027→H4-095

G4区とH4区で出土した。剥片3点、石核1点合計4点の接合資料からなる。表面に節理面を大

きく残す板状の大型剥片の打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の主に表面側

から剥片を作り出すタイプ。まず節理面に覆われる裏側を打面とし、側縁に沿って打点を少しずつ変

えながら剥離を行い側縁を成形する(G4-022)。次に180.転移し、ポジティブな剥離面を有する面

を打面とし、打面縁調整をしながら2回の剥片剥離作業が行われる。剥片は両側縁に前段階の剥離、

末端部に石核底面を取り込む形で行われる(H4-1054,H4-027)。これらの剥片剥離の結果、核と

して大きめな剥片で不整形な両面調整体が形成されている(H4-095)。
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17A-35(第141図）

G4-144+G4-068→→H4-167→H4-464→H4-1524→H4-591→□→H4-1119→F4-017+H4-1020
砦しH4-998"-→H4-024 L→H4-1147→

□→H4-1532→□…→H4-263

G4区とH4区で出土した。剥片3点、砕片1点、石核2点合計6点の接合資料からなる。接合体

は表面に節理面を大きく残す板状の大型剥片である。素材の打面に打面縁調整を行い、G4-144、

G4-068、H4-464、H4-998を剥離。右側縁から打面部に剥離(H4-1524)。両側縁を作業面として

剥離(H5-1524,H4-591,H4-024)。打面を180.転移し剥離(H4-1119,F4-017+H4-1020)。

打面と作業面を入れ替えて剥離(H4-1147→□→H4-1532→□…)。石核は単一の打面とするタ

イブで石核側面と底面に節理面を大きく残す（H4-263)。
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第140図 母岩17A-31の遺物分布図
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17A-41(第142図）

H4-290+H4-1027

H4-1150→H4-409

G4区とH4区で出土した。スクレイパー2点、剥片1点、石核1点合計4点の接合資料からなる。

表面に節理面を大きく残す板状の大型剥片の打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材
剥片の主に表面側から剥片を作り出すタイプ。

17A-42(第145図）

H5-277→H5-153

H4区で出土した。剥片2点の接合資料からなる。

とする肉厚な剥片である。

接合資料は剥離関係で接合する。節理面を打面
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第143図母岩17A-43の遺物分布図(8=1/100)
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17A-43第143図）

H5-018→H4-1735

H4，H5区で出土した。剥片1点、石核1点合

計2点の接合資料からなる。接合資料は剥離関係で

接合する◎分割面を打面とする肉厚な剥片である。
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17A-45第146図）

H4-177+H4-176→H4-149

H4区で出土した。剥片1点、石核2点合計3点

の接合資料からなる。節理面を打面とする肉厚な剥

片の縁辺を打面とした剥離を数回行った際の加華に

よって分割したものを素材とする。素材は表面にポ

ジティブな面、裏面は節理面となり、剥離はいずれ

も表面から行われる。

L 」

第146図母岩17A-45の遺物分布図
5=1/100)
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17A-47(第147図）

H4-096-2→H4-096-1

H4区で出土した。剥片1点、石核1点合計2点

の接合資料からなる。裏面に節理面を大きく残す板

状の大型剥片の打面部、両側縁、末端部分に剥離作

業面を設定し、素材剥片の表裏面から剥片を作り出

すタイプ。
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第147図母岩17A-47の遺物分布図
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17A-62第148図）

H4-079→H4-105→H4-126→H4-397

H4区で出土した。剥片3点、石核1点合計4点

の接合資料からなる。表面に自然面を大きく残す板

状の大型剥片の打面部、両側縁、末端部分に剥離作

業面を設定し、素材剥片の主に表裏面から剥片を作

り出すタイプ。

’｛
H

』
L 」

第148図母岩17A-62の遺物分布図

8=1/100

17A-63第198図）

G4-037+G4-038

G4区で出土した。UF1点、G4区で出土した。UF1点、剥片1点合計2点の接合資料からなる。G4-037は平坦打面よりと

られた肉厚な剥片。G4-038はG4-037の剥片の末端部分が交雑物により破損したもの。
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の器種組成表

番号
B：

非接合
枝番 識別 石 材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF

17 A 2 1 2

A 4 1 4 1

A 5 1 6

A 7 1 3 2

A 8 1 6

A 11 1 2

A 12 1 2

A 13 1 2

A 14 1 2

A 15 1 2 1

A 16 1 32 1

A 18 1 3

A 21 1 2 1 1

A 25 1 5

A 26 1 3

A 31 1 3 1

A 32 1 4 1

A 35 1 14

A 41 1 4

A 42 1 2

A 43 1 2

A 45 1 3

A 47 1 2

A 62 1 4

A 63 1 2

A 68 1 2

A 69 1 2 1

A 70 1 2

B 1

389 1 5 44

511 1 0 9 0 50

UF

1

1

1

1

2

1

1

33

41

剥片

1

1

4

1

『＝

｡

2

1

2

2

1

25

2

3

3

2

3

11

2

1

1

3

1

1

2

296

376

砕片 石核 母岩・分割篠 二種接合

1

1

1

○

3 2

1

1 1

1 2

2

1

2

2

1

1

3 6 1

8 24 1
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接合番号

H4-146.543

G4-048,H4-695,1508-1.1508-2

H4－059．465，573．916．1201．1731

F4-120.128．H5-121

F4-142(位置不Hll)，146,G4-007,H4-928

933．1347

H4-345-1.345-2

H4 334．717

H4 5331311

H4 989 1511

H4 370 1790

F4－027，075，157，G4－005．039．045

160．H4－020．140．179．262．368

069，098

372．392099

398 410，563，860，863，882，1062，1148-1，1148－2

1204．1217．1228．1263．1276．1519

F2-068(位置不明)，070,071-1

H4－873．H5-004-1

G4041H4-289.423.1178.1569

G4 062H4-102.675

G4 155156．H4－174

G4 022 H4－027．095．1054

F4－017，G4－068．144．H4-024.167-B、263

464．591．988．1020．1119．1147．1524．1532

H4－290．409．1027．1150

H5 153．277

H4 1735．H5－018

H4 149．176．177

H4 096-1.096-2

H4 079．105．126．397

G4 037038

G4 090H4－1199

H4 931 1546

H4-164 1703

A2－007，A3－008，B2－022，109，C2－005，C3-058,

,3-133,426,,4-047-2，E3－007，036，041，E4－001，

005，010，012，051，093，108，E5－004，F1－017，F3‐

051，104，239，441，F4－002，011，016，049，050，

062，SK12．064，083，085，091，098，099，100，115，

130，133，140，158，365，485－1，G2－014，G3－016，

G4－002，012，020，036，043，046，049，051，052，

054，064，075，080，082，083，088，092－1，107，

112，114，124，125，138，157，G5－001，010，023，

H4－009，011，025，045，064，074－1，076，080，082，

099，110，112，113，116,118-1,125-1,127,129,130，

131,134,137,144,155,157,167-A,175,180,186,194,

196,202,219,232,234,235，238，244，245，247，251，

252，258，294，302，303，305，306，308，324，333，

336，346，348，351，353，361，367，373，374，376，

382，384，391，408，414，418，428，430，439，448，

453，455，456，461，463，467，473，488，490，494，

496，500，506，507－1，509，513，522，538，539，

540，541，550，575，588，601，604，621，626，633，

637，661，668，698，699，702，703，706，709，711，

714，758，787，795，798，800，815，821，830，831，

833，838，843，851，852，858，861，880，894，920，

930，940，986，992，993，996，1009，1010，1011，

1019，1021，1022，1031，1032，1040，1044，1050，

1053，1066，1072，1073，1074，1078，1082，1086，

1090，1101，1102，1107，1109，1115，1130，1141，

1146，1157，1159，1168，1176，1180，1193，1196，

1198，1213，1214，1242，1244，1250，1256，1260，

1270，1272，1275，1281，1286，1295，1321，1324，

1331，1332‐1，1332－2，1334，1337，1359，1387，

1398，1404，1414，1417，1426，1437，1438，1446，

1492，1499，1500，1533，1541，1545，1559，1575，

1581，1586，1587，1593，1595，1600，1605，1612，

1613，1619，1626，1641，1648，1653，1656，1660，

1667，1677，1678，1680，1699，1707，1718，1723，

1730，1760，1762，1765，1768，1775，1779，1781，

1785，1788，1800，1801，1802，1812，1813，1816，

1819，1822，H5－001，008－1，009，011－2，016，019－2，

019－3，021，023－2，023-4，024，027，040，045，048，

054，063，069，070－1，070－2，072，081，083，087，

101，118，126，148，191，194，200，203，205，221，

237，241，247，248，250，262，270，278，290，295，

301，303，305，307，323，330，332，337，339，341，

357，358，367，368，370，391，406，416，429，441，

446，455，481，483
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17B-1(第149図）

母岩17は、青灰色のチャートのものと、青灰色のチャートでありながら白い縞に直交する形で異色

の線の入るものがある。前者を17①として第30表にまとめた。また、非接合資料を17B-1とした。

H4区、H5区を分布の中心として広範囲に分布する。ナイフ形石器1点、スクレイパー5点、

RF44点、UF33点、剥片296点、砕片3点、石核6点、分割燦1点合計389点の資料からなる。
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第150図母岩17A-21の遺物実測図
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第160図母岩17A-1の遺物分布図8=1/100)

」

17A-1第160.209～212図、図版30

G4、H4、H5区で出土した。RF1点、剥片10点、石核1点合計12点の接合資料からなる。節

理面を多く残す角喫または角喫状の剥片を素材とする。正面面・打面とも節理面で覆われている。接

合個体は節理面を介し、(H4-929+H4-925)、G4-093と、H5-432、H4-782,<G4-110+

H4-267+H4-904)、G4-1216、G4-148、H4-1793、H4-1013に分割されている。前者に後

者の剥片剥離の痕跡が及ばないことから、前者を分割、または剥片剥離した後に後者が行われたと考

える。

まず､<H4-929+H4-925+△→G4-93)の剥片剥離を行う。次に打面を90.転移し剥片剥離を

行う(H5-432→(H4-782+A)→<G4-110+H4-267+H4-904)･それぞれの背面には同一

の打面を有する合計4枚ほどのネガティブな剥離痕跡を留める。また、背面稜を取り込むように打点

を左右に移動しつつ後退させながら行われている。G4-140は、3回程縁辺から剥離調整で整形した

のち、H4-1216を背面から折とるように<H4-267+H4-904)を剥離し、さらに末端部に刃部を

作り出す。H4-1216とG4-148+H4-1783+H4-1013は不純物の多いために二分割されたもの･

G4-148は、ネガティブな面より一回(H4-1783+A)、ポジティブな面より5回剥片剥離を行う。

G4-1216は、長軸端に腹面より7回ほど刃部調整を施す。

17A-3第161図）

H4-160→H4-022→G5-038測点なし）→H5-324→G4-009

G4、G5、H4、H5区で出土した。即1点、UF1点、剥片3点合計5点の接合資料からなる。

板状の大型剥片の接合例である。板状の大型剥片は打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、

素材剥片の主に表面側から剥片を作り出している。
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第161図母岩17A-3の遺物分布図(8=1/100)
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17A-6第167図）

H4-098→H4-1000

H4-145→G7-070→H4-811

G5、H4区で出土した。RF1点、UF1点、剥片

10点合計12点の接合資料からなる。表面、側面には

節理面を大きく残す剥片の接合例である。

う

4

I
H

L
1卜

17A-9第163図）

H4-1487→H4-663→H4-1225

H4区で出土した。剥片3点の接合資料からなる。

小型剥片の接合例であり、節理部分から剥離したも

のと打面調整した面から剥離したものが剥離関係で

接合する。

G

」L

第162図母岩17A-6の遺物分布図

(8=1/100)

17A-10第164図）

F3-035→F4-108

F3，F4区で出土した。2点の接合資料からなる。

したものが剥離関係で接合する。

小型剥片の接合例であり、節理部分から剥離
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第163図母岩17A-9の遺物分布図

8=1/100)
第164図母岩17A-10の遺物分布図

8=1/100)

17A-17第167図）

H4-291→H4-1035+H4-1018

H4区で出土した。スクレイパー2点、剥片1点合計3点の接合資料からなる。いずれも破損面で

接合する2種接合である。

17A-19第166図）

H4-274+H4-1058→H4-995→H4-172+G4-111→H4-400→H4-995→H4－172＋G4－O10→

D2-024-1→G4-154→H4-1652→H4-362→H4-078→H4-1060

G4、H4、H5区で出土した。RF5点、UF2点、剥片2点、石核4点の接合資料からなる。接

合体の外面には節理面で覆われている面が多く、初期の剥離はこの節理部分をはぎ取るように剥離が

なされている。次に節理面を除去した部分から剥離を行い、さらに打面調整をしながら剥離を行う。
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第165図母岩17A-20の遺物分布図(8=1/100
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17A-20第165図）

G4-072-H4-1222→H4-230→H5-439→H4-1352

G4，H4で出土した。UF1点、剥片3点、石核1点合計5点の接合資料からなる。板状の大型

剥片の接合例である。板状の大型剥片は打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片

の主に表面側から剥片を作り出している。

17A-22第170.213図、図版33

H4-422→H4-883→G4-073→H4-592

G3、H4区で出土した。錐1点、RF1点、UF2点合計6点の接合資料からなる。小型剥片の接

合例である。まず、節理部分から細い板状の剥片(H4-422と肉厚の剥片(H4-883)がとられる。

次に打面を90.転移し、剥片剥離を行う(G4-073,H4-592)。

17A-23第169図）

H4-413→H5-192

H4区、H5区で出土した。RF1点、剥片1点合計2点の接合資料からなる。板状の大型剥片の

打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の主に表面側から剥片を作出している。
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第168図母岩17A-24の遺物分布図

(S=1/100)

第167図母岩17A-17の遺物分布図
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17A-24第168図）

H4-1262→H4-271

H4で出土した。剥片2点の接合資料からなる。2点は剥離関係で接合する。表面と打面部分に節

理面をもつH4-1262の剥離の後からH4-271を剥離する。H4-271は頭部のみ残存し、胴部、尾

部は回収されていない。
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17A-27第171図）

H4-593→H4-1490+H4-696

H4区で出土した。RF1点、剥片2点合計3点の接合資料からなる。H4-593とH4-1490は剥離

関係で接合する。打面縁調整を行いながらH4-593を剥離した後打面を90｡転移し、打面縁調整を行

いながらH4-1490+H4-696を剥離する。

17A-28第172図）

H5-437→H4-1409→H4-710H4-873

H4区、H5区で出土した。剥片3点、石核1点合計4点の接合資料からなる。全体が節理面で覆

われる接合体である。節理面に打面を設定し、打面を周縁に転移しながら剥片剥離を行う◎爽雑物が

多く、思うように剥片を得ることができず、節理面を多く残す肉厚の剥片となっている。

17A-29第174図）

G4-105→H4-216→H4-1227

G4区、H4区で出土した。剥片2点、石核1点合計3点の接合資料からなる◎表面に節理面を残

す板状の大型剥片の打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の主に表裏面から剥

片を作り出すタイプである。

17A-30(第175図）

H4-091→G4-113-H4-1556

’

H4-1384

G4，H4区で出土した。剥片2点、石核2点合計4点の接合資料からなる。表面に節理面を大き

く残す接合体でH4-091、G4-113、H4-1556とH4-1384は分割面で接合している。G4-113は

節理面を打面としながら剥片剥離している。

17A-33第173図）

…□→H4-1572→H4-084+△→H4-1036+H5-393+F4-090+△→H5-026→H5-431→H4-1461→

G 5-003としロ…

F4区、G4区、H4区で出土した。剥片9点の接合資料からなる。表面に節理面を残す分割磯を

素材として分割面を打面として剥片剥離を行う。打面調整はしない。H5-026は剥片素材の石核で素

材の縁辺に打面を設定し、表裏面から剥片を作出する。



第4章寺屋敷遺跡の遺構と遺物144

ｒ

工
叩
Ⅱ
い
②
訓
『
ゴ

Ｆ
Ｍ
Ⅱ
い
い
今
．
］

可可一

45

●
●

●

●

●
●

●

’

H

1卜

G

●

イ卜

I F

」_LL

第173図母岩17A-33の遺物分布図(S=1/100

17A-36(第177図）

…□→G4-004→H4-515

L→□→H4-073

L，□→H4-203→H4-091

G4区、H4区で出土した。UF2点、砕片2点、石核1点合計5点の接合資料からなる。表面に

節理面を残す接合体。分割藤を素材として分割面を除去した面を打面として剥片剥離を行う。打面縁

を調整し、作業面を左右にずらしながら行う。

17A-37第179図）

G4-061→H5-022

’

H4-399
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G4区、H4区、H5区で出土した。剥片1点、石核2点合計3点の接合資料からなる。上面に節

理面を大きく残す板状の大型剥片の打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の主

に腹面側から剥片を作り出す。G4-061は、側縁の沿って打点を少しずつ変えながら剥離を行い側縁

を成形している。

17A-38(第180.214図、図版35)

H4-1574→H5-154→H4-1397→H5-452(測点なし)→H4-704

H4区、H5区で出土した。剥片4点、砕片1点合計5点の接合資料からなる。剥離関係で接合す

る。打面縁調整を行いながら貝殻状に剥片を作り出す。
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17A-39第178図）

…□→G4-063→H4-1171+A

G4、H4区で出土した。剥片2点の接合資料からなる。2点は剥離関係で接合する。節理面を打

面とし作業面を左右にずらしながら剥離を行う。

17A-40第181図）

H5-122+H5-377+△→H5-005+H5-168+H5-067+H5-443-1+△→H5-311→H5-036-2-

H5-012→H5-421+F4-007

L→H5-080

F4、H5区で出土した。RF2点、UF6、剥片3点、石核1点合計12点の接合資料からなる。表

面に節理面を大きく残す接合体である◎節理面を打面としながら剥片剥離を行うが、交雑物が多く

破砕している。
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17A-44(第184図）

□

L→H4-1486+△→H4-847+△→G4-013→□→H4-1444

G4、H4区で出土した。UF1、剥片2点、石核1点合計4点の接合資料からなる。分割面を打

面とした非常に肉厚な剥片の上面から剥離をし右側縁に平坦な面を作出し、この側面に打面を設定し、

打面調整をしながら剥片剥離を行う。
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17A-46(第182図）

□

L→H4-1253

L→H4-260→H4-1023

L→H4-1757

L→□……→H4-1240

H4区で出土した。RF2点、剥片2点、石核1点合計5点の接合資料からなる｡表面に節理面を

残す非常に肉厚で板状の大型剥片の打面部、両側縁に打面を転移しながら剥片を作り出す。

17A-48第183図）

…□→H4-1703+H4-164→□…

2種接合資料。節理面を打面とする剥片である。縁辺部分には背面側から貝殻状の剥離で刃部を整

形し、さらに細かな剥離を加える。
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第182図母岩17A-46の遺物分布図

8=1/100)

17A-49(第185．215．216図、図版35

…□→H4-1601→H4-328+H4-286→H4-094+H4-288→H4-1576

H4区で出土した。スクレイパー2点、剥片4点合計6点の接合資料からなる。剥離関係の接合資

料である。いずれも節理面に打面を設定し、作業面をわずかに左右にずらしながら剥離を行う。H4-

288とH4-1526はスクレイパーである。側縁全体に剥離整形を行う。

17A-50第186図）

…□→□+H5-497→□→□

L→H5-007

世'H4‐103→H4-142→H4-462+H4-1423

H4区、H5区で出土した。剥片5点、石核1点合計6点の接合資料からなる。背面を節理面で覆

われている接合体である。剥離関係の接合資料である。接合体の表面の観察からまず、平坦な面を打
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面として作業面を左右にずらしながら最低4枚の剥片を得ていることがわかる。次に打面を側縁に転

移し剥離(H5-007。次に末端部分に打面を転移し、打面調整、打面縁を行う。作業面は左右にず

らしながら3枚を剥離する。

17A-51第187図）

･･･□

L→…□→H4-1071→…□→H5-008-2

H4区、H5区で出土した。剥片1点、石核1点合計2点の接合資料からなる。表面に節理面を残

す板状で肉厚な大型剥片の打面部、両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の主に裏面か

ら剥片を作り出す(H4-1071)。

17A-52第188図）

H4-969+A

些修…H5-064+△→H4-987+△→□→H5-017+△→□→□→□→H5-023-1+H4-395

→H4-395

H4区、H5区で出土した。剥片5点、石核1点合計6点の接合資料からなる。平坦な剥離面を打

面としてバルブの発達した肉厚な大型剥片を得る。H4-969は、この加撃によって剥落した剥片。

この肉厚な剥片の両側縁、末端部分に剥離作業面を設定する。剥離は素材剥片の主に腹面から行い、

打縁面調整をした後作業面を左右にずらしながら作り出す(H5-064,H4-987,H5-017,H5-023-1+

H4-395,H4-395)。
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17A-53第189図）

…□…□^H5-157→H5-151→H4-1087→□→H4-124+△→G4-035→H4-090

砦しH5-149→H4-672

G4区、H4区、H5区で出土した。剥片7点、石核1点合計8点の接合資料からなる。表面に節

理面を残す板状で肉厚な大型剥片の両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の裏面から剥

片を作り出す。打面と作業面を交替し、剥片剥離する(H5-149,H4-672)打面と作業面をもとに戻し、
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作業面を左右にずらしながら剥片剥離する(H5-157,H5-151,H4-1087,H4-124,G4-035,H4-090)。

この作業によって得られた剥片は、打面縁調整を行うものが多く、平面形がやや横長で寸詰まりで

ある。

17A-54第190.217図、図版35

H4-314→F4-018

H4区、H5区で出土した。剥片1点、石核1点合計2点の接合資料からなる。石核上面を作業面

とし、側縁部から剥離を行った後、作業面と打面を交替する。次に上面側縁に沿う形で打面調整を行

い、H4-314を剥離する。

17A-55第191図）

H4-1138+H4-1139+H5-096+A

ｰ･H5-534+A

H4区、H5区で出土した。剥片4点の接合資料からなる。いずれも節理面を打面として剥離を行

っているが、丈雑物が多いために剥片が破損し、一部が回収されていない。

17A-56第192図）

H4-162+H4-1354

H4区で出土した。UF1点、剥片1点合計2点の接合資料からなる。2点は破損面で接合する二

種接合である。節理面を打面とする剥片でいずれも背面は節理に覆われている。
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17A-57第193図）

…□→G4-003

L･□→H4-195

G4区、H4区で出土した。剥片1点、石核1点合計2点の接合資料からなる。H4-195は表面

を節理面で覆われる剥片で両側縁、末端部分に剥離作業面を設定し、素材剥片の裏面から剥片を作出

する(G4-003)。次に打面を表面に転移し、剥片剥離する。
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17A-58第194図）

H5-427+△→H4-667

H4区で出土した。剥片2点の接合資料からなる。2点は剥離関係で接合する。平坦打面から小形

の剥片を得ているが交雑物も多く、H5-427は破損し一部は回収されていない。

ｒ

工
Ⅱ
い
い
Ｎ
コ
ョ

Ｆ
Ⅱ
い
い
の
『
ゴ

可「

4
可

4 エ
Ⅱ
い
の
Ｎ
『
ゴ

Ｆ
Ⅱ
い
い
①
コ
ー

！ ／“
H

1卜
L 」

第192図母岩17A-56の遺物分布図

(8=1/100)

G

」L

第193図母岩17A-57の遺物分布図

(8=1/100

ｒ

工
Ⅱ
い
い
Ｎ
『
ゴ

Ｆ
Ⅱ
い
い
の
『
ゴ

－1ー「

45

●～●1
H

一L －1L

第194図母岩17A-58の遺物分布図

8=1/100



第11節母岩別資料 155

１

Ｆ
Ⅱ
い
い
の
『
ゴー

ｒ

エ
Ⅱ
い
い
凶
．
〕Ｉ

ｒ

工
Ⅱ
い
の
Ｎ
．
］

Ｆ
Ⅱ
②
い
①
．
］

一1

、

H

~I5
4

’i 、 H

_」LL 」

第196図母岩17A-60の遺物分布図

(8=1/100)

第195図母岩17A-59の遺物分布図

(8=1/100)

17A-59第195図）

H5-426

些修H5‐369

H4区で出土した。UF1点、剥片1点合計2点の接合資料からなる。H4-426は表面を節理面で

覆われる剥片で、夷雑物が多いために破損している。破損面を打面としてH4-369が剥離される。

17A-60第196図）

H4-544→H4-301

H4区で出土した。RF1点、UF1点合計2点の接合資料からなる。平坦な打面から小形でやや寸

詰まりの剥片を得ている。剥片は打面縁調整を行い、作業面を左右にずらしながら作出される。

17A-61第197.218図、図版31

…□→H4-256-2→H4-841

H4区で出土した。スクレイパー1点、剥片1点合計2点からなる。H4-841は平旧な打面から

剥離されている。背面の剥離状況から作業面をややずらしながら剥離されていることがわかる。剥片

周縁には急角度に刃部を調整している。
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第199図母岩17A-64の遺物分布図

8=1/100)

第200図母岩17A-65の遺物分布図

(S=1/100)

17A-64第199図）

F4-110+F4-127

F4区で出土した。UF1点、剥片1点合計2点の接合資料からなる。2点は破損面で接合する2

種接合資料である。接合体は表面を節理面で覆われている。

17A-65第200図）

F4-009+F4-134

F4区で出土した。UF1点、剥片1点合計2点の接合資料からなる。2点は破損面で接合する2

種接合資料である。接合体の背面はポジティブな剥離に覆われる。

17A-66第201図）

H4-1320+H4-1172

H4区で出土した。剥片1点、石核1点合計2点の接合資料からなる。H4-1320は節理面を打面

とした剥片で、H4-1172は、この剥片の右側縁に作業面を設定して素材剥片の表面から剥片を作り

出す。
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17A-67第202図）

H4-502→H4-1643

H4区で出土した。RF1点、剥片1点合計2点の接合資料からなる。2

種接合資料である。H4-1643は、破損した後に周縁から剥離を加えている。

2点は破損面で接合する2
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17A-71(第206図）

…□

L→…□→H4-077→□…→H4-170

H4-170は、サイコロ状の石核である。裏面にわずかであるが、主剥離面を残す。剥片の両側縁、

末端部分に剥離作業面を設定して素材剥片の裏面から剥片を作り出し、次に打面を裏面に転移し剥離

をしている。

17B-2第207図）

母岩17は、青灰色のチャートのものと、青灰色でありながら白い縞に直交する形で黒色の線が入る

ものがある。前者を17②としてまとめた。

また、非接合資料を17B-2とした。

H4区、H5区を分布の中心として広範囲で出土した。スクレイパー1点、RF18点、UF18点、剥

片90点、石核4点合計131点の資料からなる。
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18B第208図）

H4区を分布の中心としてA2区、B2区、C2区、C3区、D2区、D3区、D4区、E3区、

E4区、F2区、F4区、G2区、G4区で出土した。スクレイパー2点、RF2点、UF4点、剥片27E4区、F2区、F4区、G2区、G4区で出

点、石核1点、分割喋2点合計38点からなる。
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母岩17②の器種組成表

160

2表母岩18の器種組成表

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器 種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割燦 二種接合 接 合 番 号

17 A 1 2 チャート 12 1 10 1

G4-093,110,148,H4‐267,782,904,925,929,1013

1216,1783,H5-432

A 3 2 5 1 1 3

G4-009,G5-O38(測点なし),H4.022,160
H5-324

A 6 2 5 1 3 1 G4-070,H4-098,145,811,1000

A 9 2 3 3 H4-663,1225,1487

A 10 2 2 2 F3-035,F4-108

A 17 2 3 2 1 H4-291,1018,1035

A 19 2 13 5 2 2 4

D2-024-1,G4-010,111,154,H4-078,172,274,362,400

995,1058,1060,1652

A 20 2 5 1 3 1 G4-072,H4-230,1222,1352,H5-439

A 22 2 4 1 1 2 G4073H4-422,H4-592,883

A 23 2 2 1 1 H4 413H5-192

A 24 2 2 2 H4 2711262

A 27 2 3 1 2 H4 593RF-696,1490

A 28 2 4 3 1 H4 710878,1409,H5-437

A 29 2 3 2 1 G4 105H4-216,1227

A 30 2 4 2 2 G4 113H4-091,1384,1566

A 33 2 9 9

F4-090,G5-003,H4-084,1036,1461,1572,H5-026

393,431

A 34 2 59 44 11 3 1

F3-062,F4-057,132,G4-086,116,H4-002,019,023

071,159,168,187,199,222-1，224，225，228，257，261

282,307,343,360,371,401,420,452，476，505，526，594

611,640,846,891,915,924,927,967,1051,1069,1096

1125,1162,1173,1189,1218,1273,1299,1315,1385

1568,1603,1604,1629,1665,1687,1755,1828

A 36 2 5 2 2 1 G4-004,091,H4-073,203,515

A 37 2 3 1 2 G4-061,H4-399,H5-O22

A 38 2 5 4 1 H4-704,1397,1574,H5-154,452(測点なし）

A 39 2 2 2 G4-063,H4-1171

A 40 2 12 2 6 3 1

F4-OO7,H5-005,012,036-2,067,080,122,168,311,377

421,443-1

A 44 2 4 1 2 1 G4-013,H4-847,1444,1486

A 46 2 5 2 2 1 H4 2601023,1240,1253,1757

A 48 2 2 2 ○ H4 1641703

A 49 2 6 6 H4 094286,288,328,1576,1601

A 50 2 6 5 1 H4 103142,462,1223,H5-007,497

A 51 2 2 2 H4 1071,H5-008-2

A 52 2 6 5 1 H4 395,969,987,H5-017,023-1,064

A 53 2 8
弓

イ 1
G4-035,H4-090,124,672,1087,H5-149,151,157

A 54 2 2 1 1 F4-018,H4-314

A 55 2 4 4 H4-534,1138,1139,H5-096

A 56 2 2 1 1 ○ H4 1621354

A 57 2 2 1 1 G4003H4.195

A 58 2 2 2 H4 667H5-427

A 59 2 2 1 1 H5 369426

A 60 2 2 1 1 H4 301544

A 61 2 2 2 H4 2562，841

A 64 2 2 1 1 F4-110,127

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

５
６
７
１

６
６
６
７

２
２
２
２

２
２
２
２

２
１
１

1

１
１

1

F4-019,134

H4-1172,1320

H4-502,1643

H4-077,170

B 2 131 1 18 18 90 4

，

フ

B2-006,C2-001,C3-119,,2-036,127,152,,3-001,045

438,,4-008,E3-084,F3-065,172,189,F4-097,101,105

106,109,144,163,241,250,G3-OO3,G4-011,040,050,

097,100,104,G5-042,H4-038,119,163,184,192,198,

210,227,231,254,255,332,349,363,365,406,407,424,

440,458,466,469,508,530,535,536,545,590,642,665,

713,796,829,849,867,869,870,888,897,932,943,1024

1076,1077,1081,1084,1094,1099,1126,1133,1140,

1188,1197,1203,1269,1450,1498,1534,1552,1556,

1594,1695,1709,1720,1792,H5-002-2,019-1,023-3,

044,051，052，082，088，092，108，147,150,152

158,159,169,190,225,231,286,294,306,316,331,343,

351,395,408,411,413,415,425,436,

445,472,496

番号
B：

非接合
枝番 識別 石材 器種

合計 ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩・分割篠 二種接合 接 合 番 号

18 B 38 2 2 4 27 1 2

A2-009,B2.074,C2-119,C3-028,062,109,,2-010,137

203,,3-108,151,,4-073,E3-313,E4-011,F2-512

F4-066,305,308,G2-019,G4-161,H3-001,H4-114

128,169,178,212,285,449,658,881,1004,1014,1158

1161,1163,1219,1224,1820

401 0 1 6 0 38 44 262 16 30 4
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凡例

1．出土遺物の実測図

すべて4／5に統一した

1）遺物の整理

遺物の類別は、A:石器、B:土器、C:鉄器、D:木炭、E:喋として区別し、それぞれを細別

した。Aについては、A1:製品類、A2:剥片、A3:砕片、A4:石核とした。Bについては、

B1:縄文土器、B2:灰粕陶器とした。Eについては、Elを牒、E2を焼撰に細別し整理をした。

4）石器の遺存状況に関して

完形と破損品を区別する。破損品は横割れと縦割れにわけた。さらに横割れとしたものは打面部と

尾部の依存に注目し、打面部付きはH、打面部・尾部無しはM、及び尾部付きはBに三分する。縦

割れは背面から見て、左右側縁部の有無を基準として、左側縁付きはL、右側縁付きはR、及び両

側縁無しはMに分けた。

5）石器の長さ・幅・厚み・剥離角の計測方法

下記の図上の位置を計測した。剥離角は5度刻みで示した。破損している場合は（）内に計測値

を記した。

6）石器の背面構成に関して

背面を形成する剥離面の最終打面を基準として、最終打面に由来するものはH、これに対抗するも

のはB、背面からみて旧右設打面によるものはR、旧左設打面によるものはLとした。他に自然面N

と節理面Cを区別する。なお、剥離面のカウントには頭部調整やハジケによる小剥離痕は除外した。

7）石器の打面形状に関して

打面形状の表記(注1）は、以下に基づいている。

打面形状

第219図打面形状の表記

8）石器の末端形状に関して

端部をぬけるものはA、階段状あるいは蝶番状はB、石核底面～背面をとりこむものはCに分

ける。

註1.竹岡俊樹「石器研究法」1989言叢社
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(旧石器）
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(備考）
H4 Ⅷ 673 941019 336.503 剥片 一

元 3.1 4.6 1.2 90 1 0 0 0 1 0 B 1.9 1.1 B 1A 14.8

H4 Ⅷ 1135 951126 336502剥片 完 Ｅ
ｕ 4 6.6 3 130 1 1 0 0 0 0 G A 1A 558

F3 V 463 950629 333807剥片
｛
元 22 1.3 0．6 1 0 0 0 1 0 A 2 0．5 B 1B 23

H4 Ⅷ 253 940902 336470剥片 H (15） 3 05 1002 0 0 0 0 0 A 2.3 0.4 1B 26

H5 Ⅳ集石付近 234 931028 336176剥片 B (22） 2.3 06 0 0 0 0 1 0 G A 1B 38

H5 Ⅷ 410 941104 336454剥片 完 55 7.5 26 150 2 0 0 1 1 0 A 1.2 0.5 B 1B 770

H5 Ⅳ・V 414 941104 336402剥片 完 8 4.1 09 1250 0 0 1 0 0 A 5.3 1 A 1B 362

H4 Ⅳ 171 940831 336.540 石核 10.4 6.5 4.3 0 0 0 0 1 01－ 3A 250.3

H4 Ⅷ 183 940902 336.568 剥片 完 1.5 4.6 0．6 100 0 0 0 0 0 0 c 4．6 0.6 A 3A 4．2
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画恥｜詞…百■■rーで面画ロー面nmm、■■画＝ー田■■ｰmー■■■■■
画面’応殖…ー白面壷Ⅷ一目目■目目目邑百＝＝■■戸、一■■■■■
画一’r麺…一画面面面面F面面面面面面画ヨョー戸、一■■q■■■
画”｜庶珂…一画一mm=ロﾛ、、皿 回皿E画■■回■■皿■■－■■匹回一■■■■■
画…’r百浬…一画師、面面、 面 面 面 面 面 口 回 ■ ■ 画 一 － ， － ■ ■ ■ ■ ■

■麺「……一画皿印可函F■■■、匝面■旧圃■■画＝－－■■囚]…■■■■■
■ 麺一睡亙豆亜…一画画面画mEmm m m 四 回 一 目 ＝ ■ ＝ ■ ■ ＝ ＝ m 一 両 ■ q ■ ■ ■ ■

曲－－’r爾厘…同壷一一一一一一両師団、、面面画画面■■－■■匹回一■■■■■
雇玉一睡庖詞…固一■即■和画一目目目目目目包ヨョー■■－m一画■■q■■■
毎…1研面…一面画面即章君扉面面面面面面画ロﾛ画画＝－－，－Ⅱ■■■■■
面函’研面誌別一画面而■■z■■画面n回回回回四画ヨー■■－－－■■■■■
画 、’ 耐…罰一両＝画”面画面画面面面面面画■■画画一一一■■■■■

■麺画阿ﾛ■■雨雨一国＝■■■面臣国百国百百百画ヨヨー＝四一I■■■■■
日嗣扉臣面一F壱壷口跡両一画画面耐画而面而面面可面面回国画面画画画画一＝聖＝型I■■■■■

■■雨…閲一一．■巧＝。回四面面面回国画面画面■L■■■画聖＝型Ⅱ■■■■■
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匝圃悶畷 両軍 咽囲E狸田圃＝圃囲
四面顧司■ ■■…■…句一四一一画 ＝而而面面ﾛ画面咽一回■■国■■■■皿ロー
面匠…＝雨…一面画画、＝函圃＝ 函mmmmmﾛ■弓匡＝＝■■Fﾛﾛ■■函

■和ﾛ唖弔w 訂 酎 ﾛ ■ ■ … … 一 国画面画面画＝目目目目目臣＝－－－■匹回＝
壷一m羽■■■匪買函…一画ﾛロ函■－画＝、ﾛ画、nmm画ロー雁＝…z■■■F、一画

■詞ﾛ画弔w ﾖ … ﾛ ■ ■ ■ … … 一国嗣毒mEggg目目目＝＝■■－－Fm－
I……ー－－－－丙面面面面、函『■■■豚＝－＝Fm－面

H4 Ⅳ 97 940825 336.511 石核 M (6.9） (5.2)’（2.2） 1 1 1 1 0 0 15A-1 73.3

H4 Ⅷ 369 940907 336.564 剥片 完 4 310．8 0 2 1 0 1 1 A C 15A-1 13.2

匡 師■■■…… 四■■■画一■■■■面面面面面阿一目呂■■ー
ー函■■■…… 画＝ － 画 面 面 面 画 一 ＝ ー 団 … … ■ ■ ■ ■■

函一師■■■…… 田圃 一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ご ー ー ＝ … 画 ■ ■ ■■■
函 一両■■■…… 目画面ロ■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■ﾛ■■■ロロロ■■■ﾛﾛﾛ■■王国■■■■

ー… ＝－－面面面面画面■■ーー＝ー■”ー一

函一両河■■玩画…一国－町一 口酉 ロロ 酉弓 一＝
函一師■ ■ 宛 扉 目画一印■■■画画■弓目目目目■国……

耐ﾛ■■…… 国＝可一一国ロロロ画弓＝＝ーーF画璽画

盲、、雨 冠 … 園 画 一 雨 刊 画一■■町、■■面■■ー＝ーー…
函両君■l……ーﾛ■■室ロー 函 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ － － － 顕 ﾛ … ■ ■ ■ ■■
塁………闘而宮一雨■■■■画面面■■ 面 面 目 呂 ■ ■ 呂 呂 ■ ■ 目 呂 ■ ■ ー ■ 唖 ＝ 詞 ■ ■ ■ ■■■
配一面……同面＝、ー和画面面面血豆＝団ﾖ■■[■■■■麺一■■■■■■
函一睡……F"＝”＝一■■■■■■面面面面■■ーーーー■”＝雨■■■■■ ■
函、－一．……醇詑＝一回圃圃F和面面面面■■ーE■■■団ﾖ■■ー■”■雨■■■■■■
函一m……園"＝■面F－一団面面面面記一＝画一…ー■■■■■
函 一 “ … …Fm－函叩Ⅳ■■■■面面面面■■■■ー＝＝[■■■…＝”■■■■■■
皿印一二二 … … 屑 咽 ■ 印 可 ー 弓 ■■■■画面面面nm＝目一一…‐固■■■■■■
配一一……園画一一一m…ーーﾛ旧画面面面、､■■■E■■■皿ﾖ■■[■■■…ー■■■■■■
函ﾛT雪弔詞I……闘一一"－回口和■■、面面■■ーーﾛ■■■ー…亜■■■■■
函『【詞雨I－雨…一E■■■、ー司一、面面面面画一一園■■ー…‐■■■■ ■
函『【認囲l……扉一一…回Ⅳ■■■■面面面面面■■『■■■咽図ﾖ■■[■■■……■■■■ ■■
唖ﾛで認詞I……闘画＝－■、…印■■■■■■両面面面、■■■■■■■■ーーー－瓦■■■■ ■■
函ﾛT認開l雨…扉一一mmm即 画 面 即 面 面 函 一 一 価 [ ■ ■ ■ … ー ■ ﾛ ■ ■ ■■
函『瞬癌画■■■……扉＝[■■■団圃F■■■■面面面面面■■■■■■■■■■■■…罰■■■■■
函ﾛで認詞画函……扉一■■■■田岡W■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■…雨■■■■■
函ﾛで認囲一 ■ q ■ … … ー E ■ ■ ■四面一一皿画mnnn－－F■■■■…咽■■■■■
亜ﾛ瞳認弼戸面……一一mmm－Tnnnn■■『■■■直冨[■■■……■■■■■
函ﾛ 瞳 認 洞面■■■……ー『一~mm－一m面面面面■■ｰ■■■■■■■■ー…■■■■
函 ﾛ 函 認 調唖ﾛ■■……扉一一mⅣ一■■■■■■面面面面、ー■■■■■■■■ー…一
函ﾛ四囲耐ﾛ■■……ーE■■■■圃師…面面画面面■■軍E■■■ー■■■■…司
函ﾛ 函 認 囲罰ﾛ■■……扉一一mロ町田面面面”画■■m■■炉個[■■■…。
函ﾛ函認詞函■■■……ー[■■■即一一■ ■■■■画面面面、■■■■■■■■■■■■■■ー……
函ﾛ硬認調函ﾛ■■……ー■■■■ー。＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■…一
雨ﾛ廊認聞 配 ■ ■ ■ … … 一 一 面 ー一■■■■面面師面面配一一幅[■■■…宅
配一面ﾛ■■……露祁一■■■■即叩即■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■…＝
函 一［■■■…ー

回■ ■P面一軍… E■■■…叩一■■■■■■面面面面印■■■■■■■■■■■■屯……
ー唖ﾛ ■■…… E■■■m一一■■■■■■面面面面■■■■■■■■■■■■■■■■■■■……
＝Fョ…… E■■■ーー叩一面面面面師面一一一■■■■…ー

ロI: ■I ……弓－面面面■■■■■■竜一画一…ー
ー雨■ ■■扉… 四一… … ■ ■ ■ ■ ＝ ＝ 和 面 面 印 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ … ー
ー扉‐雨…．■■■■ …
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島
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、皿ﾛ■■■回ﾛ■■……ー[■■■…印字一 画 記 顧 n m 面 ■ ■ ■ ■
画一■ 回■ ■……一一……ー■■■■■画面nm面面■■■■■＝目…＝ー
函､－－－……一ー……ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー…ーー
函一岡■■■……－－コ■■■■皿岡配■■面■■面面重囲■■ロヨ■■画…－－
函一雨■■■……ー■■■■団囲Ⅳ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー一雨ーー
函､－－…扉一[■■■、ーー■■■■画面面、画面■■■■■■■…ーー
函一画ﾛ■■…… ー■■■■…ー一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー…ーー
函一 印 ■ q ■ ……一■■■■、……■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■田目…一ー
函即一一．－ ~ … … 一 [ ■ ■ ■ 印 可一■■■■画■■面nnnF■目■…ーー
晒一壷…… 症 一 一 ” 。n皿面n面、画囚、■雨一一
皿、－……胴一一戸一■■面面、目一一目呂■■…ー一
晒一……… 一 団 ■ ■ ■面面咽四ｺ■■‐ー…＝司一
晒即一両ﾛ■■… …閥麺一一m＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一一…ー＝

函一歴……面 雨 一 一 m m 面面面面、『■■■酉＝ー■雨－－
唖、－”ﾛ■■… …－1■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一■■■■ー亜画室”ー
函一函……園圃一一面■■■■■■記顧nnn昌呂■■＝ーー…＝一
”＝師…雨闘一一・一・面■■■■■■画面師面面咽一目呂■■ー■雨＝詞、ー
■麺一"……闘唖一■■画画面、面面重囲■■国一■唖一画”ー
函＝ 扉 … … 闘 囲■■■■－－画一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー■■一一＝恵一師一
函心配……闘一 雨■ ■■ ■画画面面面、■■■＝ーー■唖一”ー
■麺一……ー国璽雨一■■■■■■、■■面画面一一一一■唖一一
■、、函……一一一－一塁…ﾛ■面面、面面竜圏■■ーー■唖一一
■Ⅷ－－……圃圃一四F一面n面■■、n画皿■■ー田■■■唖＝画一
亜即応……闘一一一面■■■■画而■■ ■画 ﾛ■ ■■ ーー ＝[ ■■ ■■ 雨＝ 冠” ー
唖一応……岡一一一m■■面■■面面同■■■＝ーー■両＝画配一
函唾歴…… 圃雨■■■■■■■画面、面面一一一一■唖＝画一

一■■■■ー－■■■■■‐‐－－‐－－－疎]配一

■■■函■＝和咽一面■■画面面面咽四一 mm……’’
ー函■■ ■…… 薗耐…一一画面面面面面咽､■■■ロヨ■■■■■…一一
＝唖■■…… 面画画面m､回回n回回皿画画画画面ロロ■…－－

… 画宇m面面面面面面画面画画面■…－－

H4 Ⅳ 10 940614 336.589 剥片 H 2.1 2.7 1.1 0 0 0 0 0 1 16A-3 5.1

H4 Ⅷ 394 940912 336.589 石核 3 4.6 2.6 16A-3 28.5

H4 Ⅳ 93 940824 336.483 剥片 完 4 3.4 1.1 115 1 0 1 0 0 1 A 1 0.4 B 16A-4 16.5

H4 Ⅷ 1554 960528 336.608 剥片 完 3.1 1.3 0．8 80 1 1 0 0 0 0 A 0.8 0.6 A 16A-4 2.6

F4 Ⅱ 6 A 930910 334.496 剥片 完 3.6 1.8 1.1 120 1 0 1 0 0 0 C 1.7 1 B 16A-5 6.9

G4 Ⅳ 94 940823 336.327 石核 4．3 4.3 2.5 16A-5 38.7
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一団■■面面…一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■……ー
ー師ﾛ■■……ーE■■■F 一 面 戸 和 面 面 面 面 n m ■ ■ ■ ｜ ‐ - - - 緬 司厩一
一■、■■■……ー[■■■、、…■■■■■■面面面面■■■■■■■■■■■■■■雨…厩
一…■匝寅函…ー『画圃■、ーー■■■■面面面面面函一■■■■■■■■緬一厩
一面羽■■■唖麺…ーE■■■四回…ー函面面面面■■画雨…厩
一睡面■唖”■…､一国、ー、一印画画面両国一■■■■■■■■両一睡
一…■■■唖”■唾阿雷同一睡壷”‐四F面面面面n画■■■■■■■■■■■■■■扇面一室
一四■ ■ … … 一 画 画 面 、 画 回回回回回回一■■■■■■■■■■忠－m
一■画圃■■■唖”…面一＝画面示一~画面面面面面一雨両一唾
一■阿圃■■■睡爾E■…m一回面皿■－－■面面面■■■■■■■■■■■■■■忠一醒
一皿■■……ーE■■□、 両 面 雨 m n n n n n l ~ 雨 諏 ＝ 配
一 四 ■唖而圃…ーｰ■~~~－■即面面nm1．－－

居竪雪騨講 再零
回■■■罰ﾛ■■…… 田■■

~ーー……
ー師面■■面面面咽旧一一…ー
ー■■面面面面画一……■■■■…ー
ー回戸面、師面■■■■■■■■■■■■□…

出土

地区
出土層位

遺物

番号

枝

番号

出土

年月日

高さ

(、）
種別

遺存

状況

長

(m､）

幅

(m､）

高

(m､）

剥離

打角

背面構成

H R B L N C

打面
形状

打面長

(m､）

打面幅

(m､）

末端

形状

］
石
口
言

母
番

質量

(9）

図版番号

(備考）

H4 Ⅷ 211 940902 336.569 石核 4.6 5 2.9 16A-5 62.4

H4 Ⅷ 708 941020 336.528 求1片 完 2.4 4.2 1.2 120 0 2 0 0 0 1 B 3.3 0．7 A 16A-5 13.1

H4 Ⅳ 81 940824 336.528 石核 3．1 3.3 2 16A~6 21.1

H4 Ⅶ 249 940902 336.543 剥片 完 2.7 1.9 0．8 110 1 0 0 0 0 1 C 1.7 0.8 B 16A-6 3.1

H4 Ⅳ 146 940829 336.611 コア M 3.7 4 1.9 0 0 0 0 0 1 17A-2 27.4

H4 Ⅷ 543 940909 336.605 剥片 H 2.3 2.7 1 1302 1 0 0 0 1 B 2.4 1.1 17A-2 5.9
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‐四mmF函面面■■■■町回--‐
、■■■■■■同一禿… ー……画一面面面配n町目■■ﾛ■■■■■■
ー…‐…… ーー‐ ＝ 、 ＝ 函 血 函 面 、 面 面 一 函 一 一
一 面P■■雨…‐ ■。四画Ⅶ－，mm、■■町一目■■■■■■■■…ー画
一雨醒■■■■■■■■■■■■ ［】■■皿■図ﾛ画一■'■■■面面画師■■■■ﾛロー■■■■■…■■■■■

’'一口■■ー咽■和昭皿両面面面■可＝一一唖
11 陵一一コ…ー弓自国■■目自国■■■目I■■P

一 四■■ーー…雇団、面面面面弓国F‐
一 団 ■ ■ … ‐ Ⅷ亜面、師面面、、画「－
－ー＝画面F而函mmmmnm－-‐一
一 一 一 一 ■ 石 口凸面面■■面■

皿■■、ー咽 国 面 面 面 面 面 画 一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ - - -
函一口■■■…… ＝■四■＝、団叩面面面面匝咽E■■■「■‐－‐
函一印■■■雨… ＝＝ー画面弓師面面面面■■唖一画画一-‐
晒 一■m■■■ … … 。 ＝ ＝ … 四 ■ 目 自 目目F■■■■■■■■■■■■■■一…罰I
亜一雨■■■ … … ー‐ーー■■■■■■両面面面■■一■■I■■■■■■＝…

ロI呂 Iロ 目 呂 ■ ■ 。…画一面面、面面印■■■■■■■■■■■■■■■■…罰
、ー師ﾛ■■ … … －ー叩一一■■画面函面函一一四[■■■…回
唖…”ﾛ■■ … … ｰ……ー■■■■■■■■■両面F■■■■■■■■

ー ｰ … … … ■ ■ ■■■■国面面nF■■■■酉、■■ー…
、皿■■■皿■■……一回■■■回、画閲両面、面面Fｰー一‐函一
顧■､而画■ ■ ■ 画 爾 ■ … 一 四 m師画一_、、■■面面面庫一雨亜
■亜■一回■■■臨画■…ー‐圃即叩師函■■面両面■■＝ー圃璽一
m一皿■■… … 一 四 m 皿 ■■■師団画面面面師■・…雨一
■麺一睡■■■……－－面ーヱ ー画配面面n回

ロI■ ロ ■ ■ ■………ー■■面面面面画一■■■■■■■■ー…＝
晒 一耐■■■…… ＝ ー ＝ 叩■■■■■■面面面面面一一一＝…再

－m■■■雨… E■■■函

出土

地区
出土層位

物
号

遺
番

枝

番号

出土

年月日

高さ

(、）
種別

遺存

状況

長

(m､）

幅

(m､）

高

(m､）

剥離

打角

背面構成

H RB L N C

打面

形状

打面長

(m､）

打面幅

(m､）

末端

形状

母岩

番号

質量

(9）

図版番号

(備考）
H5 Ⅳ礁石付近 324 931104 336.332 RF H (3.2） (4) (1.5） 110 1 010 1 0 0 B 2.3 1.6 17A-3 15.4

F2 位置不明 68 941019 剥片 完 1.8 1.4 0.6 115 0 1 0 0 0 0 A 0.6 0.7 B 17A-18 1.3

F2 Ⅲ 70 941020 334.715 石核 4.5 3.8 1.7 0 0 0 0 0 1 17A-18 34.4
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■麺rr郡爾砲函雨一四画ⅧⅦ…＝F■■画面面面画一＝ーー
唖雨…一画四両＝戸雨mmm■■、■■－－＝■■＝……■■■■■
”… … 一画面画面匿回■■、ロﾛ画函一一一一■”ロー面■■■■■■
函、……一 回 ■ ■ ■ 、 壷 云 E F ■ nmmmm－－＝■■＝■■■西口＝”■■■■■■
■、……ー 画 廊 … 図 面 Ⅶ 画 雨 、 ■ ■、■q回皿画■■四ﾖ■■因■■＝■■…＝■■■■■
唾詞……一面面面■圃画…＝四■雨、■■叩面面■■E■■■ーー[■■■■”ロー画■■■■■■
函咽……闘圃一一一一一一m■面面、、■■竜……＝■■■”ロー■■■■■
函、一…… 圃 壷 一 ＝ ‐ ■ 匠 面 ■面面■ﾛ■■■ｰー面■[■■■■唖ロー一
函、一：……ー『ー‐－‐‐‐－－■面面函『■■■豚■四ﾖ■■[■■■■”画一冠■■■■■■
塵厘一園……‐‐■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一ーーーーー■歴ロー函■■■■■■
函一面ﾛ■■……ー－＝=ー一■■■■■■吋面面面■■ー＝ーー■顕ロー■■■■■
函 一 雨 ﾛ ■■……‐－－－函■■■■■画面面面、■■ー目呂■■ーー■罷回一画■■■■■■

ー＝ーー■■■■■■■ﾛ■■I■■ﾛ■ﾛ■■■ﾛ■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■＝ー■四四■■四mI■■■■

［■■■四四…一面面面面師団■■■■皿 ■■「一■……’’
ー罰ﾛ ■■…… 可一三二覇一一面面面面、■■ー咽団ﾛ■■■1,,■■■■■
ー”ﾛ■■師…・ ■ー叩皿■■■■面面面面師団■■■■■■■■■■l■■■■■
ー”ﾛ ■■認… 函■■ー…ー■■■■面面面■■面■■ー■■■■■■■■■11■■■■■

ー■■医■‐＝■■■■面面面面印画■■■■■■■■■■■■‐’■■■■■

函一四■■……ー一…面面、面面■■ー
亜一面■■■…… ■、m■■■■■■■丙面面面面印■■■■■■■■■■■■■■■■…コー
ー唖亘……－ーー叩一一面面面師面咽胴旧匝＝ーー

ー 面 面 面 ■ ■ 即 面 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ……ー

mmn■■■ ■ ■ 皿 ﾛ ■ ■ … … 。 ■ ■ ■■ー
配一面ﾛ■■…… 固 一…一－，，，，，四画皿ﾖ■■ﾛ■■■■…、
晒一唖ﾛ■■…雨 囲一一司一函面面nF両用団F■■四厘…一
晒 一 ” ﾛ■■……‐医■■、ーー一Z卑司、画面■■■F四回…＝
亜一雨 ﾛ ■ ■ … … 一 画 。固■p画面臣匝『■■弓一…ー

IIIII

亜－m■■■■……’’’’1111’,…弓
晒ﾛ『■ ■ ■ F ロ ロ ■■……lIlllI，……

ppI IIIII■

pI IIIII

歴一軍■■■…扉 ［■■■………■■■■画面圃画nF■■■■■■■■■■■■一……
函一画ﾛ■■雨… E■■■

■11 ー コーュー面面nmnmr■■■酉F■■■■マー
亜一面一一… 函■■、■■■■四m■■面面画面印■■■■■■■■■■■■■■■■…＝
函一”ﾛ ■ ■ … … E■■■………ー、画面面面■■ーーー■■■■…田
園一mﾛ ■ ■ … 雨

■IpIロ；I ー画■■面■■面面■■■■■■■■■■■■ー…－
皿一面一壷… 四一…ーーn面、固■面■■ー咽一四…回
函一歴■■■雨…． ＝＝ーー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■…

EI■■ー‐ーI■■■■■■■■■■I■■I■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■‐I
函一四■■■…雨。■■■■■■ー咽－1■■■■■■■■■■■■I■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■弓’
函一面■■■雨… 団|■■■■ーI■■■■■■■■■■'■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■’．’
亜一雨■■■…… ロ|■■‐……I■■■■■面面■■nF■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

… E■■■一］一一面犀＝司扉面■■■■■■■■■■■■一一一
面一再■■ ■ ー … 四一コー■■■■面面■■面面印■■■■■■■■■■■■■■■■雨町
函 晒 ■ ■■F面…… E■■■一一一ー面印画面■画四一画四F■■■■■■…

ーーー叩■■画mmnnnmーF竜四■■…ーI■■■ ■
皿一回P…… 囲皿 四 m ■ ■ m 師 面 面 面 面 師 同 ■ ■ 限 咽 ﾛ ■ ■ ……一
函一一■■■……． ー画 面囲層面面面面面四一■■■■■■■■ー…＝■－
函一雨■ ■■…… E■■■………ー配面面面面■■ーーーー…

11 画■■四四m一回回回回回皿F一一一函■
ー■■■……回H■■■■■医■■画面両君両面記面面面画四■■”－一雨
、 画 ■■田■画面■…ーー四面圃師印面面面面、画庫”‐一
一■T函■■唖”唖爾一画、毒面臣即面面面面n国画一亘両一
一■E、■■唾”■…詞一＝F、ー壷－，m画mnnmlE四■■…‐
ー■”ー睡軍■醗碩列一医■■向…＝、＝両皿面面n面印南｜面面璽函一
■■■■画■■……副H■■■■■画ロロ画面画面回皿回回皿n画画一＝廟－
－唾”■■唾扇画唾厨碇?列一 画画雨壷声壱面面面面面面一一一＝
一四■■■……一画師一一■■而吻面面n両■■1．－－

出土

地区
出土層位

遺物

番号

枝

番号

出土

年月日

高さ

(、）
種別

遺存

状況

長

(m､）

幅

(m､）

高

(m､）

剥離

打角

背面構成

H R B L N C

打面

形状

打面長

(m､）

打面幅

(m､）

末端

形状

岩
号

母
番

質量

(9）

図版番号

(備考）

F2 Ⅷ 71 1 941020 334.707 剥片 完 1.5 3.7 1.5 105 0 0 1 0 0 0 A 3.5 1.8 A 17A-18 12.5
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ー面■■……一回■■四mー一画面面mmm－－－T三一■I■■■
ー■、■■……一圃匡……一画面面、両面一一一T一一－
m■■■回■■…酎一司■■■団 皿面面nmnnmn■■岬一百＝圃■■■■
ー…■■……－ー面一マー印西面面面面一一一一函圃■■■■
ー唖■■……一一ーー一一画ロロロロロ一一一一…可■■■■
ー耐一雨…ー司■■■四m側面 m m n n m n ■ ■ F 同 回 ■ ■ … ー ■ ■ ■ ■
ー 師■■……一回■■、…ー一m明記印画丙一一一T三一一
ー配■■……一可、m■■田岡 F 画 面 面 面 、 同 ■ ■ r 可 回 ■ ■ … 四 ■ ■ ■ ■
ー面■■ ……ーー……ーー面画面面面F一一一壷＝＝■■■■
ー 耐■■……一四一コ、脚、面画面面面同■■岬一F…ー一
＝ 唖■■雨…一引田■一一Fーー面面叩同■■一一炉…一一
ー雨■■……ー歴■■皿阿町一面画面nmm甲…ー四m画■■■■

一言一一一一画面面面面、同■■ーーー…＝■■■■

■■■ ■…… ｰ………一因面面面叩、
－画■雨… 画 面 ■ 回■■■画■酉酉ロローーーー司圃I■■■■
、画 ■r 一■雨… 回 ロ ロ 壷面可一四面面面面面口匪■■旧－，コI■■■■
ー函■■ …… 画 … 匪 F一印画、、面面一一画回■■…画I■■■■

……画＝ーー一団面面面面、ーー＝ー…＝■■■■

皿ﾛ■■■、 ■ … ー ■呂■■…■■園■ー一面面面函F面■■■■五目呂■■
ー面ﾛ■ ■…… 国画四一■■■■■画面、■■画町目■目目…ー

■』 ■I 云云一 一 ■ ■ 面 面 面 面 画 一 ＝ 回 団 ■ ■ 囚 ■ ■ ■ … 一

ー印 ■■■…… ■＝叩、ー■■、■■両面、
ー扉一軍… 画｜－…面面面面面面画ﾛﾖ■■旧■■■、ーー
ｰ唖 F■■雨… 画 ’ 届 、nmm面面岬、■■回■■[■■■■詞。
p函 掘函■…… 画’ー函 面 面 、 面 面 画 一 一 回 ■ ■ ■ ■ 両 一 一

… 画■画面画面面面町ﾛ■■■＝囚■■■■罪同一

皿■■雨…画E和面哩呑一■■画面面面皿昌呂■■＝＝
両訂■… … 闘 咽 一 - 9 両 一三－■、面■面宜■ーーー■…＝
pT認開■…一一画耐町再－，，mm四回一一一一■…】＝唖
ロ面燕詞面｜正一一画師前画Fmmmmm■画一函一一■函'一羽
Ⅱ 晒認w訂■唖…一両即…毒EF■mmmmm－＝■■＝■■＝■函】＝
ロ唖弔w召■”…一国自目■呂■邑目目目目目目団－－－■”】咽

函Ⅱ唖弔w可”……一画壷面面E面面面面回画一一一一…。
…… ー － － － －－－－－－－‐Er】一面

G4 Ⅳ 63 940810 336.267 紫'1片 H 2.4 5.4 1.3 75 1 0 0 0 0 0 A 4.6 1.4 17A-39 8.9

H4 Ⅷ 1171 960513 336.635 剥片 L (4.1） (2.6） (1.5） 1 0 0 1 0 1 A 17A-39 8.6
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一画■…… ‐ーー 四一配、n回回回ロ■■匝■■
ー西■■…… 画画画…而一画面面面面面＝ー目回■■…四
一"■■……・ 国一＝ロロロロ酉ロ一一一一■唖函

… 画画画…”一画、n回回回＝＝ー■■■…＝

-F‐…… 四■■■………ー面面、面面函一一画＝
、■ ■■子司…… r画｢－－－－”■■■■面面面面面田■ー目呂■■＝…ー

■18 画 翻翻■■■■亜面面、n町一一＝ー…ー

ー■■’ ’ ' ’ ， ‐ コ ー ー ■ ■■■■■、面■■■■面一一
一■■, 可一一一一面nmm、田■函■■回■■回■■…ー■■■■
ー■■’,I 自図■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■■■■■画面■■■■
ー■■,,’ 画一長＝ー一一m画面■■咽回■■図■■[■■■…＝■■■ ■■

｜■■,,11，, 面ﾛﾛﾛﾛﾛ＝一一---■ﾛ､■■P■四回■■ーｰー■両一■■■ ■

皿ﾛ■■Pー弓……一ロー…■■■■面師面面、面面『■■■ー
ー配｜函…屡耐画一一一一一可■■■■画面面面面皿＝目■ー…一一
画■■■配 ｜雨 …－ ■… ー可■■■■画面面面面面弓■ー岬■匪回＝面函一
一唖｜雨…一画、ーー…画面面面面面『■■■､■■■珂目…画 一
＝扉■■ ■ 扉 … ー 一 一 一Tｰョ画面面面面『■■■ー‐厚凧…ー

…－画■■、固■、■■画匝ﾖ■■＝ー……ー

函一 醜 ■■■……一一画即町巨nm■■回
函 耐 一 … …ーﾛ■■■両一雨一三五面面面面■回ﾖ■■､■■■[■■■……■■■■■
函 一 軍 ■■■……扉一E■■■、ーー…師画面面面n画、固■…咽■■■■■
晒一”ﾛ■■……廓＝[■■■印可ー■■■■■■和曲面面面■■■■■■■■■■■■弓…唖■■■ ■■

■■ﾛ■……一一圃圃即一 ■ ■ 叩 面 面 面 面 一 画 咽 [ ■ ■ ■ … … ■ ■ ■ ■■
ー■■面面面面■■ー■■■■■■■■ー…ー■■■■■

函一面■q■…軒一E■■■、…ー…画面■面面面面画一一■■■■…一一■■■■
函＝壷■q■…雨一一即一町即■■面面画面両軍四四ﾖ■■■……■ﾛ■■■■
函『【認詞岡■■……一E■■■即……ー面、面即面面一画『ー…ー
函pT認掴卑画雨…ーﾛ■■■、……■■■■画晒面面面面画■■■■■■■■弓…叩■■■■■
函『蹄珂圃■■……ーE■■■叩＝…。師画面面面n画■■■■■[■■■…ー■■■■■■

IIIII

函嗣■■■同■■■兎…ー■■■■圃四■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■…ーﾛ■■■■■
函一面一雨 … 一 E ■ ■ ■ 皿 … 一三■■配画面面面口…ーT歴司ﾛ■■■■■
晒一師■■■……廓－－－m■■■■－面■、面面、n口一一m壷司■■■■■
函一”■■■……ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■…＝ﾛ■■■■■
函Ⅱ硬認洞函■■■……一一m ー 一 － m 面 面 ■ ■ 面 面 一 圃 厘 ー … ー …ロ
函ﾛ函珂囲 ” ■ ■ ■ … … － － ■函■皿、一＝■■向面面面一Fー一…一一＝
唖ﾛ函圃闘ﾛ■■……ー

竃嗣晒一雨ﾛ■■師雨
晒一雨ﾛ■■罰雨
函蹄声■■ ■ … …

回向面面印■■■■■■■■■■■■国雨咽■■■■■
面面、、即■■■■■■■■■■■■咽…咽■■■■■
面面、n町■■■■■■■■I．

…■ﾛ■’1：’.,I回阿、■凧■面咽：
面■■ロ’’11；■■■■■■■■■■■■■■■■■■

… ■ ■ ■ ’ ’ ’ I ：,'函mnmnm
面■■■’1回面面面面面

出土

地区
出土層位

遺物

番号

枝

番号

出土

年月日

高さ

(、）
種別

遺存

状況

長

(m､）

幅

(m､）

高

(m､）

剥離

打角

背面構成

H R B L N C

打面

形状

打面長

(m､）

打面幅

(m､）

端
状

末
形

山
石
口
言

母
番

質量

(9）

図版番号

(備考）

H5 Ⅳ下妬付近 311 931104 336.278 RF B 1.6 2.8 0.7 1 0 0 0 0 0 A 17A-40 2.8

H5 Ⅳ下 377 940516 336.013 UF H・R 2 3.3 1．1 1100 1 0 0 0 1 A 1.4 0．7 17A-40 6.7

H5 Ⅷ 421 951116 336.472 剥片 完 1.4 1.5 1.2 1 1 1 0 0 0 A 17A-40 1.9

H5 Ⅷ 443 1 951121 336.452 剥片 H (1.4） (1.5） (0.7） 1 0 0 0 0 0 17A-40 2.2

H4 Ⅷ 1735 960622 336.534 RF R (2.5） (3.4） (1.8） 95 0 1 0 0 0 0 B A 17A-43 15.8

H5 Ⅲ集石付近 18 931015 336.460 RF 完 5 4.3 2 120 1 1 0 1 0 1 A (2) (1.2） B 17A-43 40.6

H4 Ⅳ 96 1 940825 336.513 石核 (2.8） (3.4） (2.4） 0 0 0 0 0 1 17A-47 20.9

H4 Ⅳ 96 2 石核 (2.3） (1.6） (1) 0 0 0 0 0 1 17A-47 3.8

G4 Ⅱ 3 931006 336.0021剥片 R (1.3） (1.6） (0.4） 70 1 0 0 0 0 0 17A-57 0.5

H4 Ⅷ 195 940902 336.5751石核 3.6 4.4 2.1 l7A-57 28.4

H4 Ⅷ 301 940907 336.506 RF 完 2.1 2 0.3 130 1 0 0 0 0 0 B 0.7 0.4 B 17A-60 1.2 ナイフ？

H4 Ⅷ 544 940909 336.607 UF
一
元 3 2.2 0.8 1100 1 0 2 0 1 B 1 0.4 A 17A-60 3.0



第8節第3次遺構面の遺構と遺物183

ロ■■…… ー－m■■■■Fnnnn■画面函一・．扉
皿■ ■■ F弓…… E■■■‐■■匡■■函■回n回n回即画一■■■■■■■銅一
m■■■配ﾛ■■…… ＝‐画一剛函■■面面■■画一配”
、■■■mﾛ■■……． ーーー…■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ロI:1 － 皿、 ーー面面面面面師ローー回■■…ー
ー耐■■…… 国師一叩 面 面 n 画 面 面 印 画 匝 画 ロ ロ ー ー ‐
ー雨■■■………一一…■■■■画面mnnF■■■■■■■■

出土

地区
出土層位

遺物

番号

枝

番号

出土

年月日

高さ

(、）
種別

遺存

状況

長

(m､）

幅

(m､）

高

(m､）

剥離

打角

背面構成

H R B L N C

打面

形状

打面長

(m､）

打面幅

(m､）

端
状

末
形

母岩

番号

質量

(9）

図版番号

(備考）
H4 Ⅷ 241 940902 336.453 剥片 R (2.6） (1.8） (1.1） 0 0 0 1 1 0 A A 17A-61 3.2

H4 Ⅶ 256 2 940902 336.563 承'1片 完 2.2 3.5 0.7 120 1 0 1 0 0 0 C 1.7 0.3 A 17A~61 5.5 286

H4 Ⅶ 841 951116 336.667 スクレイパー B 4.4 4．8 1．6 1 0 0 0 0 0 17A-61 39.1 285

F4 Ⅱ 19 931109 334.408 RF L (3.2） (2.6） (0.7） 110 1 0 0 0 0 0 B 1.5 0.4 B 17A-65 7.0

F4 Ⅳ 134 940823 334.115 RF R 2.4 2.6 0.5 1 0 0 0 0 0 17A-65 2．4
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D3 Ⅲ直上 89 940727 333.979 求'1片 L 9．2 (4) 2．6 70 1 0 0 0 0 0 A (2) 2.6 E J4A-1 90.8
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章寺屋敷遺跡の遺構と遺物

出土

地区
出土層位

遺物

番号

枝

番号

出土

年月日

高さ

(、）
種別

遺存

状況

長

(m､）

幅

(m､）

高

(m､）

剥離

打角

背面構成

H R B L N C

打面

形状

打面長

(m､）

打面幅

(m､）

端
状

末
形

］
石
口
巧

母
番

質量

(9）

図版番号

(備考）

12 Ⅲ 3 931001 339.624 剥片

14 Ⅲ 3 940608 338.193 砕片 1.1 1.5 03 0．5

15 I 1 940610 337.744 砕片 完 0．9 1.1 04 1 0 0 0 0 1 E 0.4 0．1 B 0．7 測点なし

L6 Ⅲ 2 950918 339.610 母岩 12 6.7 4 487.8
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I： I I I II
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第5章磯谷口遺跡の基本的層序

本遺跡は、徳山地区における揖斐川の下位段丘面に位置する。比較的安定した層序を示すものの近

現代の土地利用によって削平、盛土した部分がみられた。

調査によって確認した本遺跡の層位は8層からなる。

第1層

7.5YR3/3暗褐色土。粘性は弱く、しまりは堅い。細喫を含む。表土、耕作土層に相当し、各地点

において均等の厚さをもつ。

第Ⅱa層

7.5YR5/3にぶい褐色砂喋士。細喋を多く含む。1～3mmの燈色ブロックを含む。敷土層に相当

する。

第Ⅱb層

10YR4/1褐灰色シルト質埴土。5～6mmの円・亜円撰を70%程含む。北西端の高い水田面の敷土直

下、各石垣の背面に局部的に充填した形で遺存する。開田の際、棚田を造るための人工的な盛土と考

える。

第Ⅲ層

10Ⅷ3/4暗褐色シルト質埴土。しまり弱く粘性強い。直径5～6mmの円・亜円喫を少量含み、また

同大の気孔が目立つ。所々に炭化した茎が観察できる。本層は当遺跡内の高い田段のみに認められ、

シルト質で腐食性が強いことから開田以前の表土か、その下部にあたる土壌と考えられる。

第Ⅳ層

10Ⅷ5/6黄褐色壌土。しまり弱く粘'性強い。シルトと砂が混在する。3～4mmの亜円牒を少量含む。

第V層

10YR3/2～10YR4/1黒褐色から褐灰色埴壌士。しまりやや弱く粘'性ややあり◎炭化物が少量、ある

いは局部的に多く確認できる。

第Ⅵ層

10YR5/3にぶい黄褐色砂壌士。しまりはむらがあるが全般に強い◎5～6mmの亜円喋をわずかに

含む。

第Ⅶ層

10YR5/4にぶい黄褐色砂壌士。しまりやや弱く、粘‘性ややある。1～5mmに亜円喫を含む。1～2mm

の細亜円喫を多く含む。

第Ⅷ層

10YR4/2灰黄褐色砂喋士。しまり強く、粘性ややあり。Ⅶ層と近似するが、直径10mm前後の円撰が

まばらに入り、埴土が混入することにより明確に区分される。



230第5章磯谷口遺跡の基本的層序

B

０
１
．
ｍ

ｌ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅵ
帽
く

３

BIOB11R12

i弓'一
Ｏ
く
‐
α
『
ｊ
＃
ノ

凸
Ⅶ

,■､一一一－1■■一一

---.----←」L---一一一一
口＝4,0,､一一一

A12A8 A5

一室聖■里心
肉唱一国一国墨=竪雪雪

315.5

(m

315．0

(m

G3F2 B11
315.0

m)
1

1

１
１
１

0 1 ( m)

トF－FF－ヨ

グ

第220図発掘区の土層柱状図



第2節遺物231

第6章磯谷口遺跡の遺構と遺物
託

第1節遺構

本遺跡で確認した遺構は、土坑1基のみである。
霊〉

〃〃

－

参

第1号土坑(第221図）

C4トレンチⅢ層黄褐色砂層を掘削途中

に、竪穴状遺構を検出した。遺構の南側は土

坑を取り囲む石組みを検出したが、遺構の北

側部分はⅣ層まで掘削していたため､石組み、

土坑の立ち上がりを検出できなかった。

しかしながら、土層観察図にみえる士坑の

掘り込みやその南側上端を取り囲む石を考慮

すると、遺構の北側にも石組みが想定でき、遺

構はさらに北側に約15cm広がると考える。

したがって、遺構は長軸方向に約80cm、短

軸方向に約35cmの平面が長円形を呈すると考

えられる。遺構内は4層からなる。2層から

は黒色土器が口縁を上にした状態で出土し

た。さらに下層の3層は骨片、炭化物片が検

出されたことから、本遺構は土壌墓の可能性

が高い。

一

～一一一一一

’

層

卜層

0 1 m
ｰ Jー－‐

砂質強い

シルト質強い

砂質強い・＃2～3mの骨片含む
3と黒褐色シルトの中間的様相

1.10YR5／1

2.10YR5/3

3.10YR6/3

4.10YR5／2

第221図第1号土坑

1
第1号土坑内出土の遺物(第222図1）

小さな輪高台を貼りつけもので、外面体部

から底部にかけて指頭圧痕を残す。内面は

黒色で器表面を丁寧にヘラミガキしてい

る。
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第222図第1号土坑の遺物
第2節遺物

本遺跡の遺物は、第1号土坑内出土の黒色土器を除いて、すべて遺物包含層出土であった。縄文土

器、須恵器、灰紬陶器、緑粕陶器、山茶碗、陶磁器、条痕文土器、土師器とそれに伴うと思われる石

器・剥片・砕片類が出土している。以下順にのべることとする。
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(1)縄文土器(第223.224図）

465点の縄文土器が出土した。時期は各時期のものが見られるが、主体は中期前葉である。小破片

の資料が多いことから、まず土器片を口縁部、胴部、底部に分け、口縁部に文様のある土器片を中心

に分類（1群から6群）を行った。

口縁部資料は、所属する時期によって早期、中期、後期、晩期に大別した。さらに、文様によって

細別し、各群と出土状況の関係を検討した。次に胴部（7群）を地文・調整によって、底部（8群)は

形態によって細別し、口縁部資料の各群と出土層位の関係を検討した。

個々の資料の色調・胎土の特徴、調整、施文方法については、観察表(第39表．40表）にまとめ記

載し、本文では特徴的なもののみを記した。

1群縄文早期に属する土器群(2)。器厚は10mm程度で非常に厚い。6点出土した。2は横位の隆帯

を有する。器表面は摩耗が激しく、文様は観察できないが繊維痕を有することから早期とした。

2群縄文中期前葉に属する土器群（3～31,33～56)。

［1類］：船元I・Ⅱ式に類似するもの。器形は胴部上半で緩くくびれ、内面に稜を有するタイプ

(12，23，24)と有しないタイプ(21,47)が認められる。

a種：口縁部の地文が櫛状工具による縦方向の条線のもの（3～13)。14点出土した。3～11は、

口縁に沿って円孔刺突が2列走る。9．10は、円孔刺突下に隆帯を設けるもの。12は、押

し引きによって連弧状モチーフを施す。13は、隆帯によって鋸歯状のモチーフを施す。

b種：口縁部の地文がかたい繊維による縦方向の縄文のもの(14～31,47)。24点出土した。14，

16～19は、口縁部に沿って貝殻腹縁による押圧列を施す。15は、刺突を垂下させるもの。

20～25は、刺突・隆帯・平行沈線によって連弧状モチーフを施す。26は、縄文のみ。27～

30は、隆帯によって鋸歯状のモチーフを施す。47は、胴部がややくびれる深鉢土器。口唇

外面に隆帯を貼りつけへラ状工具で短く刻む。隆帯下には刺突を2条巡らす。地紋は緩い

横位の縄文(LR)で全体に施す。内面は貝殻腹縁による丁寧なミガキが全体に見られる。

［2類］：東海系土器群。器厚は薄い。46点出土した。

a種：半裁竹管文を多用するもの。33～40,42～44,46～50は、半栽竹管による半隆起線・平行

沈線、あるいは連続爪形文を加えた隆帯を施す。41．45は、半円状に粘土を貼りつけたも

の。51，52は、口縁に沿って2条の隆帯を施す。54は、条線風の平行沈線を引くもの。

b種：折り返し口縁の粗製土器(53,55)。口縁は内面に折り返し、外面に縄文を施す。53は、

胴部上半からやや外反する。

［3類］：器厚が厚く、口縁部内面に隆帯を貼りつけるもの(56)。50点出土した。地文に縄文を有

する肥厚の厚い深鉢土器。口唇内面に隆帯で肥厚させた波状の口縁を有し、これに沿う形で平行沈線

を2条巡らす。胴部上半に垂下する沈線、頚部には2本ずつ平行沈線を施す。
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3群縄文中期後半に属する土器群(57，59，61～64）

［1類］：地文が撚り糸のもの(57,58)。4点出土。57は、口縁に平行する2本の並行沈線下に円

弧状の平行沈線を施す。口唇部に刻みを有する。58は、口縁に平行する2本の沈線上に交互刺突を施

し、間隔をおいて円弧状の沈線を2本施す。いずれも里木Ⅱ式に比定される。

［2類］：ソーメン状隆帯を貼りつけるもの(62～64)。6点出土。62～64は、同一個体。62は、口

縁部に平行する二本の隆帯で区画した中に円形の隆帯と二本の波状隆帯を頂部が接するように貼りつ

け、さらに口唇部の隆帯を除く隆帯の上に隆帯を貼りつけている。隆帯間は棒状工具によって挟り、

赤色顔料を着色することによって文様を浮きたたせている。口縁部内面は隆帯上に縄文を施す。

［3類］：棒状工具によって沈線を施すものをまとめた(59)。2点出土した。59は、口縁部に並行す

る沈線下に斜行する沈線を施すもの。

4群縄文後期前半に属する土器群(65)。

四ツ池式に比定される。11点出土した。65は、肥厚した口縁部に4単位の小突起を有する深鉢。口

縁部と胴部は内面で接合する。

5群縄文後期後半に属する土器群(66～69)。

元吉山I式、酒見式に比定される。8点出土した。いずれも、内外面に丁寧なミガキが見られる。

6群縄文晩期後半に属する土器群(70，71，76)。

粗製の深鉢。6点出土した。いずれも器表面内外面には横方向の貝殻条痕が明瞭に残る。70，76は、

棒状工具で口唇部外側から押圧している。

7群胴部片

［1類］：縄文

a種：地文がかたい繊維による縦方向の縄文のもの(32)。113点出土した。器厚は薄く、2群1

類b種の胴部と考えられる。

b種：地文が縄文のもの。31点出土した。器厚は厚い。

c種：地文が撚り糸のもの。29点出土した。3群I類土器の胴部と考えられる。

［2類］：沈線

a種：地文が櫛状工具による縦方向の条線のもの。36点出土した。

b種：隆帯間に沈線を施すもの(60)。26点出土した。

［3類］：無文

a種：器厚が厚く、調整の粗いもの。15点出土した。

b1種：内面をナデにより器面調整するもの。石英、カクセン石を多く含む。器厚は薄く5mm程度。

44点出土した。

b2種：内、外面とも丁寧なナデ・ミガキ調整を行うもの。器厚は薄く4mm程度。12点出土した。

c種：内・外面とも丁寧なナデ・ミガキ調整を行うもの。器厚は8mm程度。13点出土した。
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第8群底部片。平底9点、上底2点、台付き 点が出土した。1

(2)分類と出土状況との関係

縄文土器

各群別の出土状況を示した。口縁部資料をみ と、1群から4群は比高の低い調査範囲の南側に集る

中していた。特にこの範|刑で出土した47，56，62，65の4点に関しては遺物の残存状況がよく、接合

が可能であった。47，56，62（2，3群)はⅥ層、65（4群)はV層で出土している。分類別出土層位

状況が示すように、2，3群はⅥ層に、4群はV層に、破片が集中する傾向から一定の層位的位置を

保っていたものと考えられる。5，6群は、比高の高い東側に分布していた。出'1点数が少ないが、

Ⅲ層とV層に集中している。Ⅳ層は、黒色土器を伴うt坑を検出していることから、Ⅲ層｢|'の遺物は、

層位的な位置を保っていないものと考えられ、比高の高い部分のV層は撹乱の激しさを窺うことがで

きる。次に胴部資料をみてみると、7群は、Ⅵ層に集中する。7群1類a類は、同様の縄文を施す2

群1類a類の胴部と考えられる。7群1類b種は器厚が厚く、2群3類の胴部と考えられる。7群2

類は、中期のものと思われるが、明確な時期は不明である。7群3類a種は、器厚が薄く、胎土に石

英、カクセン石を多く含む。この特徴は2群1類の土器に類似し、出土状況もⅥ層に集中しているこ

とからこの類の胴部片と思われる。7群3類b種は、器厚、胎士、調整が5群に類似する。しかしな

がら、,'l',土状況はⅣ層に多く見られることから5群に対応するか、それより新しい時期の胴部片の可

能性がある。7群3類c種は、6群の胴部と類似する。出t状況も対応することから6群の胴部と思

われる。
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No． 地区・層位 部位

2 F10Ⅳ 胴部

3 F11I 口縁部

B12トレ

4 Ⅱ 口縁部

5 B8トレⅢ 口縁部

6 B12トレⅢ 口縁部

7 B8トレⅢ 口縁部

8 B8トレⅢ 口縁部

9 G7Ⅳ 口縁部

10 F10Ⅱ 口縁部

11 B11トレⅢ 胴部

12 G7Ⅲ 胴部

13 E2Ⅲ 口縁部

14 F7Ⅱ 口縁部

15 G7Ⅳ 胴部

16 B11トレⅢ 口縁部

17 B11トレI 口縁部

18 B11トレ11 口縁部

19 F11Ⅳ 口縁部

20 F1011 胴部

21 B12トレⅢ 口縁部

22 F1011 胴部

23 B12トレⅡ 胴部

24 F11トレⅡ 胴部

25 F11トレI 口縁部

26 F10Ⅱ 口縁部

27 G71 口縁部

28 B11トレⅢ 口縁部

29 B11トレⅢ 口縁部

30 B11トレⅢ 口縁部

31 G11Ⅲ口縁部 口縁部

32

33 F10Ⅱ 胴部

34 B11トレⅢ 口縁部

35 B11トレⅢ 口縁部

36 G3Ⅲ 口縁部

37 B11トレⅢ 口縁部

38 B11トレⅡ 口縁部

39 B11トレⅢ 胴部

40 B12トレⅢ 胴部

41 F1111 胴部

42 E1 胴部

整形・調整

(内面）指ナデ

(外面）

(内面）指頭圧痕

(外面）

(内面）横方向の指ナデ

(外面）

(内面）指頭圧痕

(外面）

(内面）横方向の丁寧な指

ナデ

(外面）

(内面）指ナデ

(外面）

(内面）指ナデ

(外面）

(内面）指ナデ

(外面）

(内面）指ナデ

(外面）

(内面）指ナデ

(外面）

(内面）指ナデ

(外面）

(内面）斜め方向に指ナデ

(外面）

(内面）横方向の指ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）横方向のナデ

(外面）ナデ

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ刺頭圧痕

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

(内面）ナデ（横方向）

(外面）

(内面）ナデ

(外面）

文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

櫛状の工具を使用した文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

櫛状の工具を使用した文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

櫛状の工具を使用した文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

櫛状の工具を使用した文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

櫛状の工具を使用した文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

櫛状の工具を使用した文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

櫛状の工具を使用した文様

竹管状の工具を垂直に押しつけた文様

櫛状の工具を使用した文様

櫛状の工具を使用した文様

直径3mの先の丸い工具による押し引き

横方向の刺突

1.R単節縄文（横転がし）を施した後、直径

5mm刺突を縦に施している

(外面）LR単節縄文（横転がし）貝殻復縁

文（内面）LR単節縄文（横転がし）

(外面）RL単節縄文貝殻復縁文

(内面）RL単節縄文（斜め転がし）

貼り付け降帯貝殻復縁文

RL単節縄文、貼り付け降帯貝殻復縁文

(外面）RL単節縄文直径4m先の丸い

工具による押し引き

(内面）RL単節縄文

(外面）RL単節縄文刺突列

(内面）口縁部縄文

RL単節縄文、刺突列

貼り付け降帯、刺突列

沈線降帯刺突縄文

沈線降帯刺突縄文（、単節横転がし）

縄文

降帯刺突

刺突

縄文

縄文沈線

刺突降帯燃糸文

縄文沈線

竹管沈線

竹管沈線

沈線竹管文

沈線

沈線竹管文

沈線

沈線降帯

縄文沈線降帯

半裁竹管状の工具の内側を押しつけた文

様縄文（LR）

色 調

(内面）7.5YR3/4（暗褐色）

(外面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

(内面）7

(外面）7

5YR4/3（褐色）

5YR5/3（にぶい褐色）

(内面）7.5YR4/6（褐色）

(外面）10YR6/6（にぶい黄褐色）

(内面）10YR5/4（にぶい黄褐色）

(外面）7.5YR4/6（褐色）

(内面）7.5YR4/4（褐色）

(外面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

(内面）7.5YR5/6（明褐色）

(外面）10YR6/4（にぶい黄燈）

(内面）10YR6/6（明黄褐色）

(外面）10YR5/4（にぶい黄褐色）

(内面）10YR4/2（灰黄褐色）

(外面）l0YR5/4（にぶい黄褐色）

(内面）10YR4/4（褐色）

(外面）7.5YR5/3（にぶい褐色）

(内面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

(外面）10YR4/4（褐色）

(内面）lOYR4/3（にぶい黄褐色）

(外面）10YR5/3（にぶい黄褐色）

(内面）10YR6/4（にぶい黄褐色）

(外面）7.5YR3/3（暗褐色）

(内面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

(外面）10YR4/2（灰黄褐色）

(内面）10YR5/2（灰黄褐色）

(外面）2.5YR5/6（明赤褐色）

(内面）2.5YR5/6（明赤褐色）

(外面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

2.5YR5/6（明赤褐色）

(内面）7.5YR5/4（赤褐色）

(外面）7.5YR4/2（灰褐色）

(内面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

(外面）7.5YR4/2（褐色）

(内面）7.5YR4/4（褐色）

(外面）7.5YR4/4（褐色）

(内面）7.5YR4/6（褐色）

(外面）2.5YR5/2（暗灰黄色）

(内面）2.5YR4/1（黄灰色）

(外面）l0YR4/2（灰黄褐色）

(内面）10YR4/2（灰黄褐色）

(外面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

(内面）7.5YR4/3（褐色）

(外面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

(内面）7.5YR3/1（黒褐色）

(外面）7.5YR5/4（にぶい褐色）

(内面）7.5YR3/2（黒褐色）

(外面）7.5YR4/4（褐色）

(内面）7.5YR3/1（黒褐色）

(外面）5YR4/4（にぶい赤褐色）

(内面）5YR4/8（赤褐色）

(外面）7.5YR4/6（褐色）

(内面）5YR4/6（赤褐色）

(外面）7.5YR5/6（明褐色）

(内面）5YR5/6（明赤褐色）

(外面）7.5YR5/6（明褐色）

(内面）5YR5/6（明赤褐色）

(外面）7.5YR2/1（黒色）

(内面）7.5YR4/3（褐色）

(外面）7.5YR4/4（褐色）

(内面）7

(外面）7

(内面）7

(外面）7

(内面）7

(外面）7

(内面）7

(外面）7

(内面）7

(外面）7

(内面）7

(外面）7

(内面）7

(外面）7

5YR3/1（黒褐色）

5YR3/3（暗褐色）

5YR4/3（褐色）

5YR4/3（褐色）

5YR4/3（にぶい褐色）

5YR4/3（褐色）

5YR5/6（明褐色）

5YR3/3（暗褐色）

5YR4/6（褐色）

5YR4/4（にぶい赤褐色）

5YR3/1（黒褐色）

5YR4/4（褐色）

5YR4/6（褐色）

5YR5/6（明褐色）

(内面）7.5YR5/6（明褐色）

(外面）10YR5/3（にぶい黄褐）

(内面）10YR3/2（黒褐）

(外面）10YR5/4（にぶい黄褐）

第2節遺 物

胎士

○直径2mm以下の粗砂

△石英

○直径3mm以下の粗砂・燦

△石英

◎直径2m以下の粗砂

◎直径2mm以下の粗砂

○直径1mm以下の粗砂・燦

△石英

◎直径3m以下の粗砂．燦

◎直径3m以下の粗砂・磯

◎直径4mm以下の粗砂．燦

◎直径4mm以下の粗砂．燦

◎石英

◎直径3mm以下の粗砂．燦

◎直径2m以下の粗砂

△石英

◎直径3mm以下の粗砂．燦

◎直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・角関石・石英）

△直径2m以下の燦（長石）

○直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

◎直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・石英・チャート）

◎直径2m以上の燦

(長石・チャート）

△直径2,0.2mの粗砂

(長石・石英・チャート）

○直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・チャート）

△直径2m以上の燦（チャート）

◎直径2m】～0.2mmの粗砂

(長石・石英・チャート）

◎直径2m～0.2mmの粗砂

(長石）

○直径2Ⅱ､～0.2mmの粗砂

(長石・金雲母）

○直径2mm～0.2mmの粗砂

(チャート・角関石・石英）

△直径2m以上の燦

(長石・チャート）

△直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石）

△直径5m～2mmの粗砂（長石）

○直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

△直径2m以上の燦（長石）

◎直径2m～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

◎直径2m以上の僕

(長石･石英･チャート・角関石）

◎直径2mm以下の燦

(長石･角関石･石英･チャート）

◎直径2,2m以上の燦

(長石・チャート・石英）

◎直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

△直径2mm～3mmの燦（長石）

◎直径2m～0.2mmの粗砂

(長石・石英・角関石）

◎直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

○直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・石英・チャート）

△直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

◎直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石）

◎直径2m～0.2mmの粗砂

(長石）

◎直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石）

◎直径2m～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

◎直径2mm～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

◎直径2m～0.2mmの粗砂

(長石・石英）

△直径2mm～3mmの燦

(長石・石英）

◎直径21m'以上の粗砂

△直径2mm以上の燦

○石英・黒雲母

◎直径2m以下の粗砂

△直径3m以上の燦

備考

F10Ⅱ

波状口縁、波頭部
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焼成

普通

煤付着有り

良好

比較的良好

良好

比較的良好

煤付着有り

普通

普通

煤付着有り

比較的良好

煤付着有り

普通

煤付着有り

良好

煤付着有り

比較的良好

比較的良好

煤付着有り

比較的良好

比較的良好

普通

比較的良好

比較的良好

比較的良

比較的良好

比較的良好

比較的良好

比較的良好

比較的良好

普通

比較的良好

普通

普通

普通

普通

やや甘い

やや甘い

やや甘い

やや甘い

煤付着有り

やや甘い

やや甘い

やや甘い

やや甘い

甘い

やや甘い

比較的良好

煤付着有り

良好



238 第6章磯谷口遺跡の遺構と遺物

器観察表（2）

No． 地区・層位 部位 整形・調整 文 様

43 F10Ⅱ 胴部 (内面)ナデ 沈線刻み

(外面）

44 B11Ⅲ 口縁部 (内面)ナデ 沈線

(外面）

45 F10Ⅱ 口縁付近 (内面)ナデ 沈線

(外面）

46 B11トレⅢ 胴部 (内面)ナデ 半裁竹管状の押し引き

(外面）

47 F1011 口縁部 (内面)ナデ 刺突あらい縄文（LR）

(外面）

48 F10Ⅱ 口縁部 (内面)ナデ 沈線、半裁竹管状の工具の外側で引いた文様

(外面） 沈線

49 B11トレⅡ 胴部 (内面)ナデ

(外面） 沈線

50 B11トレⅢ 胴部 (内面)ナデ

(外面） 降帯

51 B11トレⅢ 口縁部 (内面)ナデ

(外面） 降帯沈線

52 B11トレⅢ 口縁部 (内面)ナデ

(外面） 縄文

53 F11Ⅱ 口縁部 (内面)ナデ

(外面） 沈線

54 B11トレⅢ 胴部 (内面)ナデ

(外面） 縄文

55 B12トレⅢ 口縁部 (内面)ナデ

(外面） 沈線

56 F11Ⅲ 口縁部 (内面)ナデ

沈線縄文亥11み

57 B11トレⅢ 口縁部

(外面） 沈線刺突燃紋

58 B10トレⅡ 口縁部 (内面)ナデ

59 G3Ⅱ 口縁部 沈線降帯

60

(外面）

61 B11トレⅡ 口縁部 (内面)ナデ 沈線

(外面）

62 B11トレⅢ 口縁部 (内面)ナデ 降帯キザミ

(外面）

63 B11トレⅢ 口縁部 (内面)ナデ 降帯刺突沈線

(外面）
64 F10Ⅱ 口縁部 (内面)ナデ 降帯刺突

(外面）

65 G1Ⅲ 口縁部 (内面)ナデ 降帯刺突縄文

胴部

(外面）
66 G7Ⅱ 口縁部 (内面)ナデ 沈線縄文

(外面）
67 A1トレV 口縁部 (内面)ナデ 沈線

(外面）

68 A2トレⅣ 口縁部 (内面)ナデ 沈線

(外面）
69 A2トレⅣ 口縁部 (内面)ナデ 沈線

(外面）
70 C4Ⅳ 口縁部 (内面)ナデ

71 D6Ⅱ 口縁部

(内圃 )10YR5/3(にふ い黄褐）
72 F4Ⅲ 底部 (内面)ナデ

(外面）
73 F10Ⅱ 底部 (内面）ナデ指頭圧痕

(外面）

74 G7Ⅳ 底部 (内面)ナデ

(外面）

75 B12トレⅢ (内面)ナデ

(外面）
76 A13トレⅡ 口縁部 (内面)ナデ

色 調

(内面）10YR3/3（暗褐）

(外面)10YR1/6(褐）

(内面)10YR3/2(黒褐）

(外面)7.5YR4/4(褐）

(内面)7.5YR3/3(暗褐）

(外面)10YR6/6(明黄褐）

(内面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(外面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(内面)10YR4/3(にぶい黄褐）

(外面)10YR4/4(褐）

(内面)10YR4/6(褐）

(外面)10YR5/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(外面)10YR4/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(外面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(内面)10YR5/3(にぶい黄褐）

(外面)7.5YR5/4(にぶい褐）

(内面)7.5YR6/6(燈）

(外面)10YR3/3(暗褐）

(内面)10YR4/3(にぶい黄褐）

(外面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(内面)10YR4/3(にぶい黄褐）

(外面)10YR5/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(内面)7.5YR5/4(にぶい褐）

(外面)10YR5/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(内面)10YR3/2(黒・褐）

(外面)10YR6/4(にぶい黄褐）

(内面)10YR6/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR5/2(灰黄褐）

(内面)7.5YR5/4(にぶい黄褐）

(内面)10YR6/6(明黄褐）

(内面)10YR5/4(にぶい黄褐）

(内面)10YR6/6(褐）

(内面)7.5YR5/4(にぶい黄褐）

(外面)7.5YR4/2(灰褐）

7.5YR4/1(褐灰）

(外面)10YR5/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR4/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR4/2(灰黄褐）

(外面)10YR4/2(灰黄褐）

(内面)10YR3/2(黒褐）

(外面)10YR3/2(黒褐）

(内面)10YR4/2(灰黄褐）

(外面)10YR4/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR4/6(褐）

(外面)10YR4/3(にぶい黄褐）

(内面)10YR4/6(褐）

(外面)10YR5/6(黄褐）

(外面)7.5YR4/6(褐）

(内面)7.5YR4/3(褐）

(外面)10YR6/4(にぶい黄燈）

(内面)10YR7/4(にぶい黄燈）

(内面)7.5YR5/4(にぶい褐）

(内面)10YR5/4(にぶい褐）

胎土

○石英

◎直径2mm以下の粗砂

△直径4mm以下の燦

◎直径2m以下の粗砂

○石英

◎直径2mm以下の粗砂

○石英

◎直径2mm以下の粗砂

△直径6mm以下の燦

○石英、長石、金雲母

◎直径2m以下の粗砂

○直径2mm以下の燦

◎石英

◎直径2mm以下の粗砂

○直径4m以下の燦

◎石英

◎直径2m以下の粗砂

○長石・チャート・雲母・角

関石

◎直径2mm以下の粗砂

○長石・角関石

◎直径2m以下の粗砂

○長石・石英

◎直径2mm以下の粗砂

○石英・長石

◎直径2mm以下の粗砂

○黒雲母

◎直径2mm以下の粗砂

○石英・金雲母

◎直径2mm以下の粗砂

○石英・黒雲母

◎直径2m以下の粗砂

○石英・長石・黒雲母

◎直径2m以下の粗砂

○石英

◎直径2m以下の粗砂

△石英

◎直径4mm以下の燦粗砂

○黒雲母

◎直径2m～0.2mmの粗砂

(長石・石英・チャート・角関石）

◎直径2mm以下の粗砂

◎長石・石英

◎直径2mm以下の粗砂

○石英

◎直径2mm～0.2mmの粗砂（長石

･チャート）△直径2m

～3，操（角関石．チャート）

◎直径2mm以下の粗砂

○石英・長石

◎直径2mm以下の粗砂○石

英・黒雲母

◎直径2mm以下の粗砂

○石英

◎直径2m以下の粗砂金雲母

･黒雲母

◎直径2mm以下の粗砂△黒雲母

◎直径3m以下の篠､粗砂○石英

◎直径2mm以下の粗砂○黒雲

母・金雲母

◎直径2mm以下の粗砂長石・石英

○直径3mm～4mmの篠

長石・石英

◎直径2m以下の粗砂○長石

・チャート

◎直径3mm以下の磯、粗砂

○石英

◎直径2mm以下の粗砂○長石

備考

019,018,017,021

024,022,023,016

F11Ⅱ008,042

B11トレⅢ078

赤色顔料付着

150,001,056,057

赤色顔料付着

赤色顔料付着

赤色顔料付着

003,004,G3Ⅳ，

001,002

A2トレⅣ004

焼 成

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

比較的良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

普通

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

比較的良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

普通

煤付着有り

普通

煤付着有り

良好

煤付着有り

比較的良好

煤付着有り

普通

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好

煤付着有り

良好煤付着有り

比較的良好煤

付着有り

(外面）

良好煤付着有り

良好煤付着無し

良好煤付着有り

良好煤付着無し

良好煤付着有り
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(3)石器(第226～228図）

出土点数は116点である。器種別の内訳は石鍍2点、石匙1点、RF8点、UF3点、打製石斧14点、

石錘27点、磨石2点、砥石1点、分割藤3点、石核1点、剥片54点を数える。

砥石は明らかに新しく、Ⅳ層から出土しているが、その他の石器はほとんどがⅥ層中で出土してい

ることから、縄文時代中期前葉から後葉にかけて製作、使用、廃棄されたものであると考えられる。

石器に使用される石材は石錐・スクレイパーといった小型の剥片石器にはチャートが主体をしめる。

一方、打製石斧や操石器は泥岩・砂岩・花商閃緑岩・デイサイト・アプライトを石材とする。黒曜

石の石錐を除くすべての石器の石材は本遺跡の東側に流れる揖斐川本流で採取でき、また、本遺跡出

土の石器にみられる僕表面の状態は摩耗し丸みを帯びることから、本流の河原藤を採取し石器製作

を行ったものと考えられる。

第39表石器石材別出土点数

石核 分割操 剥片 石錐 石匙 RF UF 打製石斧 石錘 磨石 砥石

チャート 1 3 51 1 1 8 3

黒曜石 1

花闇閃緑岩 1 1

砂岩 8 18 1

泥岩 4 6

デイサイト 1 1

安山岩 1 1

アプライト 2 1 1

合 計 1 3 54 2 1 8 3 14 27 2 1

石核・剥片類(77,78）石核は、2点出土した。77は、打製石斧の製作に伴う残核。長楕円の河原磯

の長軸側辺を打面として横長の剥片を2枚作出している。78は、分割された平坦な面を打面としてそ

の縁辺から剥離を施す。作業面は3箇所ある。剥片類は、54点出土した。デイサイト1点、アプライ

ト2点以外はすべてチャート製である。

石錐(79,80）2点出土した。79は、表裏面を丁寧に剥離整形したもの。基部の扶りは深く脚部を明

瞭に作り出している。先端部は樋状に折損した後、腹面を中心に再加工を施す。80は、基部右側を打

点とする剥片を素材とし、先端部付近の側縁をわずかに整形した後に、基部を両面から大まかな剥離

を施したもの。主剥離面を大きく残す。

石匙(82）1点出土した。82は、平坦な面を打面とし、打面付近の側辺には大きくノッチ状に剥離を

施す。

RF(81，83，85)連続的な剥離を施すものをRFとした。8点出土した。81は、原喫面を打面とする

素材の縁辺に直線的な剥離を施す。83は、厚手の剥離の側縁に微細な剥離痕が観察される。側縁にノ

ッチ状に微細な剥離を施す。85は、両面に大きな剥離を施す。

UF(84)3点出土した。84は、縦長の剥片の左側辺に微細な剥離が観察される。
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＃
5(cm)

（77）

『

1
83

77

I

鰯
醗霧篭

紳鐙蕊雛

的琶磯、
82

鐙α鯉
85

＜．くこ了。‘("）第226図包含層出土の石器(1)－

打製石斧(86～91）14点出土した。平面から短冊状のもの(86,88～90）と撰状のもの(89,91)がみ

られる。短冊状のものは、砂岩や花両閃緑岩などの粗質の河原撰の側面を打点とし、主剥離面に発達

したバルブをもつ素材剥片を整形するもの(88～90)と板状に剥離する泥岩の素材剥片を整形するも

の(86)がある。前者は側辺部整形のための切断や厚みを減じるための剥離が行われている。後者は

短冊状のものと比べ概して大きく、調整によって≦基部の形状を意図的に変形させている。

基部は短冊状のものと同じように側辺部整形のための切断や厚みを減じるための剥離調整が行われ

ている。

石錘(92～106）27点出土した。小亜円喋を利用し長軸端に紐掛けの部分を設けている。長軸端部に

剥離による紐掛け部分を設ける、いわゆる打欠石錘が8点(92～98)出土した。このうち4点(96～98）

は剥離のみで調整しているが、残る4点は剥離後に敵打調整を行う。切目石錘は、14点(99～106)出

土した。このうち、2点(105,106)は敵打調整後に擦り切りを行う。

磨石107)平坦な部分に磨痕を有するもの(107)と敵打痕を有するものがそれぞれ1点ずつ出土

した。
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一

Cここ）鮪織 鰯C
107

5(cm)0
一 計

第228図包含層出土の石器（3）

(4)その他の時代の遺物（第230図）

合わせて140点が出土した。須恵器は、饗12点、壷・瓶類47点、坪類3点、盤類3点が出土した。

灰粕陶器は、碗3点、Ⅱ3点が出土した。緑粕陶器は、2点出土した。山茶碗は、碗1点、鉢2点、

壷4点が出土した。黒色土器は4点、条痕文土器は5点、土師器は32点が出土した。この他に古銭2

点が出土した。

へ

、
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《
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《
《

一
一
一
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一
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．
》
一
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》

。
一
一
宗
一

I零了
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鶴識4
111110

フ－

114毛〉栗〉 115

0 10(cm)
信 一一113

第229図その他の時代の遺物（1）
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(128,129）第230図その他の時代の遺物（2）

第40表その他の時代の遺物観察表

No． 地区・層位 種別
法量（c､）

口径 底径 器高

胎土 色調 残存率 備考

108 第1号土坑 条痕文土器 粗い (外面)5YR6/4にぶい燈

(内面)5YR2/1黒褐
109 第1号土坑 条痕文土器 やや粗い (外面)5YR6/4にぶい燈

(内面)7.5YR3/1黒褐

煤付着有り

110 F10SWⅡ 条痕文土器 やや粗い (外面)5YR6/6燈

(内面)5YR5/6明赤褐
111 C6Ⅲ 須恵器 やや粗い (外面)5Y5/2灰オリーブ

(内面)5Y6/2灰オリーブ
112 B9トレⅣ 須恵器 12．8cm 6.9cm 4cm 普通 (外面)2.5Y6/1黄灰

(内面)2.5Y6/1黄灰

(口縁)2.4/12

(底部)5.25/12
113 G4Ⅱ 須恵器 11．6cm やや粗い (外面)2.5Y6/3にぶい黄

(内面)2.5Y6/3にぶい黄

(底部）1.3/12

114 G81 須恵器 密 (外面)5Y5/1灰

(内面)5Y5/1灰
115 B9トレⅣ 須恵器 普通 (外面)2.5Y6/1黄灰

(内面)2.5Y6/2灰黄
116 A2トレⅡ 灰粕陶器 16.5cm 普通 (外面)2.5Y7/1灰白

(内面)2.5Y7/2灰黄

(口縁）1.5/12 自然軸

117 A10トレⅡ 灰軸陶器 9cm やや粗い (内面）10YR7/2にぶい黄燈 (底部）11/12
118 A12トレⅡ 灰軸陶器 13．4cm 7.5cm 2.5cm 普通 (外面)2.5Y6/2灰黄

(内面)2.5Y6/2灰黄

(口縁)3/12

(底部)2.1/12
119 G2Ⅱ 灰軸陶器 14．5cm 7cm 3.2cm やや粗い (外面)2

(内面)2

5Y7/3浅黄

5Y7/2灰黄

(口縁)0.35/12

(底部)3.2/12
120 A2トレⅡ 灰紬陶器 13．8cm やや粗い (外面)2

(内面)2

5Y6/3にぶい黄

5Y6/2灰黄

(口縁）1.7/12

121 A12トレⅡ 灰軸陶器 8.7cm やや粗い (外面）10YR8/2灰白

(内面）10YR7/3にぶい黄燈

(底部)4.1/12

122 D4Ⅱ 灰紬陶器 15．4cm 普通 (外面)2.5Y6/2灰黄

(内面)2.5Y6/2灰黄

(口縁)0.8/12 自然軸

123 A12トレII 灰軸陶器 14．8cm 7.6cm 3.35cm やや粗い (内面）10YR7/3にぶい黄樟 (口縁)0.4/12

(底部）1.7/12
124 A1トレⅢ 管状土錘 Ⅲ

、
ｍ
ｍ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

９
５
６
３

３
１
０
０

長
幅
厚
径

大
大
大

最
最
最
孔

(外面)7.5YR7/6燈

125 B11トレI 管状土錘 最大長3.7cm

最大幅1.6cm

最大厚0.6cm

孔径0.35cm

(外面）10YR8/2灰白

126 B8トレⅡ 管状土錘 最大長3.8cm

最大幅1.5cm

最大厚0.4cm

孔径0.35cm

(外面)7.5YR7/4にぶい燈

127 B6トレⅡ 古瀬戸 23cm 粗い (外面)2.5Y6/2灰黄

(内面)2.5Y6/3にぶい黄

(口縁）1.4/12
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第7章まとめ

寺屋敷遺跡では平安時代、縄文時代、旧石器時代の3時期の遺構面を検出することができた。

磯谷口遺跡では平安時代、縄文時代の遺物が出土した。

ここでは遺構血ごとに主に遺物について若干の検討を行いたい。

第1節寺屋敷遺跡の第1次遺構面の遺構と遺物について

1．礎石建物について

調査では真南よりやや東にふったかたちで桁行3間、梁行4間の礎石建物跡を検出している。正面

には縁束を支える柱を受ける礎石を検出している。遺物は下記のように出土しているが、特に礎石建

物跡の奥に当たる部分で碗、lⅢ、多口瓶が集中している。この部分の中央には護摩を焚いたとも推定

される焼喋集積遺構を検出している。また、この部分では塑像の螺髪が2点出土している。あくまで

も推論であるが、礎石建物の奥には仏像が安置されている空間があったのではないかと考えられる。

2．遺物について

I～Ⅲ層の土器は縄文土器を除くと、すべて灰紬陶器が占める。灰紬陶器は折戸53号様式に比定で

き、礎石建物跡を中心に合計58点が分布する。器種別にみると、碗は接合後破片数25点(43.1％)、Ⅲ

21点(36.1％)、壷・瓶類9点(15.5％)、多n瓶1点(1.7％)、器種不明2点(3.4％）となる。この他に

鉄釘が約90点、螺髪が2点出土している。鉄釘はこのほとんどが脚端部を叩いて扇平にしてから折り

曲げた犬釘である。螺髪は、いずれも円錐状で型に入れたあとに指先で整えていることが観察できる。

第41表寺屋敷遣跡灰紬陶器器種別組成表

11.2％1.0％
■

462%：
画

口

碗

皿

壷｡瓶類

多口瓶

器種不明

12．7％

鎚 鑓
28.9％

第231図器種別口縁残存率 写真螺髪

器種

碗

皿

壷 。 瓶 類

多口 瓶

器 種 不 明

計谷
口

接合後破片数

25

21

9

1

2

58

口縁残存率x/12

13．6

107．3

49．6

31．0

12．0

1．1
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第2節寺屋敷遺跡の第2次遺構面の遺構と遺物について

1．竪穴住居跡について

第2次遺構面では、竪穴住居跡を一軒検出している。この遺構の平面はほぼ円形でⅡ状に立ち上が

る。遺構のほぼ中央に地床炉を検出している。

覆土中の遺物は、早期後半の縄文土器1点の他は、中期後半の土器が占めていた。埋士中では中期

後半の土器が出土していた。また、この遺構の上層のⅢ層では中期後半の土器が集中することより、

この住居跡を縄文時代の中期後半の住居跡として考えたい。

さて、この遺構ではP124、P127、P123、P120の合計4基の柱穴と考える小土坑を検出している。

この小土坑を主柱穴と考えると、P124とP127の間がP123とP120の間より若干長く、このため柱穴

配置は同心円上の並ぶ構造ではなく、線対称となり特徴のある柱穴配置をしている。

この構造は矢野健一氏が指摘しているように、山手宮前遺跡でもみられる。山手宮前遺跡では、線

対称となる柱穴配置のものが2軒検出しているが時期は里木Ⅱ．Ⅲ式併行である。また、飛瀬・底津

遺跡において中心軸に直行する材を想定した場合に、横長と想定できる例がわずかにではあるが存在

する可能性があることを指摘している(註1)。寺屋敷遺跡の住居跡についても横長の傾向になり、こ

の時期の特徴として捉えられよう。

〆
8

117

0 1 2m

第232図第1号竪穴住居跡の柱穴配置
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2．石器について

石器を母岩別に表にまとめた。母岩は21個体識別でき、チャートが主体となる。接合資料は少なく、

2点のみである。いずれの母岩からも器種の偏りがみられることはない。スクレイパー・石匙は原喋

面を残すものが多いことから母岩ごとの作業工程で適度な剥片を選択していたといえよう。

第42表縄文時代母岩別石器組成表

3．土器について

第4章第8節において時期別に土器を説明をしたが、ここでは特に1群1類とした茅山下層式の土

器について説明したい。

茅山下層式は、揖斐川上流域では小の原遺跡、長吉遺跡でまとまって出土している。

寺屋敷遺跡における茅山下層式は、いずれも胎土に直径1～5mmの石英、長石と繊維を多く含んで

いる。胴部に1段屈曲した器形を有し、屈曲部は貼り付け隆帯を置き、隆帯上に棒状もしくは竹管状

工具による刻みを施す。内外面は貝殻で横方向の条痕調整の後に撫でと指頭に仕上げられている。口

縁部は縦方向の沈線を基準とした場合に口縁部はやや斜めにあがることから波状になると考えられ

る。口唇端部は棒状工具あるいは竹管状工具により外面に2条、内面に1条の平行沈線で凹線文を施

した後に口唇先端に口唇部を棒状工具あるいは竹管状工具によって刻んでいる。口縁部文様帯は幅5

mmほどの棒状工具によって縦方向の2条の沈線を描いている。この沈線と屈曲部の交わるところには

沈線によって半円形の文様を描き、さらに縦方向の2条の沈線によって区画した中に襟状モチーフを

描いている。この樺状モチーフの空白部には沈線に沿った形で棒状工具あるいは竹管状工具によって

流水状の沈線と刺突文が充填されている。

四
石
ロ
右

母
番 接合 枝番 石材

合計

器種

石 錐 錐 sc 石匙 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩･分割篠
二種接合

Jl B 流紋岩 3 1

J2 B チャート 29 1 1 1 1 25

J3 B チャート 12 2 2 5 3

J4 A 1 チャート 2 2 ○

A 2 チャート 2 2 ○

B チャート 14 1 2 4 7

J5 B チャート 6 1 1 4

J6 B チャート 10 4 2 4

J7 B チャート 13 4 2 7

J8 B 石灰岩 3 1 1 1

J9 B チャート 12 1 11

Jio B チャート 5 5

Jll B チャート 6 1 5

J12 B チャート 21 3 6 1 2 1 8

J13 B 泥岩 4 1 3

J14 B チャート 2 1 1

J15 B チャート 4 1 1 1 1

J16 B 砂岩 4 1 2 1

J17 B チャート 5 1 3 1

J18 B チャート 6 2 1 1 2

J19 B チャート 6 1 4 1

J20 B チャート 7 1 1 5

J21 B チャート 5 5

178 9 4 13 8 16 17 111 0 1 3
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いずれの土器についても胎土の多量の繊維を含み、表裏面に貝殻条痕をもつ。また、頚部と胴部の

間に屈曲した部分が見られるなど広義の茅山下層式の特徴を有している。

しかしながら、文様についてはやや前,T,的な要素が見られる。類例としては、埼玉県稲荷前F遺跡が

あり、研究者によってこの土器ついては野島式新段階(註2)や鵜が島台式終末期(註3)とすることもあ

り、時期認定については今後の,1吐例の増加を待ちたい。

第3節寺屋敷遺跡の第3次遺構面の遺構と遺物について

1．石器集中区

寺屋敷遺跡では、3つの石器集中区を検出している。しかしながら、このうち調査区南側のやや低

い段の部分に存在する2つの石器集中区は、第4章第3節で報告したように1つの集中区から崩落し

たものが堆積したものである。よって実質は1つの集中区のみということになる。この集中区はⅧ層

。
。
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第233図Ⅳ～¥ll層の石器分布と母岩分布図

（実線は母岩別の分布を示す）

今
じ
り
色

ガ
イ
、
１
１
、
◆

◆

舎
令

｡

１
４

い
～
～

８
１
、
４

鵜

●

｡

辞
画
い
み
＆ 識

●●
◆

｡◆

●
も
り

“

①の

雛

▲●

①●

0

§錨

漆

‐

、
や．･

ず。
。。；

･
●

｡ ●

of

0

、

｡、

◆

鷲
群

：

●
●
●
◆



2 4 8 第7章まとめ

からⅧ層にかけてピークに達している。Ⅶa層ではAT層が検出されている。ATの炭素年は統計的に

21,000～22,000BPとされていたが、その後のAMS法などによる測定の結果で24,000～25,000BPのま

とまった値が得られている。このことにより、この石器群はこれと同時期か、これより古い時期の石

器群ということになる。

2．サヌカイト製のナイフ形石器について

寺屋敷遺跡では、サヌカイト製石器および剥片は6点している。このうち2点はナイフ形石器で1つ

は石核との接合資料である。接合資料より厚手剥片を素材剥片として本遺跡に持ち込み、ナイフ形石

器などの製品を製作していることが理解できる。

このナイフ形石器は以下の特徴をもっている。

119は、横長剥片を用いたナイフ形石器である。折損しているが、腹面に平坦な剥離が施されてい

ることから基部であったと考えられる。折損後、折損面を基部に転換し、折損面より腹面側に平坦な

剥離を施している。打面側にブランテイングが見られる。164は、165と166の接合資料である。165

は、やや厚手の剥片を素材とする石核である。3枚ほどの剥離で打面を調整し、素材腹面を端部に取

り込むように横長剥片を剥離している。これで得られた剥片を用いて166のナイフ形石器が製作され

ている。この後、作業面側に数枚の剥離を行うが、形状不揃いで大きさも目的剥片としては小さすぎ

ることから頭部調整と考えられる。166は、横長剥片を用いたナイフ形石器である。打面側、末端側

にブランティングを施して尖頭部を作り出している。下半部には、ブランティングが施されず打面も

残る。基部には、背面・腹面の両面に平坦な剥離を施している。

以上のように寺屋敷遺跡出土のサヌカイト製ナイフ形石器は厚手の剥片を素材とし、その主要剥離

面を取り込むようにして横長剥片を剥離している。ナイフ形石器の素材作出を目的としており、瀬戸

内技法へつながる要素もあるが相違点もみられる。特に剥片剥離が素材の打面側から始まらないこと

や頭部調整が行われていることなどが相違点としてあげることができる。この頭部調整はチャート製

の剥片および製品に多くみることができ、チャート製のナイフ形石器(117.118)も同様に頭部調整が

行われている。

3．寺屋敷遺跡のAT下位の石器群について

母岩別の器種組成を表に示した。石材はチャートを主体とし、このほかに若干量のサヌカイトと流

紋岩を含む。器種別にみるとチャート製はスクレイパー、RF、UFが多く、ナイフ形石器が若干量出

土している。しかしながら、チャート製の石器の中での製品の割合は少ない。

チャート製の製品としては、スクレイパーの量の多さが目を引く。スクレイパーは端部に曲線状の

加工を丁寧に施すものが多い。このタイプのスクレイパーは関東地方においては、一般にAT以後に

て認められる場合が多く、一方西日本では、AT直上・直下に認められる(註4)。地理的に東日本と

西日本との境に位置する寺屋敷遺跡においてAT下位から検出されたことは興味深い。このような製

品が限定された石材を用いて遺跡の1カ所において製作されている。特に1カ所に4,000点以上の剥

片・砕片が集中することは、生産地に近い場所の製作地もしくは石材供給地のような性格をもってい

た可能'性がある。
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第43表旧石器時代母岩別石器組成表

番号
a:接合

b:非接合
枝番 識別 石 材

合計

器 種

ナイフ 錐 sc 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩･分割喋
1 A 泥岩 2 2

B 5 5

2 A 流紋岩 6 5 1

B 5 5

3 A 流紋岩 2 1 1

4 A 1 流紋岩 6 1 5

A 2 2 2

5 B 喋岩 6 1 5

6 A チャート 3 3

B 11 8 3

7 A チャート 2 2

8 A 1 チャート 4 4

A 2 4 4

B 97 1 1 3 4 82 1 5

9 A チャート 0

B 33 1 25 2 5

10 A チャート 3 2 1

B 12 9 2 1

11 A チャート 3 1 2

12 A サヌカイト 2 1 1

B 4 1 1 1 1

13 A チャート 5 5

B 2 2

14 A 1 チャート 12 10 1 1

A 2 5 4 1

B 30 2 5 22 1

15 A 1 チャート 2 2

A 2 5 2 1 2

A 3 3 3

A 4 15 10 3 2

A 5 5 5

A 6 3 1 1 1

B 85 10 10 59 6

16 A 1 チャート 27 22 1 4

A 2 4 1 3

A 3 2 1 1

A 4 2 2

A 5 4 2 2

A 6 2 1 1

B 66 1 1 1 5 8 44 1 3 2

17 A 1 2 チャート 12 1 3 2 6

A 2 1 2 1 1

A 3 2 5 1 1 3

A 4 1 5 1 1 2 1

A 5 1 6 1 4 1

A 6 2 5 1 3 1

A 7 1 3 2 1

A 8 1 6 1 5

A 9 2 3 3

A 10 2 2 2

A 11 1 2 2

A 12 1 2 1 1

A 13 1 2 2

A 14 1 2 2

A 15 1 2 1 1

A 16 1 32 1 5 2 20 1 3

A 17 2 3 2 1

A 18 1 3 2 1

A 19 2 13 4 2 4 3

A 20 2 5 1 2 2

A 21 1 2 1 1

A 22 2 4 1 1 2

A 23 2 2 1 1

A 24 2 2 2
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番号
a:接合

b:非接合
枝番 識別 石材

合計

器種

ナイフ 錐 SC 彫器 RF UF 剥片 砕片 石核 母岩･分割燦

17 A 25 1 チャート 5 4 1

A 26 1 3 3

A 27 2 3 1 1 1

A 28 2 4 3 1

A 29 2 3 2 1

A 30 2 4 2 2

A 31 1 3 1 2

A 32 1 4 3 1

A 33 2 9 9

A 34 2 59 1 45 9 3 1

A 35 1 14 1 12 1

A 36 2 5 2 2 1

A 37 2 3 2 1

A 38 2 5 4 1

A 39 2 2 2

A 40 2 11 2 3 6

A 41 1 4 2 1 1

A 42 1 2 1 1

A 43 1 2 2

A 44 2 4 1 2 1

A 45 1 3 1 2

A 46 2 5 4 1

A 47 1 2 2

A 48 2 2 2

A 49 2 6 2 2 2

A 50 2 6 1 1 3 1

A 51 2 2 1 1

A 52 2 7 2 4 1

A 53 2 8 7 1

A 54 2 2 1 1

A 55 2 4 1 3

A 56 2 2 1 1

A 57 2 2 1 1

A 58 2 2 2

A 59 2 2 1 1

A 60 2 2 1 1

A 61 2 2 1 1

A 62 1 5 4 1

A 63 1 2 1 1

A 64 2 2 1 1

A 65 2 2 2

A 66 2 2 1 1

A 67 2 2 1 1

A 68 1 2 2

A 69 1 2 1 1

A 70 1 2 2

A 71 2 2 1 1

17 B 1 389 1 5 44 33 296 3 6 1

B 2 131 1 18 18 90 4

18 B 38 2 2 4 27 1 2

1405 4 4 23 0 129 120 976 21 89 39

一方、サヌカイト製は6点と少量だが、ナイフ形石器2点、スクレイパー1点、RF1点、剥片1

点と製品の割合が多い。このうちナイフ形石器と石核が接合している。このような寺屋敷遺跡におけ

るサヌカイト製の石器のあり方は、製品のみが持ち込まれるのではなく素材剥片をもちこみ当遺跡で

製品を製作したものといえる。

4．焼喋遺構

本調査によって取り上げた遺物のうち、焼喋の分布を図に示した(第234図)oH2区・H3区に集中
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した部分は、縄文時代の焼喋集石遺構である。旧石器時代の焼喋は、H4区・H5区に点在する。い

ずれの燦も拳大で表面・割面ともよく焼化している(第235図)。この遺構は石器集中区と近接していた。
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第4節磯谷口遺跡の遺構・遺物について

磯谷口遺跡は、寺屋敷遺跡と近距離に

あり寺屋敷遺跡に関連する遺構が期待さ

れたが、土坑1基を検出のみで、その他

の遺構については検出されなかった。出

土遺物は縄文土器465点、石器116点、須

恵器・灰紬陶器など、その他の時代の遺

物が140点と一定量出土している。寺屋

敷遺跡と同時期の遺物としては縄文時代

の中期前葉の船元式と平安時代の灰粕陶

器が出土している。この時期については

寺屋敷遺跡と関連をもつ遺跡といえよ

う。

第44表磯谷ロ遺跡器種別組成表

種別 器種

窪

壷・瓶類

須恵器

坪類

盤

碗

灰紬陶器
皿

緑紬陶器 瓶類

碗類

山茶碗 鉢類

壷類

古瀬
一

P 鉢

常滑 髪

黒色土器 碗

条痕文土器

土師器

合計

註

1．財岐阜県文化財保護センター1997「山手宮前遺跡』

2．矢野健一1999「兵庫県の縄文住居の概要」『関西の縄文住居発表要旨・資料集』

3．井上賢1997「野島式土器二細分論」『人間・遺跡・遺物3』

4．田中総「中部高地周辺おける縄文早期後半土器群の一様相」

5．比田井民子1991「後期旧石器時代中盤に見るスクレイパーの確立について」

「東京都埋蔵文化財センター研究論集』X号

接合後破片数

12

47

3

3

3

13

2

1

2

4

2

7

4

5

32

140
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